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    プロローグ


    



    「……おはようございまーす」


    



    　撮影スタジオの中に入ると、僕はなんとなく違和感を覚えた。


    　開け放たれたベージュのカーテンの隙すき間まからは、初夏らしい陽の光が差し込み、窓辺にあるキングサイズのベッドのシーツは、いかにも清潔そうで皺しわひとつない。部屋の隅に置かれた観葉樹のグリーンと暖かめの空調。なんの変哲もない、いつも通りのアダルトビデオの撮影現場だ。しかし、そこに漂っている空気が、妙に落ち着かない。


    　いつもは真剣な眼まな差ざしで色バランスや画角の確認をしているカメラマンは、半笑いを浮かべてアシスタントの男性とコソコソ話を交わし、ヘアメイクの女性は手持ち無ぶ沙さ汰たを誤ご魔ま化かすように、自分の毛先をコームでといている。その日焼けした顔に見覚えのある三十代の男優さん──何度か映像の中で観たことがあったはずだ──は、黒いトランクス一丁でその鍛えられた肉体を誇示しつつ、スタジオの隅にあるテーブルに腰かけ、ただでさえ短く切り揃えられた爪つめを一心にやすりで研といでいる。


    　普段ならば、撮影が始まるまで、メイクさんは女優さんと控室に籠こもっていることがほとんどだ。だから、このタイミングで目にすることは珍しい。男優さんだって、普段は、撮影前にはもう少し気合いが入っている。


    　そもそも、女優さんはどこにいるんだろう……と辺りを見回したが、その姿はどこにも見当たらない。


    「あの、おはようございます。五十嵐いがらし彩あや夏かです。今日はよろしくお願いしますっ！」


    　僕と同じく、この『現場見学実習』の講義に参加している五十嵐さんが、すぐ側そばを通りかかったスタッフの男性を呼び止めて言った。元ジュニアアイドルの五十嵐さんは、幼い頃から大人と接してきたせいか、こういう場面で物もの怖おじすることなく行動する。毎度のことながらすごいと思う。


    　が、五十嵐さんの顔を見たスタッフは、意外な反応を見せた。


    「おっ、よかった。君が代役？　みんな待ってたんだよ！　マネージャーさんなんて、真っ青になっちゃって可か哀わい想そうだったんだから。すぐに撮影、大丈夫？」


    　ぱっと表情を輝かせ、早口でまくしたてると、五十嵐さんをスタジオの奥へと案内しようとしている。


    「えっ？　マネージャー？　……あの、今日は見学なんですけど」


    「えっ、見学ってなに？　取材か何か？」


    「あっ、あの。彩夏たち、成専……成人映像専門学校の生徒なんです」


    「ああ、ニュースでやってた、あれの生徒さんか……ちょっと悪いんだけど今日はさ、女優がいきなり飛んだっていうんで、いま、バタバタしてるから、ちょっと邪魔にならないところで、待ってて」


    　スタッフはあからさまな落胆の表情を浮かべて早口でまくしたてると、せわしない様子でスタジオの外へと行ってしまった。


    「飛んだ？」


    　同じく『現場見学実習』の参加者である、七なな崎さきつぐみ──七崎さんが目をきょとんと見開いた。彼女は、僕と同じ年で十八歳のはずだが、そんな表情をすると、まるで子供のように幼く見える。


    　やや丸顔の輪りん郭かくの中にバランスよく配置された、大きくキラキラとした目とふっくらと形のいい唇くちびる。長い髪の毛を二つにわけたおさげにしているのも、生まれ持った童顔にすごく似合っている。


    　七崎さんは本当に、可愛かわいらしい。『つぐみ』という下の名に相応ふさわしく小鳥のようで、こうして近くで話しかけられると、ついついその顔に見とれてしまうことがよくある。


    　胸だとかお尻だとか、パンツが見えそうな短いスカートを穿はいた脚といった性的なパーツについ目が向いてしまうのは、男なら当然だ。もちろん、僕だってそうだ。が、七崎さんに限っては、それが顔なのだ。といっても、七崎さんの顔がそんなにドエロいわけではない。むしろ、清純派といってしかるべき容よう貌ぼうをしている。だから、端的にいえば、僕にとっていわゆる好みの顔、というやつなのだと思う。


    　けれど、そんなことを考えて顔をガン見しているなんてバレたら、気まずすぎる。だからなるべく目は見ないようにしている。しかし、意識して目を見ないようにすると、余計に挙動不審になることもわかっている。なので、あくまでも平静を装よそおって漠然と、〝その辺だけ〟を見る。自意識過剰かもしれないが、それくらい七崎さんの顔は、僕にとって凄すさまじい視線吸引力を持っているのだ。


    「あれれ、飛んだってどういうこと？　もしかして……」


    　七崎さんの親友であり、こちらはチャキチャキとしたアネゴ肌が特徴の二ふた道みち美み奈なが、トレードマークの長いポニーテールをふさふさと揺らして首を捻ひねる。


    　アダルトビデオ業界には、特殊な用語──隠語──がたくさん存在している。こうした隠語は、授業で教わることはないから、こうやって現場で少しずつ憶おぼえていくしかない。それも含めての『現場見学実習』というわけだ。


    　誰もが何が起きているのかわからないまま、互いに顔を見合わせていると、近この八やさん──近八侑ゆう李り──が、長いまつ毛を伏せて小さく溜ため息いきをつき、周囲を見まわすと、さらりと艶つややかな長い髪の毛を揺らして、小声で言った。


    「女優が来ないし、連絡もつかないっていうこと」


    「えっ、そんなことあるの？」


    　撮影当日にドタキャンなんて。


    　ちょっと信じられない思いで近この八やさんの顔を覗のぞき返すと、思いのほか、整った顔が近くにあって、ドキリと胸が高鳴った。


    　胸元が開いたカットソーを、はち切れんばかりに押し上げる大きなバストと、ミニスカートから伸びるむっちりとした太もも。その全身から、甘酸っぱいいい香りがぷんと漂ってきて、僕の鼻を直撃する。


    　近八さんがいつも漂わせているのは、身体からだの奥から漂ってくるような、下半身に直接届いて男をムラッとさせる、濃厚な香りだ。もしかして、フェロモンというやつかもしれない。


    　そして、これに似た香り──男の欲情を掻かき立てるフェロモン──をまとっている女性に、僕はここのところ、立て続けに会う機会に恵まれていた。それは、実習やエキストラで現場に入ると出会う、ＡＶ女優さんたちだ。──そう。僕らと同じ仲間のようでいて、すぐ隣にいるのに僕には手が届かない、手が伸ばせない人。


    　そんな、僕とふたつ違いという年齢に不相応な、悩殺フェロモンをビンビンに放ちながらも、近八さんは心配そうに僕の質問に答えた。


    「たまにある。っていうか、いま、まさにそう。困ったね」


    「そういう場合ってどうなるんですかね？　ここのスタジオ代は？　スタッフの拘束費は？」


    　メモを手に、好奇心で目を輝かせた九くの重えさんが割って入って、近八さんにすかさず尋たずねる。


    　九重紗さ英え──九重さんは、他の女のコたちに比べれば、どちらかというと地味な存在だ。というのも、九重さんは、脚本やルポルタージュ、小説など文章を書く仕事に就きたいという夢を持って、この学校に入ってきた。女優志望（と今のところ推測される）五十嵐いがらしさんや、七なな崎さきさん、近八さんたちといった、華やかな面々と一緒の時は、一歩引いていることが多い。


    　が、反面、こういった予想外のトラブルは、九重さんにとっては好奇心が刺激されるハプニングらしい。


    「事務所のほうで、代わりを手配するんじゃないかな」


    「えっ、代わりって、そんなにすぐに見つかるもんなんですか？」


    「まぁ、たまには、あることだから」


    「なるほど。『女優が飛ぶ』は、たまにはある、と」


    　周りに聞こえないようにと話しにくそうにしている近八さんの様子を気に掛けることなく、九重さんは矢継ぎ早に質問を繰り出している。


    　こうなると九重さんは、好奇心に突き動かされるまま、ずいずいと踏み込んでくる性質だ。しかし、少しは周りのスタッフや、それを気遣っている近八さんの気持ちを慮おもんぱかることはできないのか。少し呆あきれながら、九重さんが書きつけているメモ帳をちらりと覗くと、几き帳ちよう面めんな字がびっしりと、ページが真っ黒になるほどに並んでいた。


    　相変わらず、九重さんはすごいな……。


    　女性陣の中で、僕は九重さんに一番親近感を持っている。他の女のコたちと比べて『女』という感じがしないのも、付き合いやすくていい。けれど、時折、彼女のモチベーションの高さや、目標にまっすぐな素直さに、少し距離を感じてしまう。


    　いや、距離というよりはコンプレックスが刺激される、といったほうが正しいかもしれない。目標や、それに突き進む情熱みたいなものがまだ僕にはないからだ。


    「マジで？　ダクション側がわ的に、女優が飛んだら……なんて考えただけで胃が痛いてぇ！」


    　成専で知り合って以来、僕の親友的存在ともいえる、三みツつ田だ阿あ紀き良らがぶるぶるっと身体からだを震わせて言った。


    　三ツ田は、モデルのプロダクションの経営を夢見て、うちの学校へと入学してきた。趣味は道端でのキャッチ。出来るだけ早く、自分の事務所を立ち上げるべく、せっせとストリートに出ては、女のコの電話番号と顔写真を日夜収集している。そのモチベーションに関しては、九くの重えさんに引けを取らないのだが、なんせ性格と見た目がギャル男風でアレなので、たんにナンパにかまけているようにしか思えないのが気の毒だ。


    「……こういう時に、代わりに呼ばれるコは、もともと決まっていた女優よりもランクが上だったりするみたいだけどね。お詫わびの意味もかねて。でも、せっかく、面接して、『撮るぞ！』って決めて、どう演出するか考えていたコに逃げられるって、精神的なショックのほうが大きいよね……まぁ、バックレの多い業界だから、みんな慣れてるかもしれないけど」


    　近この八やさんは、部屋の隅のソファに座り、不機嫌そうにスマホを弄いじっている男に、気の毒そうな視線を向けた。今日の現場の監督、タダノだ。


    　タダノは、僕たちの通う専門学校の講師であり、本業は売れっ子のＡＶ監督だ。正しくはＴタＤダＮノと表記する。四十代前半でいつもデニムとＴシャツにチェックのネルシャツといった、いかにも自由業らしい服装をした、よくしゃべる男だ。授業は面白いが、しかし、男子生徒にはあまり評判がよくない。というのも、男女差別が激しいからだ。


    　女子には気を遣って優しく対応するが、男子は虫けらやごみくずだとでも思っているようで、「お前ら、ＡＶなんて勉強してどうするんだ」と一貫してバカにした態度なのだ。先週の課題発表では、僕らの作品は散々こき下ろされたし、ひと悶着もあったばかりだ。


    　だが、悔しいことに、作る作品は決して悪くない。


    　実際、この学校に入るまでは、アダルトビデオの監督名なんて気にしたことはなかったが、タダノの作品には幾度も、少しゲスな言い方をすると、〝お世話になって〟もいた。


    　それに、タダノの授業は、時折嫌な思いをすることを補って余りあるくらいには受ける意義はある。タダノの手にかかると、どんな女優でも、魅力的でエロティックに変へん貌ぼうするのだ。


    　だからこそ、こうして、毎度、タダノの授業には出席するようにしているのだった。エキストラも含め、こうして、タダノの現場に顔を出すのは、もう三回目になる。


    　近八さんの視線を敏感に感じ取ったのか、タダノは無ぶ精しようひげの生えた顔をゆっくりとあげると、僕たち成専生に目を留めた。次の瞬間、覇は気きなく半分閉じていた目がカッと開かれる。


    　途端、本能的に嫌な予感がして僕は一歩後ろへと下がる。すると、後ろにいた九くの重えさんの身体からだにドンとぶつかってしまった。


    「きゃっ！」


    「あっ、ごめんっ」


    　九重さんに謝り再び前に向き直る。すると、タダノがその顔に、ニヤニヤとした笑みを浮かべて、こちらへ向かってくるのがわかった。『獲物を見つけた肉食獣のような顔』だと一瞬思ったが、肉食獣だって野生では、食うために必死なわけで、タダノには野生動物にない余裕がある……まるで暇つぶしに嬲なぶるおもちゃを見つけたような表情だ。


    　嫌な予感がムクムクと大きくなる。どうやったらここから逃げ出すことができるか、その方法を思いつく前に、タダノは僕たちの元までたどり着き、立ち止まって言った。


    「君ら、成専のコたちだよね。えっと、君、名前なんだっけ」


    「渡わたり戸ど……愁しゆうですけど」


    　僕の名前くらい知っているはずなのに、やはり性格が悪い。それでも、仕方なく名乗ると、タダノは僕を一いち瞥べつだけして視線をずらした。


    「いや、男には用はない。俺が聞いてるのは、後ろの彼女の名前」


    「えっ、ええええっ！　わたしですか、わたしですか、わたしですか!?　九重紗さ英えです」


    　突然指名された九重さんが、テンパりながら声を上ずらせて言った。


    「そう、君。今日、代わりに脱げる？」


    「えっ、ぬ、脱ぐって……脱ぐ!?　なんでわたし？　なんでですかっ!?　絶対ムリです!!」


    「だって、成専の生徒でしょ。だったら当然女優になる気もあるわけでしょ。違うかな」


    「いや、あの……わたしはその……裏方志望でして……脚本とかを書くような。だから、表に出るとかそういうことは……」


    　九重さんが、ちょうど前にいる僕の背中に隠れるように身を縮めた。が、タダノはそんな九重さんを追い詰めるように、ぐいっと一歩、こっちに踏み出す。結果、僕とタダノは正面から対たい峙じする形となってしまった。ふと前のことを想い出し、警戒して両手の拳こぶしをぐっと握り締める。が、タダノは飄ひよう々ひようとした様子を崩さずに、ひょいと僕の肩口から、後ろの九重さんの顔を覗のぞき込んで言った。


    「絶対にないって？　それはどうして？」


    「いやいやいや、そういうのはわたしに向いてないと思うので……」


    「えーっ、なんでそんなこと、決めつけるの」


    　タダノが突然、大きな声を出したものだから、身体がびくっと勝手に震えて、鼓膜がビリビリと痺しびれた。身体が生理的反応を起こしただけだというのに、タダノにビビったかのように思われるのは心外なので強く睨にらみ返す。が、タダノは完全無視の構えで続けた。


    「君、脚本家志望なんて言ってるけど、十分女優としても素質あると思うよ。君みたいな、ちょっと文系っぽい頭の良さそうな女のコって、ニーズあるんだよね。そもそも、物を書くことを目指してるっていうんでも、女優経験することに損はないでしょ。エロってものを身体からだで知っているって、書くのに絶対に有利だから。ＡＶ女優あがりの作家、いっぱいいるの知ってるでしょ。漫画家しかり、小説家デビューしたコだっているしさ」


    　タダノは、九くの重えさんの言葉をよく通る声で遮さえぎると、僕の肩先をぐいっと押しのけて、九重さんの手首を掴つかんだ。


    「えっ、わたしなんかにニーズなんて。その……おっぱいもアレですし、背もチビだし、顔だってこんなに地味だし……」


    「おっぱいも背も小さくていいの、ロリ顔だから。わかってないなぁ。地味なんじゃなくって、君の場合はロリ押し。ＡＶで人気のロリ！」


    「えっ、人気……」


    　九重さんが頬ほおをポッと赤らめた。やはり女性は、どんな言葉であれ、褒ほめられると嬉うれしいものなのだろうか。危なっかしくて見ていられない。


    「あの、ちょっと、強引すぎませんか」


    　黙って見ていられずに、僕は、一歩ずいっと前に出て言った。


    「あのさぁ、ここ、君の出てくるところじゃないでしょ。彼女が『うん』といえば、『うん』になるって話なんだから。君になんの権利があるの？」
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    「だって、無理強じいじゃないですか。こんなの、強制出演ですよ。ＡＶ業界でだって、最近はずいぶん問題になってるでしょう。洗脳だ、パワハラだって」


    　昨年の頭のことだ。とある女優が匿とく名めいで「強制的にＡＶに出演させられた」と人権派弁護士を味方につけてマスコミに訴えた事件があった。それに続いて何人かのＡＶ女優たちが「わたしも洗脳されて、ＡＶ出演を強いられた」と名前と顔を出して告発し、それを受けて業界全体が議論にさらされることになった。


    　女のコの意思による選択と、出演させたい側がわによる洗脳。


    　ＡＶ女優時代は、喜んで作品に出ていたものの、引退した後に付き合った男に知恵を付けられただとか、「ＡＶ女優は夢を叶かなえるためのステップ」と説得されたにもかかわらず、結局夢が叶わなかったことを恨みに思い、ＡＶ出演そのものが自己決定ではなかったと責任を擦なすり付けている、という世論もあったが、真実は闇の中。しかし、そもそもがグレーな部分の多いＡＶ業界の体質ゆえに、いつかは表にあぶりだされる問題だったともいえる。


    　成専に入学したからといって、今回の撮影に出ることに対する事前の同意はなく、なりゆきで出演させたとなれば、パワハラの可能性だって出てくる。そういうことがわかっていないはずはないのに、「なんとかなる」と考えているタダノの能天気さは、いったいどこから来るのだろうか。


    「待てよ。だって、このコらは、覚悟の上で入学してるんだろ。だったら、洗脳とかパワハラとかはないだろ。なっ、そうだろ？　君ら、違うの？　脱げるコはいないの？　ひとりだけでいいんだよ。ひとり、立候補してくれたら、この現場にいる俺ら、ものすっごい助かっちゃうんだけどな」


    　しかし、タダノは、僕と話すつもりはないとばかりに、くるりと身体からだの向きを変えると、五十嵐いがらしさん、七なな崎さきさん、二ふた道みちさん、近この八やさんと、順番にひとりずつ、親しみを込めた笑みを浮かべて、顔を覗のぞき込んだ。


    「えっ、わたしたちもですか？」


    「ええっ!?」


    「ど、どうしよう」


    「うーん……」


    　案の定、女のコたちは顔を見合わせて困った様子だ。当然だと思う。洗脳なんてされていなくても、「君がいると助かる」と言われれば、そりゃあ、考えてもみるだろう。撮影の現場はみんなで作り上げている意識が強いから、なおさらだ。僕たちは見学の部外者ではあるものの、毎日のようにアダルトビデオについて学んでいるから、愛着がないわけではない。


    「出ないっていう結論でもいいんだ。でも、頭ごなしに『ない』って思うんじゃなくって、ちょっと一度だけ、考えてみてよ、ねっ？」


    　僕がタダノを苦手としている理由のひとつに、この妙に柔らかな、押しの強さがあった。少し舌ったらずな口調でとうとうと諭さとされると、そっちが正論で、それまで、自分の考えていたことが間違いであるかのような気がしてしまう。


    「うーん……まぁ、どうしてもというのならば、仕方ないんで……わたしでよければ……」


    　気まずい雰ふん囲い気きに根負けしたように、近この八やさんが頷いた。


    「おー、侑李。さすがだわ、助かる！　本当に恩に着るから。おい、スタッフの誰か、代わり見つかったから、このコをメイクルームに連れてってやれ」


    　タダノはにんまりとしてやったりと言わんばかりの笑みを浮かべると、近八さんの肩に親しげに手をまわし、スタッフに早口で指示をした。


    　ちょっと、待ってよ、近八さん、本当にそれでいいのか！


    　慌てて引き留めようとしたものの、今さらもう遅かった。一瞬にして場の雰囲気はほっとしたものに変わり、スタッフたちの間には歓迎のムードが漂い始めている。


    　近八さんがＡＶに出る、しかもこの場で。僕の中に小さな嵐が吹き起こる。


    　今日、この場で近八さんが、男優とセックスをするなんて。正直に言って見たいと思う気持ちと、嫉しつ妬とのような気まずさのような、とにかく見たくない気持ちとで、心が掻かき乱される。が、そんな僕の心は、七なな崎さきさんの発言によって、余計に荒れくるわされた。


    「……わたしも、別に出てもいいですけど」


    「えっ！　ええええっ！　な、七崎さんまで？」


    　僕は思わず驚きの声をあげる。すると、それに続いて、


    「つぐみが出るなら、わたしも出るかなぁ。保護者みたいなものだしね」


    　と、さらっと二ふた道みちさんまでもが立候補した。なんだ、その軽いノリは！


    　が、驚いて絶句している僕に向かい、タダノは、呆あきれたような口調で冷たい視線をぶつけてきた。


    「なに驚いてるんだよ。ちっとも、驚くことじゃないだろ。女のコたちは、みんな、なんのために成専にいると思ってるんだよ」


    「えっ、ええっ、でも……」


    　女のコたちに目をやると、みな、僕の反応に驚いているような表情を浮かべていた。


    「そ、そうか……そうなのか……」


    　途端、妙に恥ずかしい気持ちが湧わいてきた。僕は、ＡＶを作る専門学校に在学していながらも、まだＡＶに出る女のコたちの気持ちが理解できないでいる。そのことが、あからさまになったからだ。そんな自己嫌悪を抱いて、ちらりと七崎さんの顔を覗うかがった。


    　その涼し気な表情からは、内心の葛かつ藤とうは覗えない。


    　ああ、まさか、七崎さんまでもが、今日、この場でデビューするだなんて。


    　ＡＶにデビューするということは、当然のこと、脱いだり僕の前でセックスをするわけで、顔だけでもうものすごい破壊力を持ってる七崎さんのそんな姿を僕は直視できるのだろうか。


    　そして二ふた道みちさん。二道さんに関しては、正直なところ、「エッチなところが見られるなら、嬉うれしい」と思う気持ちしかない。が、かといって、できれば、こんな雑に皆と一緒に、というシチュエーションではなく、もっときちんと見たい。こんな状況ではもったいないとしか、言いようがない。と、突然、五十嵐いがらしさんが発言した。


    「……じゃあ、わたしも」


    「ええっ！」


    　なんだこの展開は……いったいなんなんだ！


    　おかげでさっきまでのパニックは多少収まった。が、代わりに、大きなクエスチョンが頭に浮かんで頭の中をぐるぐると回り始める。


    　百歩譲ゆずってだ。近この八やさんが「この中でＡＶに出るなら、わたしだろう」と判断して挙手したことと、あまり何も考えていないように見える、軽やかな生き方をしている七なな崎さきさんが、なんとなく場の雰ふん囲い気きに流されて名乗り出たことは、まだ理解できなくもない。二道さんもしかりだ。


    　けれど、五十嵐さんは、もっと、なんていうか、いい意味でも悪い意味でも戦略的で、プライドも高い人だと思っていた。


    　だから、「それなりの舞台」が用意されないと、嫌なのではないかと。


    　いったい、どんな風の吹き回しなのだろうか。しかし、


    「みんながやるっていってるのに、わたしだけやらないとか、逃げてるみたいで腹が立つし」


    　と小声でぶつぶつ呟つぶやいている五十嵐さんの声が、続いて耳に入ってきた。なるほど……そういうプライドの持ち方もあるのか！　しかも、


    「……たしかにレポートを書くのでも、実際にフィールドワークしたほうが、ずっと考察も深くなりますよね」


    　出演からは一歩、距離を置いているはずの九くの重えさんまでもが心の揺らぎを見せている。


    「おお、いいね、君ら。その覚悟、待ってたよ。よし、じゃあ、とりあえず、楽屋で軽く面接を済ませよう。それで、今回飛んだ松まつ田だのかわりに誰が出るかを決めるか……なんなら、脚本変えて、四人とも出ちゃってもいいし。あっ、その前に、楽屋で同意書をもらって、年齢確認もしないとね」


    　タダノは、満足げな顔つきで頷くと、五人と連れ立って、控室に行った。


    　まさかまさかまさかこの場で、僕の同級生の女のコたちが、カメラの前で肌を晒さらしてしまうのか。あそこで一心不乱に爪つめを研といでいる男優とセックスをしてしまうのか。


    「すっげぇ展開だな。もしも誰かデビューしたら、俺ら、そこに居合わせることになるんだ」


    　三みツつ田だがわくわくとはしゃいだ様子を隠せずに、僕に耳打ちした。


    　そうだ。僕だって、本心にはそういう気持ちもある。


    　可愛かわいい子のエッチなところが観られるのは嬉しい。嬉しくないはずがない。


    　しかも、「普段机を並べて一緒に学んでいる相手」だからこそ、そのエッチな姿が見てみたいという好奇心が煽あおられる。このコたちは、どんな顔をして、どんな声を出して、どんなふうに乱れるんだろう、というスケベ心だ。


    　けれども、その一方で「いいのかな」という戸惑いもある。


    　だって、僕にはＡＶに出てパンツを下ろす勇気はないし、世の中の多くの男性もそうだ。女性だってそうだろう。だからこそ、ＡＶ嬢は特別な存在なのだ。そんな特別な存在が、いまここで生まれてしまうだなんて。


    　けれど、いくら思い悩んだところで、彼女たちにとっては、肉親でも恋人でもない、僕が蚊帳かやの外であることには変わりがない。


    　そう、僕が思い悩むことは何もない。何もないはずなのに、少し引っかかるところがあるのは、彼女たちに友情を感じているからだ。だって、一度でも出てしまえば、一生世の中に、残り続けるのだ。彼女たちが決めたこととはいえ、本当にいいのだろうか、もう少し考えたほうがいいんじゃないか。


    



    　そんなふうに思い悩んで十数分。廊下に繋つながるドアが開いた。


    「お待たせしましたぁ」


    　女のコたちの華やいだ声と同時に、バスローブを羽織った下着姿の女性が入ってきた。


    「あっ！」


    　その女性の姿を見た瞬間、僕の身体からだは固まってしまった──。

  


  
    第一章　チンチン電車、発射でＧＯ（仮）


    



    「うーん」


    　僕は、成人映像専門学校、略して成専のキャンパス内にある、求人課の掲示板の前で、悩んでいた。


    　貼られているのは、モザイク掛けや、ジャケットのデザインといった専門技能が必要とされるアルバイトから、ＥＣサイトのアンケート集計業務や、通販倉庫の管理や梱こん包ぽう、発送の仕事など、そのすべてが、アダルトビデオ製作から販売にまつわる業務と言ってもいい。


    　その中でもひと際きわ目を引くのが、アダルトビデオのエキストラだ。


    　例えば、『チンチン電車、発射でＧＯ（仮）』の車内の乗客役は、拘束時間が二時間で三千円。『ｎｅｔｏｒｉｘ』という作品の、彼女を寝取られる恋人役は、セリフありの半日拘束で七千円。特別な技能も必要ない上に、時間の合う時だけ入れられてピンポイントに稼ぐことができ、おまけにギャラがいいとくるので、ついついそこばかりをチェックする癖くせがついてしまっているのだ。


    　この春に、成専に入学し、おおよそひと月半になる。


    　成専に入るにあたり、同時に一人暮らしも始めたため、落ち着いたら飲食店のキッチンかなにかのバイトを探そうと思っていたのだが、ここひと月半で理解したことは、カリキュラムを真ま面じ目めにこなそうと思ったら、バイトをするのは難しいということだった。


    　そもそも、「成人映像専門学校」は、アダルトビデオの大手メーカーである「ホットサン」の肝きもいりで、昨年秋に開校したばかりの専門学校だ。


    「ホットサン」は、もともとメーカーからアダルトビデオを仕入れて各種販売店に卸おろしていた問屋だが、インターネットが出始めた頃に、いち早く自社のウェブサイトでのダウンロード配信を始めて大成功をおさめた。その過程で多くのメーカーを吸収し、ついでにＤＶＤのプレスやパッケージの印刷といったハード面に関しても、別会社を立ち上げる形ですべて自社内に利益が回るような仕組みを作り、後にその課金システムを生かした展開──書籍やアパレルの販売といった多岐にわたるネット通販業務を行うようになり、今では誰もが知る大企業となっている。


    　そんな「ホットサン」が次に手掛けた事業、それは、大本であるアダルトビデオの作り手を育てることだった。


    　というのも、アダルトビデオは日本が世界に誇るコンテンツのひとつとなっているからだ。現在、アダルトビデオの国内市場規模は一説によると約五百億。これが十三億人の人口を抱える中国にビジネス展開できれば、一兆円に化けるとも言われている。……もっとも中国ではアダルトビデオは完全に違法であり、無断ダウンロードもしくは闇流通にすべて売り上げを持って行かれているのが現況らしいが。


    　しかし、中国だけではない。お隣韓国やタイなどのアジア、そしてアメリカでも日本のアダルトビデオは裏クールジャパンとして人気だ。ＡＶ女優はどこに行っても芸能人なみの扱い、若年層の男性に限っては「知っている日本の有名人は？」と尋たずねると、かなりの確率でＡＶ嬢の名前が返ってくるという。年々、国内シェアが縮小し、代わりに今まで見過ごされていた問題が噴出していくアダルトビデオ業界において、海外市場を視野に入れた将来の展望を見み出いだすべく、アダルトビデオを製作する技術や知識を学ぶことを目的として設立されたのが成専だ。しかも、驚いたことには、「若者たちの夢を応援する」「ホットサンの社会奉仕」というコンセプトに基づいて、学費はめちゃくちゃ安く、入学金についてはゼロ。それでさえも払うのが厳しいという僕のような貧乏学生には、奨学金まで貸してくれるのだ。


    　が、成専に関して、世間を騒がせたのは、学費のことだけではない。併あわせて女優志望者をも多く募つのったことだ。


    　ここから先は、あくまでも噂うわさベースだが、そもそもはＡＶ女優コースというものは存在していなかったという。が、昨年、ＡＶの強制出演問題がマスコミに騒がれたことを受けて、「これからのＡＶ業界には必要」との判断を持って急きょ設立されたという。


    　もっともＡＶ女優ならば、専門学校になど通わずともすぐになれるように思えるが、ネットやニュースなどで「ＡＶ女優を育てる専門学校が開校！」などと、大々的に報じられていたので、なるほど、話題作りのために製作側がわだけではなく、出演志望者も取りこんだのは正解だったともいえる。


    　ゆえに、巷ちまたでは、ＡＶ女優養成学校なんて陰口を叩かれたりもしている。もちろんのこと、お陰でよからぬことを期待した男子生徒が殺到し、新学期が始まったばかりの頃はずいぶんとキャンパスの内外ともに騒がしかった。


    　が、そういう冷やかしの輩やからは、入学式からひと月半ほど経った今では、ほとんど見かけなくなり、少なからずアダルト製作を学ぶ気のあるものだけが、残っているのが実情だ。


    　というわけで、僕たちは二年間、この学校で学ぶことになるが、目的は無事に卒業することではない。必要な知識をいち早く身に付けて、ホットサン系列の映像制作プロダクションやメーカーに就職することが推奨されている。


    　女優志望者の場合、それはデビューに当たるが、その場合も、系列のモデルプロダクションへの登録が望まれる。そうすれば、在学中、毎月学費として貸与された奨学金の返済はチャラ、実質、学費無料となるメリットがある。ようは、ここは青田刈りするための、青田を種から育てる学校なのだ。


    　そんな我が校、成専の授業は、「必修」のほかに、「選択科目」として、講義や実習がいくつも用意されていて、そのすべてを自分で選ぶシステムだが、どの授業を受けるのがいいのか、なんてことは当然誰もアドバイスはしてくれない。だから、自分の「してみたいこと」「興味があること」を考えて、選択するのだが、『アダルトビデオの日本史』や『アダルトビデオの衣装スタイリング術』『ハメ撮りの技術』といった、今まで興味を持ったことがないことはもちろん、考えたことすらない講座ばかりで、入学早々、僕はまるで広い原っぱに身ひとつで放り出された気分だった。


    　おまけに「必修」もやっかいだ。


    　というのも、必修科目には、アダルトビデオ撮影の現場に、実際に足を運ぶことになる「実習」が含まれていて、それは実際に組まれた撮影に合わせて開講される。ということは、僕たち生徒たちの都合などは一切関係なく決められるのだ。


    　これでは、バイトをしたくても、シフトを組むことすら、なかなか難しい。


    　かといって、卒業するだけで就職に有利な「大卒」という看板を貰もらえる大学と違い、僕たちは、この学校に在学中に技術なり知識なりを身に付けて、さらに働き口まで見つけなくてはならないのだから、「実習」を無視してバイトを優先させることなんてできない。


    　僕は専門にあがると同時に家を出たから、家賃だって掛かるし、生活費も必要だ。課題の制作をするとなると、またなんだかんだとお金が掛かるらしい。


    　そんな僕らを救うのが、ここにある、数々のアルバイトの募集の貼り紙だった。


    　簡単で誰でもできそうなエキストラから、映像編集、デザインといったクリエイティブ系まで、中には「童貞喪失作品の男優募集」なんてものまである。僕らをあえて貧困に落とし込んで、そこを搾さく取しゆする……なんてのはさすがに考えすぎかもしれないが、実際のところ、将来の夢のためには、少しくらい何かを犠牲にすることが必要である気もする。


    「けど、その肝心の将来の夢が、わかんないんだよなぁ……」


    　溜ため息いきをついて、アルバイトチラシの中から、「ＡＤ募集、一日一万円」のチラシを見つけるとすぐさま携帯をポケットから取り出した。


    　ＡＤとは、現場で監督の手助けをするアシスタントディレクターの略だ。女優さんとの連絡や、昼飯の弁当の手配、つなぎと呼ばれる飲み物やおやつ類の買い出しに、撮影小物のチェックまですべてＡＤが取り仕切ることになる。というと、雑用ばかりに思えるが、これが意外と重要な役割だったりもする。


    　それにＡＤには、実はやりがいもある。


    　スタッフの一員として、制作現場に立ち会うことで、自分も「一緒になって、作品を作っている」という喜びを味わうこともできる。些さ細さいな喜びだけれども、エキストラやなんかよりは、充足感が味わえるのだ。


    　そんな小さな満足に浸っていないで、きちんと僕は僕で自分の夢を見つけなくては、と思っているのだが、どうにも定まらない──いや、僕は、ついちょっと前に「実家を出る」という夢を叶かなえたばかりなのだ。


    　だから、そう焦あせることはない。


    　そう何度自分を説得しても、またすぐに不安が湧わいてくる。不安から、逃れるように、ビラにあった番号をダイアルすると、３コール目で男性とつながった。


    「はい、もしもし」


    「もしもし、成専の渡わたり戸どと申しますが、来週の撮影のＡＤ募集のチラシを見かけてお電話しました」


    「あっ、どうもありがとう。制作の大おお木きです」


    「もうＡＤって決まっちゃいましたか」


    「ううん、まだ。やる？」


    「はい、お願いしたいですっ！」


    　とんとん拍子で話は決まり、僕は、大木と名乗った男にメールアドレスを伝えた。撮影の集合時間やスタジオの場所を送る、といって大木は電話を切った。僕は来週のバイトがひとつ決まったこと、それが高額なことに浮き足だちつつ、次の講義に向かって廊下を歩きだすと、後ろから、ぽんっと背中を叩かれた。振り返ると、三みツつ田だが眠そうに目をこすって立っていた。


    「よっ、愁しゆう。次は何出るの？」


    「えっと……ＡＶ史の授業に出るつもり」


    「ふーん。寝れる？」


    「まぁ、実習じゃなくって、講義だし、そこそこ参加者もいるね……」


    「いいね、じゃ、俺も寝に出るわ」


    　三ツ田はあくびを噛かみ殺し、大きく伸びをすると僕の肩に手を置いて、歩きだす。


    　今日の三ツ田は、サイドを刈り込んだソフトモヒカンにこんがりと焼けた肌。サングラスにシルバーアクセサリー。着ている服は黒いベロア素材のスエットで、背中には〝ＤＡＮＧＥＲ〟という金文字が、でかでかと主張している。この服は三ツ田の勝負服だ。ということは朝まで新宿の街を、女のコを探してうろついていたのだろう。


    「また、寝てないの？」


    「寝てない、寝てない。朝までキャッチしてた」


    「上う手まくいった？」


    「まぁまぁかな、連絡先はゲットしたけど。このコ。どうよ」


    　三ツ田がスマホの画面を僕に向けた。そこには指先でハートマークを作ってポーズを取っている若い女性の姿があった。


    「写真まで撮るってすごいね」


    「まぁね。これ、俺の牧場だから。俺が近い未来、ダクションを作ることになった時に、このコらが活きてくるってわけ」


    　誇らしげにスマホの液晶をスクロールさせると、三ツ田の手のうちで、次々と女のコの顔写真が表示されては消えていく。


    　三ツ田と知り合ったのは、成専の入学式にたまたま隣の席に座ることになり、話しかけられたのがきっかけだった。


    　最初は、そのルックスで敬遠していたけど、話してみるとそんなに悪いやつでもないことがわかった。この服装だって、この春に東京に出てくると決まった時に、地元の先輩たちに「栃木を舐なめられるな」といって貰もらったもので、本人は「ちょっと怖すぎて、女のコたちに引かれてないかな」と本当は気にしているらしい。


    　入学当初、スマホをひと時も離すことなく、成専の「内部の様子」をネットのストリーミングサイトに中継するのに夢中だったり、こっそりとカメラを女のコたちに向けているようなやつらを見て、正直「やっぱり、ちょっと場違いな学校に来ちゃったかな……」と思った。さらに女生徒たちもやたらと可愛かわいくてキラキラとしている。その全員とは言わなくとも、確実にこのうちの何人か……ひょっとしてほとんどがＡＶ嬢になるのかもしれない、ということに今さら気が付いて、ますます場違いな学校に来てしまった思いが深まり、逃げ出したい気持ちになっていた。


    　そんな時、話しかけてきてくれたのが、隣の三みツつ田だだった。


    「自分、すげぇ緊張してるんすけど。女のコたち、実際ヤバくないっすか。みんな可愛すぎますよ」


    　そう僕に囁ささやきながら、三ツ田がサングラスをずらすと、思いのほか、つぶらで可愛い目をしているのがわかった。少しなまりのあるしゃべり方も純じゆん朴ぼくな雰ふん囲い気きが漂っていた。


    「……うん、僕もそう思ってた。けど、ＡＶに出ようってコたちだから、実際あんなもんじゃないんですかね」


    　敬語か、タメ語かで迷いながら、そのふたつを中途半端に混ぜた感じで合わせながら応こたえると、三ツ田は一瞬黙って、僕の隣にすっと身を寄せてさらに小声で言った。


    「へぇ、醒さめてるっすね。あっ、俺、三ツ田。三ツ田阿あ紀き良ら。名前は？」


    「ああ、僕は渡わたり戸ど愁しゆうです」


    「愁っすね。よろしく。俺、こんな学校に来るやつら、ＡＶ嬢とワンチャンある、みたいな童貞ばっかりだと思ってたけど、愁みたいなヤツがいてマジ安心してるんで」


    「えっ……あぁ、まぁ……あっ、でも……」


    　三ツ田の勘違い──僕は実は童貞なのだ──を正そうとした瞬間、前の席に座っていた、やたらと小柄なおかっぱ頭の女子生徒が振り返り、僕の顔をしげしげと見つめて、突然話しかけてきた。


    「あのぉ……やっぱりこの学校に来る大多数の男子生徒は、ＡＶを作る学校に来ている女子なんて、みんなビッチばっかりで、フリーセックスだ、みたいに思ってるんでしょうか」


    「え、ええっ!?」


    　突然のことに思わず聞き返す。


    「つか、お前、誰。いきなり何者？」


    　三みツつ田だがおかっぱ頭の少女に言った。


    「えっ、ああ、わたしですか？　九くの重え紗さ英えっていいます」


    「ふーん。九重ちゃんか。いくつ？」


    　三ツ田は、まるで値踏みするかのような目で少女──九重さんをしげしげと見つめると、続けて尋たずねた。


    「十九歳ですけど。大学を一年で辞めて、ここに入ったんで」


    　九重さんがいぶかしげに答えた。


    「へぇ。すっげぇ。大学辞めてまで……そっか。で、いつごろデビューする予定なの？」


    「デビュー？」


    「そっ、デビュー。九重ちゃんもこの学校に来たっていうことは、ＡＶ嬢志望なわけでしょ」


    　当然とばかりの三ツ田の言葉を受けて、九重さんの顔がまるで林りん檎ごのように真っ赤に染まった。その突然の変化に驚いていると、九重さんが首を横にぶんぶんと振って言った。


    「ち、違いますっ！　わ、わたしなんかがＡＶに出られるわけがないじゃないですかっ！」


    「えっ、なんで？」


    「だ、だって、ほら、こんなですよっ！　見ればそうじゃないって、わかりますよね!?」


    「いやいやいや、わからんよー。世の中いろんなニーズがあるからね」


    「ニ、ニーズなんてないですっ！」


    　首を、もげそうなほどの勢いで振って否定する九重さんに、三ツ田がニヤニヤとした笑みを浮かべてさらに食い下がる。


    「あるある。貧乳好きもいるし、地味顔好きもいる……あっ、っていうか九重ちゃん、もしかして処女？　処女だったらそれだけで価値あるっしょ」


    「しょ、しょっ、しょ……ち、ちが……ひっ……ひっ……っ！」


    「えっ、絶対にそうだって思ったのに。俺、女見る目だけはあると思ってたんだけどなぁ」


    　三ツ田は心の底から残念そうな声を漏もらした。九重さんの顔は、シェイクしすぎたせいか、ますます真っ赤な上にしゃっくりまで出始めた。そろそろ会話を止やめさせたほうがいいかと心配していると、九重さんが、呼吸困難になりそうながらも、懸命に言った。


    「ひっ、わ、わたしは、あの……ひっ……きゃっ……ひっ……、物書き志望なんですっ！」


    「物書きぃ？　ＡＶと物書きってなんか関係あるわけ？」


    「ひっ、ひっく！　関係といいますが、性を主題として、ひくっ……物語を書きたいといいますかっ！」


    「……あぁ、ピンポーンって配達員が家を訪ねてくるとかそういうあれか。ＡＶの早送りするとこね。ああいう話を書きたいってのか」


    「ひっく、べ、そ、そんな発想しか……ひっ、想像がつかないんですか……陳ちん腐ぷです！　最低です！」


    「うわ、ひでぇ！」


    　三みツつ田だが助けを求めるように僕に顔を向けるが、確かに九くの重えさんの言っていることが正しい。僕は三ツ田に苦笑を返す。と、九重さんは、顔を真っ赤にしたまま、一気に言った。


    「きゃ、脚本にも興味はありますが、ＡＶの現場のリアルを捉とらえたルポも書いてみたいと思ってます！　女優さんや監督さんにインタビューもしてみたい。性にまつわる人々に興味があるんですっ。この学校に入ったのは、そういう人たちを、外側から眺めるのではなく、きちんと中に入って知りたいと……！」


    「わかった、わかったから」


    　勢いに押されて三ツ田と僕が頷くと、九重さんは言いたいことは出し切ったとばかりに、ふーっと息をついた。しかし、興奮はいまだ醒さめていないようで目が潤うるんでいる。


    　あれ、このコ、よく見ると可愛かわいいじゃないか。


    　ふっくらとした丸顔につぶらな目がバランスよく配置されている。化粧もほとんどしていないし、髪型も無造作なおかっぱだから、確かに印象は地味だけど、じっと見ていると、なんだかしみじみと可愛いな、と思える顔だ。


    「で、わたしのことはそういうわけなんですが、あなたがたは、どうしてこの学校に？」


    「ああ、俺。俺は三ツ田っていうんだけど、なんつーの、ＡＶにモデルを派遣するダクションを作りたいと思ってんの。だから、業界の仕組みが知れて、さらには、一番コネができそうなこの学校に入ったってわけ」


    「なるほど」


    　九重さんは、大げさに頷くと、鞄かばんの中から小さなメモ帳を取り出して、何やら書き記した。


    「それでそちらの方は」


    「あっ、僕ですか」


    　突然、指名されて口ごもると、九重さんは「はい」と頷いた。さっきまでの狼ろう狽ばいはいったいどこに消えてしまったのか、その目は好奇心たっぷりに輝いている。物書き志望は知りたがりらしい。


    「えっと……物作りっていうものが面白そうだって思ったのと、あとは家庭の事情で」


    「家庭の事情？」


    「そう。あの。まぁぶっちゃけていうと、親が学費が出せないっていうんで、この学校しかなかったって話です」


    「ふーん、なるほどそういう方もいる。と……」


    　九重さんは再びメモ帳に何やら書き込み終えると、顔をぱっとあげて言った。


    「どうも、ご協力ありがとうございました」


    「あ……はい」


    　どうやら、言いたいことを言い、聞きたいことも聞き終えて満足したらしく、九重さんは僕らの返事を待つことなく、くるっと身体からだを前に返し、さっさと僕たちに背中を向けた。


    「あーあ、せっかく女のコとお知り合いになれたと思ったのに、女優志望じゃないとか、超残念」


    　三みツつ田だががっかりした口調で僕に耳打ちしたけれど、僕はむしろ、別の意味でショックだった。


    　三ツ田といい、九くの重えさんといい、しっかり、とまではいかずとも、それなりのビジョンを持って、この学校に来ているということだ。


    　僕の「シタいこと」はまだ何ひとつ決まっていないのに。


    



    「でさぁ、愁しゆうはどう思うよ、この女」


    「どう思うって……うーん。可愛かわいいと思うけど」


    　三ツ田は、スマホをスクロールしていた指先を止めると、液晶をこちらに向けて差し出した。そこには、見知らぬ女のコの画像が表示されていた。


    　眉まゆの下で自然に切り揃えられた前髪。ふんわりと緩く巻かれた黒髪。眉毛は、今の流行の形なのか、困ったように下がっている。きゅっと口角のあがった唇くちびるは、いかにも人ひと懐なつこそうに見えるが、目が涼し気な奥二重なのが、少しちぐはぐなイメージだ。


    　アイドルグループのメンバーにいてもおかしくないくらいには可愛らしいけど、逆に言うとそれくらいだ。ネットでエロ動画を探した時に、このコの画像のサムネイルをクリックするかというと、正直言って、わからない。よっぽど激しくえげつない格好をしていれば目を引くかもしれないが。


    「いいぜ。ぶっちゃけちゃって。それを求めてるんだから」


    「じゃあ、言うけど、正直、イマイチかな。可愛いけど、個性がないっていうか、どこにでもいる感じ。むしろ、このコの場合、奥二重の目を活かして、もっとボーイッシュな感じにしたほうが目を引くと思う。本人は不本意かもしれないけど、そっちのがきっと印象に残る顔になると思う」


    「なるほど、ありがと。いつも助かるわ」


    　三ツ田は、液晶を指先でタッチすると、いつものように、僕の言ったことをメモして、画像と紐ひもづけ、スエットパンツのポケットへとしまい込んだ。


    「僕の意見なんて、全然参考にならないと思うけど」


    「いや、いいんだよ。お前くらい冷静に女を見てるヤツなんかいねーし」


    「僕も冷静になんて見てないけどな……」


    「そういうのって、自分じゃわからないんじゃね？　それより、どこ座るよ」


    　気が付けば講義室の前に着いていた。


    　開いたドアの内側を覗のぞくと教室は三分の一ほど埋まっていた。


    　知っている顔を探すと、九くの重えさんの姿が目に入った。最前列に座って何やらノートに書きものをしている。相変わらずモチベーションが高い。


    「うーん、真ん中くらいかな」


    「オッケ、俺は一番後ろに座るわ。そっちのが寝やすいし。じゃあ、また後で」


    　三みツつ田だは僕の肩から手を離すと、さっさと教室の中へと入っていってしまった。そのそっけなさに、置いてけぼりを食らった気分になりつつも、皆と同じ行動をとることが当然だとして群れていた、高校の時とは違うのだと思い直す。皆、人に合わせるのではなく、自分で考えて行動しているのだ。


    　九重さんのように、集中できる前の席ではなく、かといって三ツ田のように寝ると割り切って後ろを選ぶわけでもない。僕の中途半端さを表しているかのような、真ん中ほどの目立たない席へと腰を下ろし、デイパックの中からノートとボールペン、そしてスマホを取り出す。


    　すると、メッセンジャーアプリに、メッセージが届いている通知が確認できた。差出人は母親だった。


    　少し迷ってメッセージを開く。


    



    『しゅーくん　元気してる？　カワイイコばっかりで毎日楽しくて仕方ないんじゃない？モテてるんだろうなぁ。たまにはままとも、からんでよね([image: ][image: ][image: ][image: ])。知ってる？　ウサギはさみしいと死んじゃうんだよ？　さみしーよー。　まま』


    



    　何がウサギだよ。思わず溜ため息いきをついて、すぐに返事を打ち返す。そうしないと、しつこく電話が掛かってきて、「なぜ返事をくれないのか」と嫌というほど問い詰められるからだ。


    



    『元気してる。男友達はできた。勉強とバイトでマジで忙しい。今からも授業です。また連絡します。ちなみにウサギうんぬんはガセだから大丈夫。死なない。愁しゆう』


    



    　さして気持ちの籠こもっていない文面を打ち込む。僕にメールが届いたということは、男とまた喧けん嘩かでもしたのだろうか。そうに違いない。


    　うちの母親はひとことで言うと、ビッチだ。


    　父親のことは記憶にないが、物心ついた時から、いつも家に入れ代わり立ち代わり、男が出入りしていたことは、はっきりと覚えている。


    　最初の頃は、母親に「しゅーくんの、次のパパになるかもしれないから、彼の前ではいいコにするのよ」と言い含められたことを、忠実に守っていた。けれど、ひとり去り、ふたり去り、三人去り、としていくうちに僕は無力感に襲われるようになった。僕がいくら気を遣っていい子でいようとも、それは、母親の男を引き留める、なんの力にもならない。


    　それと同時に、僕は母親に対して冷ややかな気持ちを持つようにもなった。


    　幼かった僕が、「母さんは嘘うそばっかりつく」と思ってしまったのも致し方ないことだ。


    　嘘ではなくて、母さんなりの希望であったことは今ならわかるところもあるが。


    「しゅーちゃんは将来、モテるようになるわ。女泣かせになるかもね」


    　いつの頃からだろうか。母さんはことあるごとに、僕に向かってそんなことを言うようになった。


    　周りと比べても、自分のルックスが優すぐれているとは到底思えなかったし、勉強ができるわけでもスポーツが得意なわけでもない僕は、さっぱり納得できなかったが、それでも何かしら褒ほめられている気がして、嬉うれしかった。


    　と同時に「女泣かせになる」という言葉には、反発と恐れを抱いた。


    　母さんはしょっちゅう、男のことで泣いていたからだ、僕も母さんを泣かせている男たちと同じように成長するだなんて、まっぴらだ。


    　だから、母さんは嘘つきだと気が付いた時にはほっとした。案の定、今の僕は童貞だし彼女だっていたことはない。


    　中学、高校時代だって、女のコたちから、特に敬遠されていることはなかったが、かといって、モテているわけでもなかった。ただ、なぜか女のコから相談を受けることはたびたびあった。


    「坂田くんが好きなんだけど、わたしのこと、どう思ってるのかな」とか「中野くんに告白しようと思ってるんだけど、どうしたら成功するのかな」といった類たぐいの相談だ。


    　僕はそういう相談を受けるたびに、一応は真しん摯しに応こたえるようにしていた。……というのも、誰であれ、女のコが男のために泣く姿を見るのが嫌だったからだ。


    　だから、「坂田くんは、キミのことをたぶんあんまり認識していないから、まずは話しかけて仲良くならないとダメだと思う。けど、キミは男に悪態をつく癖くせがあるから、それは直すこと。悪態の奥の本当の気持ちなんて、男には読み取れないんだから」とか「中野くんは好きな女のコがいるから、告白しても成功するかどうかはわからない。けれど、彼女が欲しいとは言っていたから、もしかして『彼女』という存在の欲しさに、キミとの交際をオーケーする確率は高い。『キミがそれでもいい、自分のことを好きにさせてみせる』と思うなら、告白してもいいと思う。男ってバカだから、女のコに、自分のことを好きだって言われると、好きになっちゃうもんなんだよ」なんて逐ちく一いち、正直に思ったことを告げていた。


    　中には、最初は別の男の恋愛相談をしていたというのに、僕と関わっているうちに、「愁しゆうくんのことが好きになっちゃったの」と告白してきたコもいないではないが、むしろ、そう言われても僕は「嬉しい」というよりは「世の中は無常だ」という思いのほうが強かった。


    　あれだけの熱意でもって別の男のことを思っていたのに、あっさり冷めてしまうだなんて、無常すぎる。僕と母さんを置いて家を出て行った父親のように、僕は大切なものを思う気持ちを心変わりさせてしまうことが、どうしても理解できなかったし、許せなかった。


    　だから、恋に落ちるなら、「一生添い遂げられる相手」というのが譲ゆずれない条件だった。けれど、そんなロマンチック・ラブイデオロギーは、もう古い。現代は、誰も彼もが恋愛をカジュアルに楽しむ時代だ。


    　だから僕は恋愛からは一歩、距離を置くことにした。


    　それで、心安らかに暮らせると思った。けれど、そうするとまたひとつ別の問題が浮上してきた。


    　性欲の問題だ。


    　いくらロマンチック・ラブ主義者の僕だって性欲はある。


    　けれど、セックスをするということは、相手がいるゆえに、恋愛事に関わらざるを得ないことでもある。さすがに「セックスだけ、恋愛はなしで」なんて堂々と宣言することはできない。だから、知り合いの女のコたちは、全員、恋愛とセックスの両方の対象外だった。


    　けれどもこの問題も、そう悩まずに解決することとなった。


    　アダルトビデオだ。


    　なんせスマホでちょいと検索すれば、アダルト動画が無料でいくらでも出てくる。それを観ながらオナニーをすれば、ひとまず性欲はおさまりを見せてくれる。


    　しかもその動画に出ているのは、可愛かわいい女のコや、綺麗な女性ばかりで、しかも、次々と新人が登場してくるのだ。だから、飽きることだってない。


    　一方で、アダルト動画を観るにつれて、「セックスがしたい」という気持ちはどんどん希薄になっていった。アダルト動画を観てオナニーをしているだけで、十分だったし、それ以上の気持ちよさを求める、みたいなモチベーションの高さは僕にはなかった。ただ、アダルトビデオがそこにあることは、非常に僕にとっては便利でありがたいことだった。


    　だから、成専に入った理由は、ひとつには貧乏だったからで、もうひとつには、アダルトビデオがこうして身近にあったからだった。成専の存在を知った時に、僕の性欲処理をいつも助けてくれているアダルトビデオを、作る側がわに回ってみるのも面白いと思ったのだった。


    



    　母親へのメールを送信し終えたところで、ちょうど講師の上うえ野のアンデルセンが講義室へと入ってきた。ふざけた名だが、もちろんペンネームで、アダルトビデオが一般的になった八十年代半なかばから活躍するライターだ。


    　アンデルセンは五十歳を少し過ぎているが、自由業で長年生きてきたせいか、若々しく、服装もストリートカジュアルで、気のいいアニキという雰ふん囲い気きだ。


    　アンデルセンは、猫背の背中を丸まらせたまま、一番前の生徒に紙の束を渡すと、皆に回すように指示した。


    「えー、今日は『企キカ単タン女優の発生』について話します。が、えっと。配った紙はアンケートです。これは授業とは関係のない、僕の個人的なアンケートです。なんで、強制ではないんですが、授業の最後までに書いて、出してくれたら嬉うれしいです、あっ、もちろん無記名でもいいけど、追加取材を受けてもいいっていう人は、名前と連絡先をお願いします。追加取材は場合によっては謝礼が出るから」


    　謝礼が出る、という言葉に興味を惹ひかれ、ちょうど回ってきてきたばかりのアンケート用紙に目を落とす。


    『趣しゆ旨し・若者のセックスのリアルをリサーチすること』という文字の下に、名前と連絡先、年齢と性別を書く欄があり、その他にはセックスに関するいくつかの質問が書かれている。童貞・処女であるか否いなか。口で愛あい撫ぶを受けたことがあるか、口で愛撫することは抵抗があるか。セックスをする時にコンドームは必要だと思うか否か。アナルセックスに興味があるか、など。かなり赤せき裸ら々らなものだ。


    　書くのは面倒くさいけれど、取材とやらを受けるだけで謝礼が貰もらえるならありがたい。僕はペンを持ち上げると、ひとつひとつに○やら×やらをつけていった。


    　一番下は『セックスについて自由に記載しなさい』という欄もあった。少し迷ったあげく「オナニーで満足できない人がする行為」と書いた。


    



    　アンデルセンの授業はなかなか面白い。今日は企画女優という存在が生まれた背景と、その存在意義についてだった。


    　そもそもＡＶ女優は、大きく単体女優と企画女優とに分かれるらしい。


    　単体女優とは、そのコの名前だけで作品がリリースされる女優のことで、今では主に、メーカーと専属契約を結んでいる女優のことを示している。専属契約すると期間と本数とが決められて、その間はそのメーカーの作品にしか出ることができない。


    　一方で、企画女優という存在もいる。


    　こちらは、複数の女優が登場する企画物のアダルト作品に出る女優のことで、基本的には作品中やパッケージなどに、名前がクレジットされることは少ない。


    　しかし、企画女優でも、何本か作品に出ていくうちに、次第に人気が出てくる女優もいる。企画女優だけれども、名前で売れる女優、これを企画単体女優、略してキカタンと呼ぶ。単体女優を頂点としてピラミッド型の構造を作ると、その下に、キカタンがいて、さらにその下には、たくさんの企画女優がいるという形だ。


    「そもそもね、単体女優っていうのは、ＡＶはレンタルが主流だった時代に、レンタル系のメーカーが力を持って押さえているものだったんです。けど、九十年代の末期に、セルといって、販売用に作られたインディーズビデオが多く作られることになった。ちょうどその前に、写真集や雑誌なんかで、ヘアヌードが解禁になってね。キミらは信じられないだろうけど、日本では八十年代、ヘア──陰毛は、公おおやけに出してはいけないものだったんだ」


    　へぇ。僕は机に広げたノートから顔をあげると、思わずホワイトボードに「ヘア解禁」と乱雑に書き殴っているアンデルセンに目をやった。


    　まさか、かつての日本ではヘアを露ろ出しゆつすることが禁止されていたとは知らなかったからだ。


    　しかも、その「かつて」がさほど昔ではない──僕の母さんが若い頃には、当然のごとく禁止されていたということを考えると、なんだか不思議だった。


    　と同時に、僕と母さんが相あい容いれないのも仕方のないことのように思えてくる。だって、僕たちはインターネットにアクセスすれば、ヘアどころか、アダルトビデオのモザイクの下の、隠された部分だって見ることができる。しかも、無料で。


    　だからこそ、生身の女性に固こ執しつする必然性がそれほどない。幻想も好奇心も薄い。母さんたちの時代は、ヘアでさえ隠されていたことを思えば、まだ異性に対する期待や幻想が強くあって、だからこそ、あんなふうにとっかえひっかえ、惚ほれた腫はれたをやってられるのかもしれない。ちょっと大げさに考えすぎかもしれないけれど。


    「で、レンタル用の成人向け映像は、ビデ倫っていう審査団体を通してたんだけど、セルのインディーズビデオならば、ビデ倫を通さなくていいから、ヘアが出せる。もちろん、観る側がわからすると、ヘアが映っているほうがありがたいわけで、ブームになったんだ。けど、セルの作品を撮ろうってなっても、単体女優はレンタル用のメーカーに押さえられてるから使えない。じゃあ、っていうんで企画女優に声が掛かったっていうわけです。ここから企画女優が重宝されるようになったっていうわけ」


    　アンデルセンはホワイトボードに『企画女優のメリット』と大きく書いた後、さらにペンを走らせていく。


    「けれど、いつしか、企画女優の中でも、そのコの名前で作品が売れるっていう女優が出てきたんだ。キミたちにも心当たりがあると思うけれど、今は、昔と違ってインターネットの時代だろ。チャンスは皆に開かれている……というと大げさだけど、可愛かわいいコや才能があるコ、魅力のあるコはかつてよりもずっと、発掘されやすい。企画女優なのに、そのコの名前で作品が売れる。それが企画単体、略してキカタンと言われる存在になっていく。


    　では、企画女優や企画単体のメリットは何か。


    　ひとつには、名前が出ないから、親や恋人や友人や知り合いなんかにバレにくいこと。まぁ、これはキカタンには当てはまりにくいけど、それでも単体に比べれば、世の認知度は全然違う。


    　もうひとつは、メーカーに縛しばられずにいくらでも出演することができるから、頑張れば稼げること。単体になると、契約金は膨ぼう大だいだけど、メーカーの専属になるからマックスは決まっちゃうし、リリースも月に一本とかで、企画女優と比べると、現場が少ない。だから、セックスすることが大好きで、セックスの技術を磨きたいっていうなら、企画女優でいたほうが、やりがいがあって楽しいというのはある」


    　やりがい。予想外の言葉が出てきたことに少し驚きを覚えた。


    　そりゃもちろん、何をしても、「やりがい」は生まれるだろう。そのことを頭では納得できても、気持ちがついていかない。「お金のために仕方なく」だったら、すっと納得ができるのだが、「やりがい」のために、カメラの前でセックスをするだなんて、なんだか間違っている気がする。と思う僕は、実は保守的で前時代的すぎるのだろうか。


    　考えをまとめられずにいながら、最前列に座っている九くの重えさんに目をやると、真剣な顔でノートにメモを取っているのがわかった。


    　ホワイトボードにはそう大してたくさんの文字が書かれているわけではないから、自分なりの考えやなんかを書いているんだと思う。前に九重さんの隣で授業を受けたことがあるけれども、やっぱりそうしていた。


    　自分のノートに目を落とす。アンデルセンがホワイトボードに書いたことをそのまま、忠実に写しているだけだ。途端に僕は恥ずかしくなって、さっきまでアンデルセンが説明していたことを慌てて書き殴り始めた。


    



    　授業を終えて、三みツつ田だの姿を捜すと、最後列で机につっぷして爆睡している姿が目に入った。授業に欠席したところでなんのペナルティもないのだから、家に帰って寝たほうがいいと思うのだが、三ツ田は熱心にいろんな講義に顔を出している。


    　校内で少しでも顔を売りたいというのがその理由らしいけれど、机につっぷしていては意味がないんじゃないだろうか。


    　この後は、エキストラのアルバイトだが、三ツ田も一緒だったはずだ。気持ちのよさそうなところ可か哀わい想そうだが、起こしてやろう、と席を立とうとしたところで、九重さんが駆け寄ってきて言った。


    「ね、渡わたり戸どくん。ちょっと相談があるんですが……来月末に出す課題の件。もう、何するか決めました？」


    「ううん、決めてないけど」


    　課題は、来月から月に一度、提出することになっている。


    　テーマは『売れるアダルトコンテンツ』。動画作品でもいいし、静止画でも、文章でも絵でもいい、ようは何かアダルトにまつわったもの、しかも、世間に出し、なんらかの方法でお金を得ることのできるコンテンツを作れ、ということだ。


    　何人かグループになって協力し合って作ってもいいし、もちろん、ひとりでもいい。課題を出さなくても叱られることもなければ落第もないが、ただ、出すことは、この学校の講師陣──現役で、アダルトビデオ業界で活躍している人たち──に自己をアピールすることになる。


    　もしも映像のセンスを認められれば、すぐさまカメラマンとしてアダルトビデオを撮らせてもらえる可能性もあるし、企画が認められれば、プロデューサーとして一本任されることだってある、と入学式の後のガイダンスで言っていた。


    「そっか。よかった。じゃあさ、わたしと組まないですか？」


    「えっ、九くの重えさんと？」


    「そう。だめですかね？」


    　まさかの申し出に少し面喰らっていると、九重さんはおかっぱの頭を揺らして、真剣な面おも持もちで僕に詰め寄った。僕は席に座っているというのに、身長が１５０センチ足らずの九重さんの目線はそう高いところにはない。


    　こんな小さな身体からだの持ち主だというのに、このバイタリティはいったいどこから生まれてくるのか、疑問に思う。


    「いや、だめとかそういう以前に……何をするのかにもよるし」


    「あのですね、わたしはやっぱりカメラの前で何かするのとか無理ですし、でも、監督とかもできる気がしないし。まぁ、脚本は書いてみたくはあるんですが。


    　渡わたり戸どくんと、あと、誰が参加してくれるのかにもよるんですが、それも含めて、映像作品になるのか、もしくはわたしの脚本を映像とは違う形で見せるのか……例えば渡戸くんが自分の声でどれだけ演技が伝わるのかを、試してみたいっていうのなら、朗読で聞かせるっていう手もありますし、デザインに興味があるっていうんなら、その脚本を冊子で出すとして、パッケージを全部任せたいです。冊子に綴とじなくても、スライドで見せたりって手もありますよね」


    「いや、でも、突然、そんなことを言われても……」


    「まだ決まってないんですよね、誰と組むかとか、どんなものを作るかとか」


    「決まってはないけど……うん。だから、何をしたいかもまだわからないし。だからさ、ちょっと考えさせてくれないかな」


    　このままでは九重さんに押し切られてしまう。九重さんは、とにかく、こういう、課題だとか将来の夢に直結したことに関わることは、めちゃくちゃに積極的なのだ。


    「うーん、わかりました。でも、早めに決めてくださいねっ」


    　九重さんが真剣な面持ちで、机に両手を置いて、上半身ごとぐっと僕ににじり寄った。わずか10センチほど先に顔が見えて、反射的に胸がドキッと高鳴った。


    　九重さんは、男に頼みごとをする時に、自分の〝女〟を使うような人ではないことは知っている。だから、僕をドキッとさせたのは、無意識だとわかっているが、それでも、その無意識の奥に「こうすれば上う手まく行く」という本能のようなものがあるとしたら……やっぱり生身の女は怖いと思わざるを得ない。なんてことを考えてしまうのは、やはり三みツつ田だの言う通り、僕が女性に対して冷静な目を持っているからだろうか。

  


  
    第二章　松田藍里のファンサービスしちゃう♥


    



    「ふわぁ、ねむっ。あー、だるっ」


    　寝起きの三みツつ田だはまだ眠そうな目をこすってる。


    　昨晩徹夜したのならば、九十分かそこら教室でうたた寝しただけでは、まだ相当に眠いのだろう。


    「早く出番、終わるといいな」


    「な。この前は最悪だったよなぁ。男優さんの勃たち待ちな」


    「ああ、あったな。一時間、たっぷり待たされて、結局、疑ぎ似じで済ませたんだったっけ」


    「そうそう、入ってないのにさ、あんあん喘あえがれると、夢が壊れちゃうよね」


    　先週、エキストラで訪れた現場でのことだった。どうしても男優さんが勃たないというので、たっぷり一時間ほど待たされた挙句、「大丈夫みたいです」というので、再び撮影が開始されたのだが、いざ挿入という時になって、再び男優さんが萎なえてしまったことがあった。「また、休憩か」と冷ややかな空気が流れそうになったものの、女優さんはペニスが入っている体ていで演技を続けた。射精シーンが撮れなかった代わりに、女優さんが潮を吹いて撮影はフィニッシュとなったのだが、その女優の演技が見事すぎたあまりに、三ツ田は「プロの女優はすげえ……」と感心したのだったが、後日、その女優の出演作を借りてみたところ、すべてが演技に見えてしまって、まるで抜くことができなかったという。現場を見てしまったからこその弊害。


    　三ツ田曰いわく、それ以来ＡＶの見方が変わったそうだ。それまではルックス重視だったのが、以後はできるだけドラマパートの演技の下へ手たなコを選ぶようになったそうだ。素の演技が下手であればあるほど、喘ぎ声は本物である確率が高いという理屈らしい。


    　完全なリアルでないとわかっていながら、「リアルっぽいもの」によりエロを感じる。理屈はわからないが、その気持ちはわかる気がした。


    



    　ふと考えれば、成専に入って以来、見学実習や、エキストラで数多くの現場に参加した。おそらくは、もう、十五回くらいは、余裕で見てきたのではないだろうか。


    　その間、ついこの前の男優の『勃ち待ち』も含め、いろいろと衝撃的な場面を目撃してきたが、一番印象に残っているのは、なんといっても、初めて、撮影現場に入った時のことではないだろうか。


    　あれは、成専に入学してまだ五日目のことだった。


    　その頃はまだ、興味本位と下心だけでもって入学してきた男子学生が校内にたくさんいて、その日の見学実習希望者も、男ばかり二十人ほど。女性では九くの重えさんともうひとり、その時は一度も話したことはないけれど、妙にエロティックな服装でフェロモンを放っている近この八や侑ゆう李りさんという女生徒のふたりだけが参加していたのを、覚えている。


    　「女優の裸が見れるなんて、行くに決まってるだろ」という三みツつ田だを伴いスタジオに入ると、スタッフの人たちが忙しそうに働いているのが目に入った。


    　みな、カメラの準備をしていたり、椅い子すやテーブルなどを持ち上げて配置を変えていたりと、想像していたような淫いん靡びな雰ふん囲い気きはゼロで、やや拍子抜けだった。


    　ＡＶ業界なんて、どんな変わった人たちが働いているのだろうという予想をあっさりと覆くつがえす、そこにいたのは、ごくごく普通の、いうならばツタヤでＤＶＤを選んでいるようなちょっとだけ文化系の香りがする、普通の男性が多かった。


    「やっぱり女子は少ないんですね」


    　好奇心旺おう盛せいな九くの重えさんは冬眠を終えた小動物のように、ややびくつきながらも、珍しそうに辺りを見回して言った。


    　確かに、男性の人数に比べて女性は少なく、そのほとんどは、ヘアメイクや女優の所属する事務所のマネージャーといった制作会社とは別の専門職だったり外部の人のようだった。


    「よう、学生。役に立つかどうかはわかんないけど、まぁ、見て学べ」


    　僕たち学生の姿を見つけると、入学式の時に講師陣として壇上に立っていたＡＶ監督のタダノが、モニターを覗のぞいていた顔をあげて、ぶっきらぼうな口調で言った。今日の現場は、タダノだということを、その時初めて知って、少しときめいたことをはっきりと記憶している。


    　というのも、タダノというその男性の監督の存在について、僕はこの学校に入る前から知っていたし、なんだったらファンだったと言ってもいい。


    　僕が普段、アダルトビデオを観る時には、ネットの動画サイトで探すのが常であって、監督名はおろか、女優名さえも意識して選ばない僕だが、それでも、たまに「今回のやつ、エロかったな」と思うことがある。


    　そういう時は全編を見るべく、元の動画を探し当てて見直すと、かなりの確率でＴタＤダＮノとクレジットされているのだ。


    　そこから、タダノの作品を注意して追いかけるようになり、そして僕は、タダノの作品から、少なくない影響を受けた。


    　タダノの作品は一言でいうと、いやらしく、エグかった。


    　女性から積極的に誘ってくるものもあれば、反対に無理やりに犯されているようなものもある。一見、正反対に見えるそのふたつであっても、登場してくる女優には、共通点のようなものが感じられた。それが何かというと、残念なことに、僕にははっきりと言葉にすることができない。


    　だから、成専に入って、講師陣のひとりにタダノがいると知った時は嬉うれしかった。自分が「エロい」と思う作品を撮っている監督から、直接教えを受ける機会なんてなかなかないからだ。もっとも、そんな僕の期待は、その後、すべて打ち砕かれることになるのだが。


    「なにか質問があったら聞いてくださいね。俺でもいいし、そこらのスタッフでもいいから」


    「あ、は、はい……お気遣い、ありがとうござますっ！」


    　タダノは、九くの重えさんの姿を認めると、僕たち男子生徒に対してとは、うって変わって優しい口調で言った。その後で、近この八やさんの姿を見て、


    「よっ、久しぶりだな」


    　とやたらと慣れ親しんだ様子で手を小さく上げた。


    　九重さんが、緊張が解けたような表情を浮かべている横で、近八さんは目だけを細めて、かすかに笑った。


    　どういうことだ。不思議に思って三みツつ田だのほうを見ると、向こうもこっちを見て首を傾かしげた。どうやら三ツ田も、よく事情を知らないらしい。


    　入学してまだ間もないというのに、講師と生徒が知り合いなんてことはあり得るのだろうか、と謎なぞに思っていた。しかしその疑問がすぐに頭から消えてしまったのは、九重さんが少々興味深いことを、タダノに向かって質問したからだ。


    「あの、ところで、女優さんって、わたしたちが見学するって知ってますよね。でも、同じ女に見られるのって、大丈夫なんですかね」


    　確かに、そこは気になる。というか、これについては女優さんだけではなく、男優さんもしかりだ。セックスなんていうものは、プライベートなもので、それを、こんな大勢のスタッフ──それに加えて僕ら学生まで──に見守られていて、恥ずかしくないのか、気持ちよくなれるのか。


    　僕だったら、と考えてみたが、どうしても想像がつかない。


    「へーきへーき。彼女たちプロだからさ」


    　しかし、タダノの答えはあっさりとしたものだった。


    　そんなふたりのやりとりを見て、男子生徒のひとりが質問を続ける。


    「あの……撮影ってどれくらい時間がかかるんですか」


    「あっ？」


    　すると、タダノは突然割って入った男子生徒を白けた目付きで一いち瞥べつすると、くだらないことを聞くな、という態度もあからさまに言った。


    「んなもん、女のエロい姿が撮れるまでに決まってるだろ。時間なんかで測れるか」


    　正論だ。確かに正論以外の何物でもない……けれど、正直いって、あまりに九重さんへの質問に答える声色と違っていた。あからさまに差別というか、えこひいきというか、とにかくにべもない。すると、タダノが言った。


    「お前らに言っておくけど、俺は男には興味はない。それだけ覚えとけ」


    　自みずからの主張をことさらにアピールするかのように、男子生徒に背を向けたタダノに、僕はぽかんとあっけにとられてしまった。


    　そんなふうに、いきなり水を差された形で始まった撮影だったが、その後に見た光景は、僕の人生の中で最も、衝撃的だった。


    　その日は、松まつ田だ藍あい里りという企画単体女優さんと、そのファンだという素人しろうと男性が三人集められて、四人で一度に絡からむ──セックスをする──という趣しゆ旨しの作品だった。


    　男性たちはひとりを除くすべてが本当の素人で、アダルトビデオに出演するのは初めてだという。唯一のＡＶ出演経験の男性も、バリバリのプロとして活躍しているわけではなく、たまに休日などに趣味と実益を兼ねて男優をしているそうだ。


    　皆、これから起こる事に期待と不安とを隠せない様子だったが、社会人として会社に所属して働いているということで、半数がプロレスのマスクのようなものを顔に被かぶっているのが滑こつ稽けいに見えた。


    「よろしくお願いしまーす」


    　淡いブルーの下着の上にバスローブを羽織った女優さんがフロアに入ってくると、男優さんたちがたちまち色めきたった。


    　鎖さ骨こつくらいの長さのストレートのセミロングヘアに、アイラインを強めに引いた目元。唇くちびるは薄く、その右端に小さなホクロがあるのが目を引く。


    　年齢は三十手前くらいに見えるけれど、豊かなバストに対してウエストはキュッと引き締まってくびれている。


    「……すごい」


    　間の抜けたことに、僕が発したのはその一言だけだった。


    　なぜなら、下着姿の女性をこうして現実に目にしたのは、初めてのことで、その、なんというか迫りくるようなリアリティに、あっけにとられてしまっていたからだ。


    「じゃあ、スタンバイよろしく。あっ、ブラは外しちゃってね」


    　タダノの指示に松田さんは少し照れたような笑みを浮かべてベッドに座ると、背中に手を回してブラジャーのホックを外した。すると、押し込められていた乳房が弾みをつけ、カップから溢あふれ出す。


    「うわっ……」


    　素晴らしく盛り上がったバストに目が釘くぎ付づけになった。


    　グレープフルーツほどの大きさのふたつの乳房はまんまるで、華きや奢しやな上半身との対比が目を引く。


    　ふっくらとしたふたつの膨ふくらみの先端には、ベージュ色の丸い円があり、そのさらに先端に可愛かわいらしい突起が可か憐れんなたたずまいで突き立っていた。


    「すっげぇスタイル。百点満点だな」


    　三みツつ田だが溜ため息いき混じりに言った。


    　男子生徒たちの顔は、揃ってだらしなく緩んでいる。その中で、九くの重えさんだけは、少し気まずげな表情を浮かべて、


    「……やっぱり選ばれた人なんですね」


    　と、何かに納得したように頷きながらぽつりと漏もらした。


    　僕たちの溜ため息いきに気が付いた松まつ田ださんは、にこりと作り笑いを投げると、指でさっと毛先を梳すいて髪の毛を整え、その場で姿勢を正してカメラを向いた。


    「よーし、男優のみなさんもスタンバイよろしく！」


    　タダノが男性陣に、松田さんを囲むように立ち位置を指示し、まずはそのままパッケージの撮影が始まった。


    「そっちの君、藍あい里りちゃんのおっぱいを掴つかんで。そうそう、ちょっと持ち上げる感じで。あっ、乳首が隠れないように。で、もうひとりの君は太ももにタッチ。藍里ちゃん、もう少し、脚を大きく広げられる？」


    　タダノに指示され、男性陣がそろそろと松田さんの身体からだに手を伸ばす。


    　バストに触れるように指示された男性は、最初は遠慮がちに触れているだけだったが、次第にその指先に力を込め始め、その手の中で松田さんのバストが柔らかそうにぐにゅりとひしゃげる。


    「ちょっと、君、強く力を入れすぎ。そう、焦あせらないで、もっと優しく」


    　タダノが早口で注意すると、男性はビクッと身体を揺らして「すみません」と頭を軽く下げて指先の力を抜いた。


    「気にしないでいいですよ」


    　すかさず松田さんが気の良さそうな笑みを投げかける。


    「すみません」


    　男性は再び頭をペコリとさげるも、また指先に力が入って松田さんのバストが歪ゆがんでしまっている。


    「まだ力、入ってる。仕方ねーな。じゃあ、君、肩でいいや。肩に手を置いて。で、反対側の君がバストね。力は入れないで、乳首も隠れないようにお願いします」


    　タダノはさっさと見切りをつけると、てきぱきと新しい指示を出した。


    　男性は「すみません」と三度目の謝罪を口にすると、名残惜しげに乳房から手を離した。その瞬間、松田さんはにこりと優しく笑みを浮かべてこういった。


    「あとでいっぱい触ってね」


    　僕は不覚にもその言葉に感動してしまった。


    　まるで女神ではないか。


    



    　その後、小一時間ほどにわたって、僕たちは松田さんと男性三人のセックスを見続けることになった。


    　もちろん、疑ぎ似じではなく実際の行為が行われることは知っていたし、無修整の映像だって見たことがあったから、まるきり心の準備ができていないわけではなかったが、それでも、実際に目の前で行われる行為には、ショックを受けた。


    　ただ、三対一の複数プレイという、僕の想像する〝普通のセックス〟とは違った行為だったからか、「これは撮影なんだ」ということが始終、頭から離れないでいたおかげで、少しだけ冷静になれる思いがあった。


    　それでも、重なる唇くちびるの間からちらちらと覗のぞく舌の肉色の、はっとするような生々しさや、体液と汗の入り混じったにおい。勃ぼつ起きした赤黒いペニス、そして、複雑な襞ひだの折り重なった女性の中心部。それらは、スマホやパソコンの画面で見る無修整映像のものと同じなのに、まるで違って見えた。今さらながら、すべての女性にこの女性器というものがついていること、それが男性のペニスを受け入れるために存在していることを思い知り、人体の神秘に心が震える思いだった。


    　僕たちは間違いなく、全員が感動していた。目の前で行われる行為に圧倒されていたし、それに対してただ観ていることしかできなかった。


    　けれども、タダノは違った。タダノはあくまでも冷静で、〝監督〟という立場に相応ふさわしく、この場を支配し続けていた。その堂々とした姿に僕は負けたような気持ちを抱きもした。


    「ヤッバくね。俺、トイレ行ってこようかな」


    　中盤にさしかかったあたりで、三みツつ田だが股こ間かんの辺りを手でもぞもぞとまさぐり、小声で言った。


    「おい、授業中だぞ」


    「だってさ、仕方なくね。だってこれだぜ」


    　口ではそう、三ツ田のことをいさめつつも、気が付けば僕の股間もしっかりと硬くなっていた。理性でもって必死に蓋ふたをしているが、できることなら、トイレで出してしまいたい欲望もある。だから、三ツ田の気持ちはよくわかった。


    「もうっ！　そんなふうな目で見たら、女優さんに失礼じゃないですかっ！」


    　僕たちの会話が聞こえたのか、九くの重えさんが軽けい蔑べつしたような眼まな差ざしを送る。


    「悪いね、こっちは健康な男子なもんで」


    　三ツ田が悪びれた様子もなく再び股間に手を置くと、今度はあからさまに手でポジションをずらした。まったくもって、下品でどうしようもない。その膨ふくらみを目にし、九重さんはかぁっと頬ほおを染めて、ぷいとそっぽを向く。


    「そんな目って、エロい目で見てあたり前だろ。むしろ、現場にいる俺たちがエロい目で見れないもの撮ってどうするのって話だし。九重ちゃんはエロい気持ちにならないの？」


    「三ツ田、撮影中だよ。ほら、声が入っちゃうから」


    「でもさ、今さら隠すこともないだろ。ねぇ、九重ちゃん、だってエロに興味あるんでしょ？　濡ぬれちゃったりするんじゃないの？」


    　無視を決め込む九くの重えさんに、三みツつ田だはさらに挑発的な口調で続けた。


    「そ、そんなふうに決めつけないでください」


    　やばい。九重さんはいよいよ顔を赤くして、今にも泣きだしてしまいそうだ。


    「九重さん、気にしないで。あいつも悪気はないから」


    　フォローになるかどうかはわからないが、九重さんに耳打ちすると、九重さんは唇くちびるをぎゅっと結んだままでこくりと頷いた。


    　僕も九重さんと同じで、心の中ではどこかエロい目で見たら悪いと思っている。でも、僕も九重さんもこの業界に興味があってエロを作りたくてここに来ているはずで、本当はそのことを聞きたかった気もしたけれど、撮影中ということが気にかかって聞きそびれてしまった。


    　再び視線を前に戻すと、松まつ田ださんと三人の男性たちは、まだ汗だくで絡からみ合っていた。タダノがいったいどんな顔をしているのか気になり、こっそりと盗み見ると、まるで大好きなアニメ番組を見ている最中の子供のような、ワクワクした気持ちを隠せない表情を浮かべていて、僕はさらに負けた気分になった。


    　撮影しながらも、一番楽しんでいるように見えることが羨うらやましかった。


    　そんなふうに、楽しみながら自分の作品を作れるＡＶ監督という職業に、かすかな憧れと嫉しつ妬とを抱いたことを、今でもはっきりと覚えている。


    　しかし、男優さんが射精する精液の量があまりに多くて驚いたり、女優さんの潮吹きに、信じられないものを観た気分になったりしていたのも、最初の数回だけだった。ほぼ毎回見せられていれば、それだって、すぐに慣れる。僕たちは刺激に慣れやすい。


    　最初はセルフで処理をするために、こっそりとトイレに駆け込んでいた三ツ田も、最近では撮影終了まで席を外すことはなくなった。


    



    　今日の現場である、八階の８０１スタジオへ向かうために、エレベーターホールに着くと、先に並んでエレベーターを待っている女のコがいた。


    　五十嵐いがらしさんだ。


    「あっ、彩あや夏かちゃんだ。元気してる？」


    　五十嵐さんの姿を見つけると、三ツ田はさっきまでの眠そうな顔はどこへいったのか、途端、尻しつ尾ぽを振らんばかりの勢いで駆け寄っていった。


    　すると、五十嵐さんは、スマホケースの裏の鏡で、唇に塗られた口紅をチェックしていた視線を三ツ田にちらりと向け、


    「うん。ふつう」


    　と、そっけない言葉とは不似合いな、完璧なスマイルを作って返した。


    「いやー、ふつうか。でも彩夏ちゃんのふつーは俺らのふつうとはちょっと違うよね。もうオーラからして違うもん、今日も輝いてるよ！」


    　塩対応の五十嵐いがらしさんにめげる様子もなく、三みツつ田だはチャンスとばかりにまとわりついている。


    　その姿は、新宿の駅前で、カモとなる女のコを探しているキャッチの姿そのまんまだ。


    「輝いてなんてないよ。彩あや夏か、もう引退したようなもんだしさ。一般人と一緒でしょ」


    　五十嵐さんが、三ツ田の忠誠を試すような口調で言った。


    「いやぁ、引退なんてまだまだ。こないだ彩夏ちゃんが出てたドラマ、再放送でやってたの、観たよ。万引きして補導される小学生役。いやー、可愛かわいかったなぁ」


    　三ツ田は、軽薄な口調で褒ほめ言葉を返している。


    　こういう会話は正直言って苦手だ。僕はうわべだけのそのやりとりに生気を吸い取られたような気にさえなりながら、早くエレベーターが到着してくれないかと、ドア上部のランプを恨めしい気分で見み遣やった。


    　そもそも五十嵐さんという存在自体が、あまり得意ではないということもある。というのも、三ツ田の言う通り五十嵐さんは学内でもかなり目立つ生徒だ。もちろんルックスがいいというのもあるが、その経歴も注目を浴びている。スポーツ新聞では「成専の入学式に五十嵐彩夏の姿があった！」と大きく報じられたほどだ。


    　五十嵐さんの前職は元ジュニアアイドルで、朝のバラエティー番組のレギュラーでデビューした。小学生の女のコたちが、世間の成人女性たちの間で流行のレストランや遊び場に出向いて歯に衣着せぬレポートをするというコーナーで、五十嵐さんはその毒舌っぷりとませたコメントが話題となり、コーナー終了後は中学生ながら、大人びたセクシーな雰ふん囲い気きの水着写真集で世間の注目を浴びた。


    　といっても、レギュラー番組はＵ局だし、写真集も一部の好こう事ず家かたちの中で騒がれただけで、世間的知名度は全国区とまではいかない。それでも、僕たちからすれば、十分に「芸能人」だし、本人もそう信じて疑っていないことは、その振る舞いからあきらかだ。


    　もちろん、ルックスも、さすがは芸能人だけあって、一段飛び抜けている。


    　自然な薄茶色のセミロングヘアは豊かで、ツヤツヤと柔らかそうに輝き、小さな顔の中には、大きな目と形のいい鼻、そして整った唇くちびるが奇跡のようなバランスで配置されている。愛くるしいながらも、やや目じりがつり上がっているのが、無む垢くゆえに傍ぼう若じやく無ぶ人じんな少女っぽい雰囲気を加えていて、誰がどう見ても、〝美少女〟と呼ぶだろう。


    　そんな五十嵐さんのことを、僕がなぜ少し敬遠しているのかというと、どことなく食えない雰囲気がするからだ。人当たりはいい。けれども、心のどこかで、僕ら男たちのことなんて、どうでもいいと思っているように思えるのだ。


    　三ツ田に見せてもらった写真集でもそうだった。少女のあやうい魅力と、びっくりするほどの露ろ出しゆつ度ど──実際に、その写真集にはＴバックや手ブラ、ベッドの上でのランジェリー姿までも披ひ露ろうしていた──で、最初に観た瞬間は、僕的にいうと「ＡＶのサムネイルならば即クリック」とも言えるビジュアルだと思ったが、ページをめくるごとに「自分が決めたラインまでしか受け渡さない」というような頑かたくなさを感じて、なんだか嫌になってしまったのだった。


    　こうして実物を目の前にすると、その思いはますます強くなるばかりだった。決して感じが悪いわけではない。けれど、あきらかに一線を引かれているのがわかるから、僕も五十嵐いがらしさんに線を引いてしまうのかもしれない。


    　しかし、三みツつ田だに、そんな機き微びはないらしい。普段は遠巻きに見ているしかない五十嵐さんを目の前にして、舞い上がっているのが丸わかりだ。


    「で、彩あや夏かちゃんはどこ行くの？　俺ら、これからエキストラのバイトなんだけど、もしかして同じ？　だったら嬉うれしいなぁ」


    「帰るとこ。だって、わたしはエキストラなんてやらないもん。ほら、あんまり安売りはしない主義だから」


    「なるほど。さすがは考えてますなあ。やっぱり単体デビューを狙ってるんだ」


    「うーん。具体的にそういうことまでは、まだ考えてないけど。やるならトップを取りたいよね。プライドなんていったら恥ずかしいけど」


    　五十嵐さんの安売りという言葉で、アンデルセンの授業で習ったばかりの女優の仕組み──単体女優と企画女優、そしてキカタン──のヒエラルキーを思い出した。


    　「裸になってカメラの前でセックスをする」ということは同じであっても、やはりそこはプライドの問題があるらしい。


    　僕がお世話になっている、アダルトビデオの単体女優さんたちも、五十嵐さんのような考えを持ち、プライドで支えられているということを考えると、なんだか萎なえてしまう気がする。まったくもって勝手な理由だが、こういう、女のコの生々しい内側は好んで見たくはない。上昇志向を持つのはいいことだとも思うけれど、それはイコール、セックスが好きだからではなく、セックスを踏み台にしていることに思えてしまうのだ。


    　早くエレベーター来ないかな。


    　僕の願いが叶かなったのか、ドア上部ランプが点滅すると同時に「ピンッ」と軽快な音とともに昇りエスカレーターのドアが開いた。


    「じゃあね！　俺ら、上だから」


    　三ツ田とともに、エレベーターに乗り込む。すると、五十嵐さんは、「じゃあね。がんばって」と、ドアが閉まるまで、笑いながら手を振り続けてくれた。僕がそれを見て思ったのは、五十嵐さんのサムネイルがあれば、やっぱりクリックしてしまうだろう、ということだ。それくらい、五十嵐さんのルックスは、やはり飛びぬけているのだった。


    



    　８０１スタジオの特徴のひとつは学校を模していることにある。教室や職員室、音楽室に理科室までもを再現したスタジオが、ワンフロアを占めているのだ。その各部屋をつなげている廊下も学校を模しているから、エレベーターを降りた瞬間に、どこかの学校に迷い込んでしまったのかと錯さつ覚かくするほどだ。ただ、学校と違うのは、メイクルームやシャワールームがいくつか用意されていることだろうか。


    「お疲れさまです。エキストラの方ですよね。控室はあちらになります。衣装を受け取って着替えてください」


    　エレベーターを降りると、男性スタッフが前に立っていた。年齢は若く見えるが、おそらくは三十代には達しているだろうか。


    　最近人気のあるアイドルグループのキャップに、やはり同じアイドルグループのＴシャツ、迷彩柄のハーフパンツというカジュアルな格好だ。


    「わかりましたぁ」


    　ペコリと頭をさげた三みツつ田だの後に続いて、慌てて僕も軽く会え釈しやくをすると、廊下を進んでスタッフに言われた控室へと急ぐ。すると、途中のドアが開いて、セーラー服姿の女のコがふたり、ひらりと飛び出してきた。


    　七なな崎さきさんと、二ふた道みちさんだ。


    　危うくぶつかりそうになって、すんでのところで避けると、バランスを崩した七崎さんが僕のパーカーの袖口を掴つかんだ。


    「きゃっ、ごめんなさい……あっ、渡わたり戸どくんと三ツ田くん、今日は現場一緒なんだ？」


    「……あっ、うん」


    　七崎さんは、僕の袖口に体重を預けたまま、上目遣いで見上げて言った。その顔があまりに可愛かわいくて、僕はしばし見み惚ほれてしまった。やっぱりこの顔は、なんていうかズルい。


    　三ツ田は「可愛いけど、フツーといえばフツーじゃね？」というが、やや垂れぎみの目と薄い唇くちびるのバランスがとにかく絶妙で、僕はまるで美術品の絵を鑑賞するように、好きな漫画の女性キャラクターを、ついしげしげと見つめるように、七崎さんの顔を見てしまう癖くせがある。「女性として好いている」とかそういう気持ちよりは、もっと僕のフェチみたいなところがくすぐられる、というのに近いかもしれない。


    　トレードマークの、サイドで編んだおさげが、身に着けているセーラー服にぴったりと合っているのが、さらに僕の目を引き付ける要因のひとつになっている。


    「どうかした？」


    　七崎さんは、言葉に詰まったまま顔をじっと見つめている僕に、不思議そうに首を傾かしげる。と、その隣で二道さんがくすくすと笑い声を立てた。


    「渡戸、ちょい挙動不審」


    「いや……あっ、いや、制服なんだなって思って。今日の衣装」


    「そうだよ。わたしたちみんな、学校の生徒っていう設定みたい。制服なんて、もう着られないと思ってたから、嬉うれしいなぁ。ね、美み奈なちゃん」


    「だねー、つぐみ。うちはブレザーだったから、セーラーが着られるのはあがるわ」


    　二ふた道みちさんは同意すると、プリーツスカートの裾すそをつまんで左右に広げた。そのはずみでポニーテールが揺れてふわりと甘酸っぱいにおいが僕の鼻に届いた。


    　少し前に、三みツつ田だが「可愛かわいいコは、同じくらい可愛いコ同士で群れる」という持論を繰り広げていて、その代表として出したのが、この七なな崎さきさんと二道さんのコンビだった。


    　顔と性格も、ふんわりとした優しい雰ふん囲い気きの七崎さんと、チャキチャキとしていてお姉さん肌の二道さん。


    　お父さんの仕事の関係で、ずっと日本全国あちこちに住む経験をしていたという七崎さんが、二道さんの出身の北九州にも住んだことがあった、というのが仲良くなったきっかけらしいが、一緒にいる時に漂っている親密な空気感からして、ずっと前からの親友のようにも見える。


    「じゃ、うちら、先にスタジオ行ってるね。わたしたち、エキストラだけど簡単なセリフがあるみたいだから、打ち合わせがあるんだ」


    「うん、じゃあ。また後で」


    　ふたりと別れると、三ツ田が僕の背中に手を回して耳打ちした。


    「将来さ、あのふたりのレズプレイとか、ありうるわけじゃん……やっぱりこの学校って、すげぇよな」


    「……あぁ」


    　そうなのだ。少し気を抜くと高校の延長──普通の専門学校に通っているように考えてしまうが、この学校に在籍している女のコの何割かは、将来はアダルトビデオに出演することになるのだ。何割どころか、ひょっとして半分以上、いや、もしかして九くの重えさん以外の全員、女優志望である可能性だってある。


    　そのことを忘れて、うっかり恋なんてしたら地獄だ。


    



    　男性用の控室に行くと、僕たちも学生服を渡された。


    「キミたちはセリフがない役だけど、後ろで女生徒のひとりが輪りん姦かんされるっていう設定だから、アドリブでなんかしゃべってくれてもいいから。あっ、でも大きい声で主張する必要はないです。周りがざわざわしてるっていう感じで。できれば言葉で辱はずかしめるっていうか……例えば、レイプされてる女生徒が声を出したら『すげぇなぁ、あれ、感じてないか？』とか『レイプされて気持ちよくなるとか、変態かよ』という感じで、煽あおってください」


    「はい」


    　ＡＤに説明を受けると、その場で制服に着替えた。


    　制服は学ランタイプで、僕は中高とブレザーだったので着崩し方がわからずに、一番上までボタンを締めると首が苦しい。三ツ田は第二ボタンまで開けてすでに着慣れた雰囲気を醸かもし出しているが、髪型が派手なので、なんだかコスプレみたいに見える。


    「愁しゆうは、真ま面じ目めくんって感じだなぁ。どうせだったらメガネも掛ければ？　うわっ、ちょーウケるっ」


    　かつらやマスクなど、小道具として用意されている小物の中に、黒ぶちの伊だ達てメガネがあった。渡されたので、試しに掛けてみると、三みツつ田だが「だっせぇ」と爆笑した。試しに近くにあった鏡で自分の姿を映してみると、フレームの大きさも手伝って、なんだか見慣れない妙な感じだ。


    「いいね、これだったら、僕ってわかりにくいよね」


    「わかりにくいけど、いいの、ダサくね？」


    「ダサくてもいい。知り合いに見つかるほうが嫌だ」


    「マジか。俺なんか、見つかりたいけどね。だってＡＶ嬢に会ったことがあるとか、絶対に羨うらやましがられるじゃん。まぁ、母ちゃんにバレるのだけは勘弁だけど」


    　三ツ田は鏡に向き合って髪の毛を整えると、自分を睨にらみ付けるように顔をキメた。芸能人と同じような感じで、「ＡＶ嬢に会ったことがある」と言うと、羨ましがるヤツらがいるのもわかるが、道端で偶然見かけたとかならばともかく、セックスをしているその場にエキストラとして居合わせているとなると、少し話が違う気もする。


    「キミたち、準備できたら、スタジオにお願い。控室は混むからさ。あっ、貴重品は持って行ってね。自分の座った机の中か、ポケットに入れておくこと。なくなってもこっちは責任取らないからね」


    　ＡＤに急せき立てられ、控室を出て撮影現場に向かった。


    「おはようございます」


    　いまだに気恥ずかしさをぬぐえない業界式の挨あい拶さつを口にしながら、スタジオの中へと入る。


    　すると、八畳かそこらのスペースにソファとテーブルセットが置かれ、その周りには照明器具がいくつも突き立っている中を、スタッフが忙しそうに行き交っていた。


    　そのバックヤードの向こうの、べニヤのようなペラペラの板で区切られた先には、まさに学校の教室そのものの空間が広がっている。


    　黒板に教卓、机の横に貼られた時間割。机と椅い子すが四行×四列。教室の後ろには、ロッカーと掃除用具入れ、壁には「希望」だとか「夢」だとかの習字の書かれた半紙が貼ってある。


    　高校というよりは、椅子と机の高さからして、中学校や小学校に近いけれども、どちらにしても懐なつかしい。つい最近までこんな感じの教室で毎日勉強をしていたというのに、もう遥はるか昔のことのようにも思えた。


    「はーい、適当な席に座ってくださいね。あっ、あんまり映りたくないって人は、前のほうに座ってください。後ろのほうは、かなり映ると思ってくれて構いません。あとセリフを割り当てられてる人は、各自指示された席に座ってください」


    　集まったエキストラは十五人ほど、ほとんどが成専生のようだった。


    　学校の教室というシチュエーションを撮影するエキストラに、まだほとんどが十代の成専生は都合がいいのだろう。いつもは私服の同級生たちが、お揃いの制服を身に着けているのは、見ていて不思議な気持ちだった。


    「じゃあ、あと十分で本番始まるので、皆さん、それまで、席に座って待機で」


    　ＡＤに言われて、僕たちは慌てて空いている席を探そうとしたが、ほとんどの席が埋まってしまっている。どこに座ろうかと迷っていると、


    「渡わたり戸どぉ、三みツつ田だぁ。ここ、まだあいてるよっ」


    　と誰かに呼ばれた。顔を向けると、ポニーテールをふさふさと揺らして手を振っている女のコの姿が目に入った。二ふた道みちさんだ。その隣では七なな崎さきさんが、セーラー服のリボンを懸命に結び直している。


    「おっ、あんがと。じゃあ、そこに座らせてもらうわ」


    　三ツ田は、女のコたちに呼ばれたのがよほど嬉うれしいらしく、そそくさと向かっていった。


    　よりによって、一番後ろか。


    　カメラによく映るという後方の席に座るのは、あまり気が向かない。かといって、ひとりで別の席に向かう気にもなれない。メガネで変装しているから、バレることはないだろうし、バレたところで、僕がカメラの前でセックスをするわけではないから、いくらでも申し開きはできる。そう諦あきらめて三ツ田に続き、二道さんたちのもとへと向かった。


    「いやー、助かったわ。なに、こんな後ろの席ってことは、二道ちゃんたちはセリフあり系？」
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    「そう。ちょっとだけだけど」


    「そりゃ大変だ」


    　三みツつ田だはさして大変だとも思っていないのがあからさまな口調で言うと、後ろからも窓際からも二番目の、二ふた道みちさんのひとつ前の席へと腰を下ろした。なので、僕はさらに奥へと進んで、後ろから二番目でかつ、窓際の席に荷物を置いた。真後ろには七なな崎さきさんが座っている。


    「わっ、渡わたり戸どくん、メガネだぁ。どうしたの？」


    　七崎さんがぐいと身体からだを机の上に乗り上げ、僕のほうに顔を寄せて言った。


    「あっ、いや、なんとなく。その……三ツ田に勧められたから」


    　身元バレを恐れて変装までしているだなんて、ちょっと自意識過剰すぎるというか、この期ごに及んでみっともないような気がして、慌てて首を横に振る。そんな僕の心情など知るよしもない七崎さんは、ニコッと八や重え歯ばを覗のぞかせて言った。


    「そっかぁ。でも、すっごく似合ってる」


    「あ、ありがとう……」


    　奇跡的に僕好みの顔をした七崎さんにそんなことを言われると、嬉うれしい反面、どう反応すればいいのか困ってしまう。


    「そのメガネ、度が入ってないんだ。ねぇ、ちょっと貸してくれない？」


    　二道さんが手を伸ばすと、僕からメガネを外し、自分の顔に掛け直した。


    「ね、どうどう？」


    　フレームを指先で軽く持ち上げると、澄まし顔をキメて僕たちの顔を順繰りに見回す。


    「おお、二道ちゃん、エロい！」


    　三ツ田がすかさず反応をして、写メを撮るためにスマホを構えた。


    「なんで、すぐにエロいとか、そういう話になるのかなぁ」


    　二道さんは呆あきれたように肩をすくめ、口を尖とがらせてみせたものの、まんざら嫌そうでもない。


    「だってさ、メガネっていえば、やっぱり女教師とかさぁ、定番じゃん？」


    「うわぁ、三ツ田、ベタだなぁ」


    「でも、ＪＫの制服にメガネもいい！　しかも、ポニーテールだし、制服ポニーテール、最高、はい、ポーズって、笑顔でチーズっ！」


    　三ツ田の声にあわせて二道さんは頬ほおに指先を当てると腰をくいっと捻ひねってポーズを決めた。相変わらずノリがいい。


    「じゃあ、次は七崎ちゃんで！」


    　調子に乗った三ツ田は今度は七崎さんに向けてスマホを構えた。けれども、七崎さんは、


    「えっ、わたし？　うーん、じゃあ」


    　と、のんびりとした様子で振り返ると、僕のほうへと一層近寄り、首を傾かしげた。


    「なんだよ、なんだよ、なんでツーショット撮らされないといけないんだよ」


    「えっ、だって、記念のスナップだったら、みんな写ってるほうが楽しいよ。ね、美み奈なちゃんもこっち！」


    「はいはーい！」


    　七なな崎さきさんに呼ばれ、二ふた道みちさんもフレームに入るべく身体からだを寄せる。左に七崎さん、右に二道さん。ふたりして僕を囲んだ形になり、左右の肩口にその身体が当たってそわそわと落ち着かない気持ちになった。ちょっと距離が近すぎやしないか。すると、それを見た三みツつ田だが、不満そうに構えていたカメラを下ろしていった。


    「……なんか俺だけ損してないか」


    「じゃあ、三ツ田も入ったらいいんじゃない？　セルフィーにすれば、みんな写るんじゃないかな」


    「おっ、二道ちゃん、いいアイディアくれるねぇ」


    　二道さんの提案に、すぐさま機嫌を直した三ツ田は、僕の左にいる七崎さんの、さらに外側に回り込んでスマホを斜め上へと掲げた。液晶に映っている顔を確認しながら、


    「はい、こっち向いてー」


    　と掛け声を掛けた。シャッター音が響いて、液晶画面に僕たちの姿が表示される。


    「わー、送って、送って」


    「わたしもぉ」


    　二道さんと七崎さんとがスマホを手に、三ツ田とメッセンジャーアプリのＩＤ交換を始めた。今度は僕が、ひとりだけ仲間はずれになった気分でいると、七崎さんがくるっとこちらを向き直って上目遣いで言った。


    「ね、渡わたり戸どくんもＩＤ、教えて」


    「あ……もちろん、いいけど」


    　内心、ドギマギしながら学ランのポケットからスマホを取り出し、スマホ同士を近づけて画面をタップする。しばらく通信中という文字が表示された後に、七崎さんの顔写真のアイコンが現れた。アカウント名は『ななな』となっている。


    「あっ、これ。この『ななな』っていうのがわたし。渡戸くんは、このＳＨＵＵっていうのでいいのかな」


    「うん。それが僕」


    　『ななな』を友達承認するとすぐに登録リストに追加された。七崎さんのところにも通知が届いたらしく、すぐにメッセージが送られてくる。


    『七崎です、よろしくね』


    『こちらこそ、よろしく』


    　続いて二ふた道みちさんとも連絡先を交換したところで、ＡＤが声を張り上げて、そろそろ撮影が始まるから、席に座るように、とアナウンスした。僕たちは、指示にしたがって、それぞれ自分の席へと着席し直す。ほんのわずかの間だったけれど、楽しかった。女のコと知り合うことが目的で入ったわけではないけれど、なんだか、青春っぽくって、嬉うれしさがあった。


    「今日の女優、誰なんだろうなぁ」


    　席に座ってからも、まだ落ち着かない様子で、三みツつ田だが、身体からだを寄せて耳打ちした。


    「さぁ……学校モノってことは、若めの女優さんかもね」


    「いや、女教師って線も考えられるぞ。むしろ俺的にはそっちのがテンションあがるわ」


    「あぁ、それもあるか」


    「まさかの母親。父兄参観シチュとか」


    「まさか」


    「ないことはないだろ。なんせ、今は、圧倒的に熟女がニーズあるって、前に授業でアンデルセンが言ってたじゃん」


    「そうか、まぁ、ないことはないか……」


    　生徒と生徒。教師と生徒。教師と教師。父兄と教師。父兄と生徒。


    　ただ「教室でセックスをする」という、それだけの縛しばりでも、ぱっと考えるだけで、これだけのシチュエーションがある。


    　おまけに「生徒と生徒」という括くくりだけでも、恋人同士が同意の上で性行為を行うのか、それとも、強制的なセックスなのか。処女や童貞という属性をストーリーに加えるか否いなかといった、様々なパターンが考えられる。


    　そう考えると、人の性欲というものは数多あまたありすぎて、途方に暮れる思いがする。その中から「これ」と思う切り口を探し出し、不特定多数を興奮させ、射精に至らせて満足できる作品を作ることが、この学校に入った僕たちに課せられているのだ。


    　学校だったら……自分が作るとしたらどういうシチュエーションがいいか考えてみる。


    　正直なところ、あまり暴力的なものは興奮よりも嫌悪感が先に立ってしまう。かといって、男が童貞設定では、自分も同じだからこそ、リアリティは感じられるが、だからこそ、共感し過ぎて、エロさを存分に表現する余裕が持てる気がしない。


    　そうなのだ。そもそも、僕は自分の性欲がいったいどういうものなのかもさっぱりわかっていないのだ。エロいと思うものは、大きなバスト、丸いお尻、むちっとした太もも、いやらしい下着、短いスカートといった、男なら誰しもが好きであろうものばかりだし、可愛かわいい女のコが、エッチなことをしていれば勃ぼつ起きするし、それを擦こすれば射精もする。選べる場合は選ぶけれど、選ぶ余裕がない時は、そこそこに可愛くさえあれば、十分に満足もできる。


    　それを、今までは、ごく普通のことだと思っていた。


    　けれども、この学校に入り、アダルトビデオのことを考えるようになってからは、ひょっとして自分には、拘こだわりというものが薄い、むしろ、無さすぎるのではないか、ということが悩みのひとつになっている。


    　そもそもが、ＡＶというものは半分ドキュメンタリーのようなものだ。女のコの内面を、あえて知りたくないと思っている自分には、難しいのかもしれない。


    　……そんなことを考えながら、背中越しにちらりと振り返ると、互いの制服のリボンを直し合ってキャッキャと笑い合っている七なな崎さきさんと二ふた道みちさんの姿が目に入った。


    　もしも、このふたりでＡＶを撮るとしたら、どうなるだろうか。自分が観てみたいこのコたちの姿を想像してみる。


    　頭の中に浮かんだのは、ふたりがベッドの上に向かい合ってちょこんと座っている姿だった。


    　ふたりは、互いに少し気まずげな表情をしていて、けれども、期待に頬ほおがうっすらとピンク色に染まっている。お姉さん肌の二道さんがリードするように手を伸ばし、七崎さんは恥ずかしがりながらも、その身をそっと摺すり寄せる。そしてふたりは唇くちびるを重ねる。


    　最初は互いに唇をぶつけ合うだけだけれども、次第にそれでは我慢ができず、七崎さんの腰元が、焦じれて軽く震える。その変化を敏感に察した二道さんは、七崎さんの後頭部にやおら手を伸ばすと、ぐっと強く髪の毛ごと掴つかんで引き寄せて伸ばした舌先を唇の間から差し込む。すると、ふたりはたがが外れたように、舌を貪むさぼり始める。


    　互いの口の中や唇の上を、柔らかそうな、桃色の舌先がぬるぬると行き来し、ねっとりとした涎よだれが顎あごまで滴したたり落ちる。辺りには、西瓜すいかのようなほんのりと甘いにおいが漂い広がっていき、まるで媚び薬やくのように僕の脳を痺しびれさせる。


    　ふたりのとろんと恍こう惚こつするような表情は、いかにも気持ちよさそうで、クチュクチュといやらしく響く水音に、僕の喉がごくんと鳴る。その音に気が付いた二道さんは僕のほうへと視線を流して、そして目をふっと細めて、おいでおいて、と手招きをする。


    　二道さんの動きに気が付いた七崎さんも優しい目を僕に向けて、手を伸ばす。その手を取れば、僕はふたりの間に入ることができる。ふたりと一緒になって──いやっ、なにか違う。仲の良いふたりの可愛かわいらしさを表現するためには、僕の存在は必要ない。だから、僕はただ、壁になったつもりで、ふたりがふたりだけの世界に浸っている姿を撮るべきではないか。


    　しかし、僕は壁になれるのか。魅力的な光景を前に物欲しげにならないでいられるのか。いや、そもそも、このふたりに作品作りをオファーできるかというのが、一番の問題だ。僕はふたりに自分の作品に出てもらうための、説得材料みたいなものは、なにひとつ持ちあわせていない。そもそも、その作品をどんな形にするのかさえも、決まっていない。


    　ああ、だめだ。まったくだめだ。少し自分のしたいことの欠片かけらが見えた気がしたというのに、あっという間に手のひらからこぼれていってしまった……。暗あん礁しように乗り上げた気持ちでいると、携帯にメッセージが届いた。開くと隣に座っている三みツつ田だからだった。


    　私語を交わしてもまだ問題ないというのに、口で言わずにわざわざメッセージで送ってくるとは、なんだろう、といぶかしく思ってスマホの画面を開くと、


    『情報ゲット。今日の女優、このコだって。紗さ村むら朱あか音ね』


    　という文字とともに女のコの顔写真が表示された。


    　黒髪ストレートロングに縁取られた丸顔に、眉まゆの辺りで切り揃えられた前髪、目はやや横幅が大きく、黒目がちな瞳ひとみが可愛かわいらしい。典型的なロリータ系の女優さんだ。笑顔を浮かべてはいるものの、どことなく九くの重えさんに似て自信のなさそうな雰ふん囲い気きがある。ある種の悲壮感を纏まとっているといえばいいだろうか。


    　ついでに検索してみると、企画単体クラスの女優さんということがわかった。これから僕は、このコのセックスを目撃するのだ、と思うとお腹の奥がぐっと持ち上げられるような興奮を覚えた。


    



    　成専に入って、ひと月半。その間におおよそ十五回くらいの撮影を見学しているということは、平均して週に二回から三回は、現場に足を運んでいることになる。


    　よくもまぁ、そんなにしょっちゅう撮影があるものだと驚いてしまうが、現在、年間製作されるアダルトビデオの本数は、一万本以上。ネット配信や裏ビデオなどを含むと、三万五千本とも言われている。ざっと計算して一日に百本の映像が撮られているということだ。


    　それはイコール、そこに出演する女性、いわゆるＡＶ嬢はいったい何人いるのか、という疑問にもつながる。


    　アンデルセンの授業で、あくまでも一説だが、年間、二、三千人の新人がデビューし、経験者ともなると、すでに十五万人を突破したとも言っていた。その数を思うと、気が遠くなると同時に、ＡＶデビューを目指して成専に入学した女のコたちは、ちっとも特別な存在ではないという事実にも突き当たる。


    　だから、今、そこでふたりで何やらひそひそと内緒話をして、クスクスと笑い合っている、七なな崎さきさんや二ふた道みちさんといった「普通の女のコ」がＡＶ嬢としてデビューしたとしても、ちっとも特別なことではないということを、頭では理解している。そう、理解はしているのだ。けれども感情は複雑だ。


    「あれ、ツナギは。なんで用意してないの」


    　そんなことを考えていると、男の怒号が飛んだ。何があったのかと思って声のするほうを振り返ると、スタッフのひとりを怒鳴りつけているタダノの姿があった。


    　あっ、そうか。今日はタダノが監督なんだった。


    　そう気が付いた瞬間に、期待と怖おそれとが入り混じった複雑な気持ちが胸内に広がり、心臓がざわっと騒ぐ。僕がずっと心に抱いていた疑問がようやくのこと、解けるチャンスがやってきたのだ。タダノ作品の女優さんが持つ共通点……、その強烈なエロスは何なのか。


    　しかし、タダノは相変わらず、感じが悪かった。くしゃくしゃと髪の毛を掻かきむしり、完全に萎い縮しゆくした様子のＡＤに突っかかっている。


    「あ、すみません、買って用意はしてあるんですけど……どこだろ」


    　ＡＤは叱られながらも、『ツナギ』と呼ばれる、撮影合間に飲み食いする用の、サンドイッチやおにぎりなどの軽食や、飲み物類、お菓子の入った袋を捜して、辺りをきょろきょろと見回すが、それらしきものは見当たらない様子だ。


    「どこだろじゃねーだろ。もう女優来るのに、何してるんだよ。楽屋には持って行ってるんだろうな」


    「はい、たぶん」


    「たぶんじゃなくって……あーっ、もう、そういうヘマすんなよ。ただでさえ今日のは、ナイーブな撮影なんだから」


    　苛いら立だちを隠せない様子で辺りをウロウロと歩き回り、やがてスタジオの隅に置かれていたビニール袋を見つけると、中身を覗のぞき、再び怒号をあげた。


    「ここにあるじゃねーか。それに、疑ぎ似じまで、ここにそのままになってんぞ。どうするつもりなんだよ」


    「あっ、すみません！　今日はエキストラが多いもんで、ちょっとその整理が大変で」


    「言い訳はいらないから、さっさと用意しとけ」


    　タダノは袋の中からゼリー状のバナナ味のドリンクのパックを三つ取り出してテーブルの上に放り出し、まだ中身の膨ふくらんでいるビニール袋を、傍かたわらにいたもうひとりのスタッフに手渡した。


    　受け取ったスタッフは慌てて袋の中からペットボトルの水やお茶、オレンジジュースやお菓子類を取り出して近くにあったテーブルへと並べる。


    　その間に、怒られていたスタッフは、ゼリードリンクを慌てて拾い上げると、抱えたまま廊下へと消えていった。


    　今日の女優さんはよほどバナナドリンクが好物なのだろうか……。そんなことを考えていると、今度はタダノの視線が僕たちのほうに向いた。


    　途端にドキンと心臓が跳ね上がった。


    　別に驚く筋合いはなにもないのだが、僕の周りには、子供の頃から「怒鳴り散らす大人の男性」というもの自体が存在していなかったので、こういう男性がどういう行動をとるか、という経験値が不足しているのだ。


    「おう。エキストラ。君たちは、学生時代に、普通に昼休みに過ごしていたように、振る舞ってくれればいいから」


    　身構えたものの、タダノの口調は一転して丁てい寧ねいだった。


    「今日のヒロインは、クラスの悪いやつらに、いじめまがいのレイプを受けるっていう設定なんだけど、キミらはそれを見て見ぬふりをするクラスメイトたちだ。いいね。適当に雑談しながら好奇心で様子を覗うかがう人と、なにもないかのように見えてないふりをする人っていうふうに各自、適当に演技して欲しい」


    　各おの々おの不安を感じながらも頷く。


    「いやー、レイプか。ちょっとキツいよなぁ」


    　三みツつ田だが身体からだを寄せると僕に耳打ちした。


    「僕もあんまり好きじゃないし、そもそもレイプモノって観たことないかも」


    「俺はあるけど、いやぁ、あんなのを目の前で見るって、今からしんどさしかねーわ」


    　三ツ田にしては珍しく弱気な発言だ。


    　僕と同じことを思ったのか、二ふた道みちさんが振り返って大きく頷いた。


    「三ツ田がそんなこというの、ちょっと意外だな」


    「いやいや、二道ちゃん、俺は暴力とかマジで苦手なの。マジで興奮できる人の気持ちがわかんない」


    「へぇ。ちょっと三ツ田への好感度あがったかも」


    「えっ、マジ？　七なな崎さきちゃんはどうよ。レイプ断固反対派の俺にどう思う？　好感ある？」


    　二道さんに褒ほめられて、三ツ田はなんだか嬉うれしそうにしている。それで調子に乗ったのか、七崎さんにまでお伺いを立てた。


    　話を振られた七崎さんは、うーん、と少し考えるように宙を見て、三ツ田に向き直って言う。


    「うーん。現実にそういうことはしちゃダメ。けど、そういうのが好きな人もいるんだから、嫌っても可か哀わい想そう。だって、自分の好きなものを人に否定されたら悲しいよね」


    「おお、そういう考えもあったか。七崎ちゃん、キミはいいコなんだね」


    「いいコなんかじゃないけど、なんていうか、ちょっと思っただけ。でも、レイプが嫌だっていう三ツ田くんは、ちゃんと女のコのことを考えてくれてる人だと思うよ」


    「いやぁ、天使だ。七崎ちゃんは天使！」


    　調子に乗ったのか三ツ田がさらに褒める。


    「やだぁ、もう。大げさだよ。ね、美み奈なちゃん」


    「ううん、つぐみはわたしも天使だと思うからっ！」


    　苦笑を浮かべている七崎さんに、二道さんがじゃれついて抱きついた。その瞬間、僕の脳裏にさっきのふたりのレズプレイの妄想が鮮明に浮かんだ。いかん。慌てて打ち消そうと首を横に振った瞬間、


    「おはようございます、よろしくお願いします」


    　という、か細いけれども、通る声がスタジオに響いた。


    　声のほうに目をやると、今日のメインを務める女優の紗さ村むら朱あか音ねさんがスタジオへと入ってきたところだった。七崎さんや二道さんらが着ているのと同じ、白地に紺襟、えんじ色のスカーフのセーラー服を身に着けている。


    　右手には学生鞄かばん。左手には半分ほどに中身の減ったスポーツドリンクの１・５リットルペットボトルをさげている。いつも撮影の時、多くの女優さんは、とにかくスポーツドリンクを飲む。そうすることで、愛液の量が増え、しかも、潮も吹きやすくなるんだそうだ。以前の現場では合計四本、６リットルのペットボトルを空けた人もいて、驚いた。


    「おっ、可愛かわいい……」


    　三みツつ田だが思わず声を漏もらすのも、十分に理解できた。色白で柔らかそうな頬ほお、長いまつ毛に縁取られた、形のいい目元。ふっくらとした唇くちびるはきゅっと結ばれている。髪の毛は背中の半分ほどまで伸びた、ストレートのロングヘアで前髪を眉まゆ毛げの上で揃えているせいで幼く見える。


    　さっき写真で見せられたのよりも、実物はずっと可愛い。


    　アダルトビデオに出ているということは、少なくとも十八歳以上のはずだけれど、セーラー服がしっくりと似合っていて、少女という表現がぴったりだ。今からこの女のコのエッチな姿を見ることができる、と思うと自然と胸が騒いでしまう。


    「おはようございます、よろしくお願いします」


    　現場にいるスタッフの皆に向かって、ぴょこんと紗さ村むらさんが頭をさげた。つやつやとした髪の毛が天使の輪を描いてさらりと揺れる。


    「ちょっとハードな撮影になるけど、頑張ろうな」


    　タダノがエールを送るように、その肩にぽんと手を置くと紗村さんは頷いたものの、不安を表すようにその視線は左右に泳いでいる。


    　これまで見て来たアダルトビデオの撮影現場は、大概いつも明るい雰ふん囲い気きだったけれども、今日はどことなく緊張が漂っている。ハードな撮影とは、いったいどんなことが行われるのだろうかと疑問が頭に浮かぶ。


    「じゃあ、カメラの準備ができたら、撮影始めるよ。男優は？」


    「スタンバイ、オッケイ」


    「こっちは問題ないっす」


    　教卓を挟んで、一番向こう側に座っている男性四人がばらばらと手をあげた。僕たちと同じ制服を身に着けてはいるものの、よくよく見るとやや年とし嵩かさに見える男ばかりだ。いつの間に紛まぎれていたのか、エキストラではなく、プロの男優の人たちらしい。


    「じゃあ、朱あか音ねちゃん、準備できたら言って」


    「はい……ちょっと待ってもらっていいですか」


    　紗村さんは神妙な顔で言うと、スポーツドリンクのペットボトルに口をつけた。ごくごくごく、と余裕で三分の一くらい残っていたのをすべて飲みほして、


    「ふうっ」


    　っと口元を拭ぬぐうと、お腹の張りを気にするように手を置いて撫なでる。


    「はい、大丈夫です」


    「よし。じゃあ、思いっきりエロいやつ、撮ろうな。この撮影でもう終わりだから、がんばって」


    　タダノの号令が響くと、紗さ村むらさんは、空いたペットボトルをそばにいたスタッフに手渡して、一番大きなメインカメラの後ろに下がった。


    　代わりにＡＤがカメラの前に立ち「同期を取ります」と声を張り上げてぽんと手を叩く。


    「じゃあ、行くよ。撮影、スタート。みんな、おしゃべりを始めて。５、４、３、２、１、０！」


    　タダノの指示の通り、雑談するために身体からだごと右手にいる三みツつ田だのほうに振り向いた。


    　さっき会ったばかりの可愛かわいらしい女の子の裸を、ものの十分もしないうちに見ることができるアダルトビデオの現場はやっぱりすごいと思う。


    　三ツ田と適当な会話をしながら、さりげなく紗村さんの動向に注目をしていると、やがて紗村さんは、ゆっくりと教室の真ん中に向かって歩き始めた。手には学生鞄かばんをさげて、おずおずと歩を足を進める。メインのカメラマンがその後すぐ後ろに続き、さらにサブのカメラマンがやや小さめのハンディカムで追いかけてくる。


    　僕たちエキストラのざわめきの中、撮影がいよいよ始まった。


    「おっ、やっと来たよ、朱あか音ねぇ、遅いじゃねーかよ」


    　エキストラに紛まぎれている男優さんのひとりが、教室に入ってきた紗村さんに目を留めて言った。メインのカメラマンは、紗村さんの後ろに回り込むと、男優さんが映り込むような引きの画角でレンズを向けた。サブはその左側で、紗村さんの表情をメインに撮っている。


    　ふんわりとした茶髪にやんちゃそうな顔。母さん世代の男性アイドルのようだ。男前ではあるけど、少し古臭い雰ふん囲い気きがある。年もたぶん三十代の真ん中だろう。こうして改めて意識して見直すと、さっきまで僕たちに紛れていたのが、不思議に思えるほど、制服姿に違和感がある。


    「逃げたのかと思ったじゃねーか。まぁ、逃げても無駄だけどな、俺ら、どこまででも追っていくし……んで、約束通りに、してきたのかよ」


    　別の男優さんが言った。こちらは、もう少し若くて短髪をつんと立たせている。背は低いけれど、全体的にむっちりとした筋肉質であることが、制服越しにもわかる。


    　紗村さんは泣きそうな顔で首を横に振ってイヤイヤした。


    「は？　してねーの、お前、なに考えてるの」


    「……してきました」


    「聞こえねぇよ。クラス全員に聞こえるような声で言えよ」


    「してきましたっ！」


    　紗村さんはさっきよりも大きい声で言うと、キッと恨みがましい目を男優たちに向けた。


    「よーし、じゃあ、確認だな」


    　茶髪の男優さんの、その声を受けて、残りふたりの男が乱暴に椅い子すをひいて立った。紗さ村むらさんはびくっと身体からだを震わせ、不安を表すように鞄かばんを胸の前でぎゅっと抱く。


    　ふたりの男──ひとりはひょろりと背が高くメガネを掛けている。もうひとりは小太りで、どちらかといえば、オタクっぽいルックス。


    　これが学園ドラマならば、ふたりともミスキャストと言わざるを得ないけれども、アダルトビデオならば仕方がない。そこまでのリアリティは求められていない。


    　小太りとメガネは、紗村さんの後ろに回り込んで両腕を羽交い締めにする。男性ふたりの力に抗あらがうことができず、胸に抱えていた鞄が床へと落ちた。


    「んっ……やめて……やめてくださいっ」


    「やめて欲しい？　本当はこういうことされるの、好きなんだろ」


    　茶髪と短髪が、小動物をターゲットに据えた蛇のように、ゆっくりと紗村さんに近寄っていく。


    「好きなんかじゃ……あっ！」


    　茶髪の男優は、紗村さんのすぐ側そばまでたどり着くと、スカートの裾すそに手をかけて、持ち上げた。すると、純白のパンティが露あらわになる。


    「約束通りかどうか、確かめさせてもらうからな」


    　茶髪の男は言うと、パンティのウエストに手を掛け、ゆっくりと下げていった。ほっそりとした下腹が曝さらけ出され、そのまま股また下したまで下ろされる。


    「うわ、すげ！」


    　その下腹部を見て、三みツつ田だが思わず声をあげた。僕も言葉を失って釘くぎ付づけになる。


    　紗村さんのアソコには、まるきり、そこにあるべきはずの陰毛がなかった。


    　ひらべったいお腹から股まで、綺麗につるんとした肌が続いている。足の付け根のところにだけ、スッとした短い切れ込みがあって、妙にそれが残ざん酷こくに思えた。


    「やだぁ、紗村さんってパイパンにしてるんだぁ」


    　予想外すぎる事実。見み惚ほれている僕たちの気持ちを代弁するかのように、突然、二ふた道みちさんの声が響いた。


    「やだ、恥ずかしい……わたしだったら、あんなことされたら、もう学校に来れないよ」


    　続いて七なな崎さきさんがやや棒読みの口調で続ける。


    　よくよく見ると、ふたりの机の上には、教科書を模した装丁の台本があるのがわかった。あらかじめ決められていたセリフだったと知ってほっとする。


    「ほら、女の子たちも驚いてるぜ。もっと見せてやれよ」


    　短髪が紗村さんの首根っこを掴つかみ、こちらへと向かって歩み寄った。


    「自分でスカートを持って言えよ。『わたしのつるつるのオ●ンコ、どうですか』って」


    「……いやです」


    「言えないのかよ。事実だろ。ほら」


    「……無理……です」


    「無理じゃねーよ。ほらっ」


    　短髪の男が紗さ村むらさんの頬ほおを掴つかむと、その可愛かわいらしい顔が歪ゆがんだ。


    　とても見ていられない気分だけど、なぜか僕は目を離すことができない。


    　短髪の男は言うことを聞かない紗村さんに痺しびれを切らした様子で、その場にしゃがみこむと、両手で紗村さんの左の太ももを持ち上げて、二ふた道みちさんの机の上に乗せた。


    「やぁっ！」


    　紗村さんは慌てて手で隠そうとするけれど、小太りとメガネが両手を掴んでいるために叶かなわない。当然のこと、その無毛のワレメは蛍光灯の光の下にまざまざと曝さらけ出されてしまった。


    　無防備なところを見せつけられて、観念したのか、紗村さんはもう抵抗はしていない。ただ、屈くつ辱じよくに思っていることは、キッときつく結ばれた唇くちびるでわかる。


    「ほら、『わたしのつるつるのオ●ンコ、見てください』って言ってみろよ」


    　紗村さんが顔をふいと背けた。その頬を茶髪が軽く張る。


    　ぱしっと肌を打つ音がして、七なな崎さきさんが一瞬顔をしかめた。たとえ脚本通りの演技だとわかっていても、やっぱり痛々しい。


    「……わたしのつるつるのオ●ンコ、見てください……」


    　観念したように紗村さんが小声で言った。


    　あどけなさを残した唇から発せられる卑ひ猥わいな言葉に、ぞくりと背筋が騒ぐ。


    　が、その視線は僕たちエキストラではなく、サブのカメラに向かっていることに気がついて、ほっとした反面、少しだけがっかりもする。目の前の紗村さんは演技していることがわかってしまったからだ。


    「そんなの、見たくないんだけど……」


    　続けて、七崎さんが一語、一語、はっきりと区切るように言った。さっきよりもずっと、本当らしく聞こえるのは、もしかして、本心が滲にじんでいるのかもしれない。


    　その言葉を聞いた瞬間に、紗村さんの目元に急に赤みが差して目が潤うるんだ。今度は、カメラではなくはっきりと七崎さんに視線を向けて、紗村さんが繰り返す。


    「……わたしのつるつるのオ●ンコ、見てください」


    「だから、そんなの……見たくないの」


    　七崎さんはこれ以上、見ていられないとばかりに目を伏せると、もう一度繰り返した。紗村さんは裏切られたことに傷ついたような表情を浮かべると、再びカメラに視線を戻す。


    　ふたりのやりとりに、後味の悪さを感じる。


    　そうだ、僕だって、本当は見たくない。


    　本人が嫌がっているというのに、無理やりに広げられた恥部を見るだなんて、バツの悪さしかない。


    　けれども、それでもそんな僕の心を裏切って、目は紗さ村むらさんのその部分から、離れようとしてくれない。


    　太ももから続く、ふんわりと盛り上がった肌色の膨ふくらみ、その内側には小さなフリル状の襞ひだがちろりとはみ出している。


    　その内側はハッとするほどにピンク色で、つやつやと、まるで朝あさ露つゆのように光っている。


    　こんなに間近で見たのは初めてのことだった。


    　手を伸ばせば届くような近くにありながら、しかし、触れることはできないという意味では、無修整画像と同じだけれども、それよりも一段近くに感じられた。


    「なんだよ、お前、濡ぬれてきてるんじゃないか。やっぱりドマゾだな、この変態女」


    　茶髪の男優が紗村さんの中心部に指先を伸ばして動かした。


    　すると、くちゅっと濡れた水音が僕の耳まで届いた。思わず男の指先に目をやると、てらてらと濡れて光っているのが見えて頭の芯がくらくらとした。


    　紗村さんの顔は、真っ赤に染まっている。その表情は可か憐れんで、この窮きゆう地ちから救ってあげたくなるような健けな気げさに溢あふれている。


    　もちろん、そんなことはできない。


    　そしてできないことに僕は安心していた。というのも、僕は彼女に同情して居いた堪たまれない思いでいると同時に、そんな可か哀わい想そうな姿に欲情しているからだ。自分の卑いやしさが恥ずかしかったけれど、一方で開き直る気持ちもあった。


    　こういう僕たちのどうしようもない性欲のために、アダルトビデオが存在しているのだ。そして、目の前の彼女たちは、自分で選んで、カメラの前にいる。


    「あ……あんっ……」


    　茶髪の男優が指先を捏こねるように動かすと、紗村さんは控えめな声を漏もらし、膝ひざをがくっと折って腰を引いた。


    「なにしてんだよ、ほら、もっと見えるようにしろよ」


    　後ろで羽交い締めをしている小太りが掴つかんだ腕に力を込めて、姿勢を正した。


    　その隣でメガネが、「恥ずかしい身体からだだなぁ。クラスメイトの前でこんなことをされてるのに、感じちゃってるだなんて。ねぇ、僕に触られても感じるのかなぁ」とセーラーブラウスをめくりあげる。


    　白いコットン地のブラジャーが露あらわになると、メガネはそのカップの縁に指先を引っかけてぐっと引き下げた。すると、小ぶりだけれども形のいいバストがぷるんとまろびでる。


    「ほら、見ろよ。みんな見てるよ。優等生の朱あか音ねちゃんのスケベな身体」


    　メガネは乳首を中指と親指とできゅっと抓つねった。


    　小指の先ほどの淡い桃色の乳頭が苦しそうに撚よれ潰つぶれ、紗さ村むらさんは、痛みをこらえて「んっ」とくぐもった悲鳴を漏もらした。


    「うわぁ、やっぱりこいつ、マゾだよ。すげぇ濡ぬれてきた……な、お前、いじめられて感じてるんだろ」


    　茶髪の言葉に紗村さんはイヤイヤと首を横に振るが、さっきよりもアソコからは愛液が溢あふれ、太ももまでも滴したたっている。


    「ほら、変態女はこれが欲しいんじゃないのか」


    　短髪の男がウエストのベルトを外し、スラックスを脱ぐと、下半身はピチピチのブリーフ一枚だけになった。その中央部はぐっと盛り上がって、すでに屹きつ立りつしていることがあからさまだ。


    「ほら、握れよ、乱暴に扱ったらどうなるかわかってるだろうな」


    　と脅おどしながら、綺麗な髪の毛を掴つかんでぐっと持ち上げる。引っ張られた紗村さんの顎あごがぐっとあがって、細い喉が震えた。


    　短髪の男は紗村さんの髪の毛をそのまま引っ張って、床へと膝ひざをつかせた。


    　連られてメガネもしゃがみこむと、紗村さんの後ろに回り込んで抱きかかえる形で乳房を鷲わし掴づかみする。


    　茶髪は足元へと回り込むと、紗村さんの足首を引っ張ってその場に寝転ばせてスカートをめくりあげ、脚を左右に大きく割る。


    　残った小太りも、すかさずスラックスとトランクスを同時に下ろし、立派に屹立したペニスをにょきりと突き出す。


    　見事なコンビネーションだった。


    　さすがはプロだと感心していると、茶髪の男が滞とどこおりない手つきで紗村さんの太ももからぐっと持ち上げて、でんぐり返しの途中のような体勢にした。


    「ほら、こうすると後ろの穴も丸見えだなぁ。どうだ、クラスメイトに見られる気持ちは」


    「いやぁああ、恥ずかしいっ！」


    「恥ずかしいよなぁ、こんなにヒクヒクさせて。触って欲しがってるみたいに見えるじゃないか」


    　茶髪の男は指先をあてがい、菫すみれ色いろの蕾つぼみの縁をゆっくりと辿たどった。「ひっ」というしゃくりとも声ともつかない音が、紗村さんの口から漏れる。


    「休んでるんじゃねーぞ」


    　短髪の男が紗村さんの口元にペニスを近づけた。紗村さんは髪を振り乱して拒否するものの、その小さな口の中に無理やりにねじ込まれてしまう。


    「うっ、うぐっ……んぐっ」


    「こっちも触ってくれるかなぁ」


    　小太りが紗さ村むらさんの左手にペニスを握らせると、それに倣ならうようにメガネも、紗村さんの右手を自分のペニスに誘導した。


    「あぁ、すっげぇ濡ぬれてるわ。見てみ。優等生は肉便器としても優秀だな」


    　茶髪は哀れにも、無防備に曝さらけ出された少女の裂け目に指を這はわせると、ゆっくりと指先を差し込んでいった。


    「んっ……ぁああぐっ……」


    　紗村さんが抵抗の悲鳴を上げようとしたが、口の中は短髪の男のイチモツでふさがれ、叶かなうことはない。


    　だめだ。これ以上見ていられない。男たちに、身体からだの内側までも侵され始めた少女の姿は痛々しく正視するに耐えない。思わず目を離そうとした瞬間に、紗村さんが言った。


    「あ……あ……そこ……」


    　当然のこと「そこは止やめて」という否定の意味かと思ったけれど、ニュアンスにズレを感じた。


    「なんだよ、このドマゾ女。そこを触られるのが好きなのか。どうしようもない女だな」


    　茶髪は呆あきれたような口調で言いながら、股またの付け根で、可か憐れんに小さく突き立った突起を親指で潰つぶす。


    「んっ……あはうぁっ」


    　まるでスイッチでも押されたかのように、紗村さんの身体がぐっと反りあがり、バストがその反動で、ふるふるっと揺れた。


    　すぐに身体は、元の体勢に戻った。けれども、紗村さんはその前とはまるで違った表情を浮かべていた。


    「……よし、いいぞ、そのまま」


    　どこからか、低い声が響いた。漏もらした主を捜すと教室エリアから外れた場所にあるモニター画面の前に座っているタダノだった。


    「男優のみんな、もっと責めてあげて」


    　タダノが指示を出した。男優たちは小さく頷くと、さらに紗村さんを凌りよう辱じよくし始める。


    　短髪の男は紗村さんの後頭部を掴つかむと、ぐいぐいと自分の腰を押しつける。紗村さんの喉から「ぐえっ」という息が漏れ、透明の涎よだれがツーッと糸を引いて垂れ落ちて顎あご元もとを汚す。メガネはさらに一歩踏み出し、短髪のペニスで塞ふさがれた紗村さんの可愛かわいらしい唇くちびるへと自分のペニスを近づけて押しつける。


    　驚いたことに、少しの迷いもなく、紗村さんは短髪の男のペニスをいったん口の中から吐き出し、メガネのペニスをぐっと喉奥まで咥くわえ込んだ。


    　メガネの男はよほどに気持ちよかったのか「うへっ」と声を漏らすと、紗村さんはその顔を見上げ、微ほほ笑えむようにすっと目を細める。


    　その間も、左手では小太りのペニスをこすり続けている。


    　といっても、ただ事務的に上下しているのではない。


    　そろそろと、まるで宝物を持つような、丁てい寧ねいな手つきで、根本まで筒状にした手をさげていくと、指先を動かしてペニスの表面を軽くくすぐるようにして、ゆっくりと亀頭の段まで這はわせて先端を手のひらで握りこむように擦こすった。すると、小太りのペニスはますます上を向く勢いを増した。


    　自みずからの性器でもって、少女を降伏させようと目もく論ろんでいた男たちは、もはや、反対に手玉に取られているようにしか見えなかった。いったいどうして、何が起きているのだ。


    　それでも皆、タダノの「もっと責めて」という指示に忠実に従おうと、紗さ村むらさんの身体からだを触ったり撫なでたりと必死だ。けれども、下半身を襲っているであろう、強烈な快感に攫さらわれそうになっているのがビンビンと僕にも伝わってきて、少し息苦しくなる。


    「ひあぁっ」


    　短髪の男が思わず情けない声を漏もらすと、紗村さんは恍こう惚こつの表情を浮かべたままで、より一層喉奥へとペニスを飲み込んで激しく出し入れを始める。


    　じゅぶじゅぶっという淫みだらな水音が響いて、僕の下半身までもが甘い痺しびれを持ち始めた。


    「……ちっ。情けねぇなぁ……好こう之の条じようは平気だろ。お前がもっとがんばれ」


    　見かねたタダノが、唯一、紗村さんの足元にいる茶髪の男に向かって言った。好之条と呼ばれた茶髪の男は、小さく頷き、紗村さんの両りよう腿ももをぐっと左右に押さえ込むと、その真ん中に中指の先をずぶりと沈めた。そのまま、ゆっくりとローリングを加え、掻かきだすような動きで指先を出し入れ始める。


    「あぁあんっ……んあぁっ……中は……中は……だめ……やめっ」


    　茶髪の男──好之条の反撃は的確だったようで、紗村さんはペニスを握り締めていた両手を、反射的に離して自分の下半身に向けて突っ張った。


    「お前にダメなんていう権利があると思ってるのか。俺たちの肉便器のくせに」


    「んっ……わたし、そんなんじゃ……ないっ……」


    「それはお前が決めることじゃなくって、俺らが決めることなの。お前は犯されて惨みじめに感じてろよ」


    　好之条は人差し指をも、紗村さんの中へと差し込むと同時に、すっと切れ上がったスリットをぐっと分け、先ほど、スイッチになった先端にある可か憐れんな粒を露ろ出しゆつさせると、同時に中指の腹でこねくる。


    「ひゃぁっ、んんっ、あぁううぁああっ！」


    　強烈な刺激が全身に奔はしったかのように、紗村さんは半裸の身体を捻ねじって悶もだえる。


    　そこを触られると、そんなにすごいんだ……それに、身体の内側を掻きまわされる気分というものは、どんな感じなのだろうか。


    　同じ人間の身体からだを持っているというのに、紗さ村むらさんがどう感じているか身をもって理解することができずに、むず痒がゆい。同じ女性である七なな崎さきさんや二ふた道みちさんは、紗村さんにもっと感情移入することができて、その快感も理解できているのだろうか。気になって、こっそりと横眼で覗うかがってみたけれど、二人とも、僕に背中を向ける形になっていて、どんな顔をしているのかはわからなかった。


    「ぁひあっ。ッ……ああっ、掻かきまわしちゃ、掻きまわしちゃいやぁああっ、んっっ、んぁああっ！」


    　四し肢しをバタつかせる紗村さんの手首を、小太りとメガネが自分のペニスへと誘導する。紗村さんはされるがまま、再び両手を屹きつ立りつにふさがれると、上半身を捻ひねって右側にいる小太りのほうを向こうとし、ふと動きを止めると左側にいるメガネのほうに向き直る。そのまま、メガネのペニスを掴つかんだ手に力を入れると、口元へと寄せた。


    「なんだ、チンポが欲しいのか。おい、ねだられてるぜ、こいつに」


    　短髪の男がガチガチに勃ぼつ起きしたペニスを、シュッシュと擦こすりながら、紗村さんの頬ほおに擦りつけてせせら笑った。


    「ははは、みたいっすね……あっ……あぁあっ」


    　メガネは、自分が選ばれたことに喜びを隠せない様子ながらも、紗村さんの口こう淫いんの生みだす愉悦に、瞬またたく間に囚とらわれて声を漏もらした。


    「クラスメイトたちの前で、ここまでされて、壊れちゃったのかなぁ。それとも、こっちが本性だったのかなぁ」


    　いくぶんか、余裕を取り戻した小太りだったけれど、少しプライドが傷ついているようにも見えた。僕だとしても、自分のペニスをしゃぶってくれようとしていた女性が土壇場で別の男に向き直ってしまったら、凹へこむ。


    　計算があるのか、そんなものはまるでない、たんなる無意識だったのかはわからないけれど、紗村さんの行動は小太りとメガネの間に微妙な空気感を作り出した。


    　その証拠に、はじかれた小太りは突然に激しさを増した。


    　紗村さんの乳房を容赦なく鷲わし掴づかみし、その先端に突き立った桃色の乳頭を口の中へと含むと、軽く歯で甘あま噛がみしながら、舌先でれろりと舐なめあげる。


    　結果、あぶれることになった短髪の男は、メガネの隣に移動すると、自分のペニスを差し出した。紗村さんはそれに手を伸ばすとメガネの男のペニスと並べ、交互に舌を這はわせ始めた。


    「あぁああっ。んっ……ひゃぁあっ」


    　好こう之の条じようは、短髪の男とアイコンタクトを交わすと、指先の動きをいったん止めた。自分のペニスの硬度を確かめるように、数回、右手でしごいてコンドームを付けると、その切っ先を紗村さんの裂け目に充あてる。


    　あ、入っていく。


    　残ざん酷こくなほど赤い粘膜が目に飛び込んできた。その粘膜の中心に、好こう之の条じようは無理やりに亀頭をねじ込ませていく。その様子は、まるで紗さ村むらさんを串刺しにして、降伏させるかのようにも見えた。


    「すっげぇ……」


    　三みツつ田だが隣で声を漏もらした。


    　相あい槌づちを打とうとして、喉がカラカラなことに気が付いた僕が唾つばを飲み下すと、予想外に大きく、ごくんという音が響く。


    　前と同じだ。


    　以前の、タダノの現場で感じたのとまったく同じ緊張感。すぐ目の前で行われているというのに、どこか違った次元で行われているようにさえ思える。かといって、スマホの画面の向こう側、といったアッチとコッチに分かれているのではなく、あくまでも地続きの近さはあり、においも温度も伝わってくる。


    　いつの間にか僕は、タダノが作り上げたこの世界に、すっかりと入り込んでいた……と同時にまたひとつの疑問が浮かび上がってくる。


    　目の前で行われているセックスは、紗村さんと、男優たちとが、まるで主導権争いをしているかのようにも見えるけれども、いったい、どこまでが筋書きなのだろうか。


    　すべてが緻ち密みつに計算された演技だとしたら紗村さんは凄すごすぎるし、違ったとしたら、セックスというもの自体が、恐ろしく思える。


    　愛も恋もない……ひょっとして今日、初対面かもしれない男女が、セックスをすることで、あっという間に濃密すぎる関係性を築いている、その姿に、僕はただただ、あっけにとられるばかりだった。


    「んっ……んんぐぇううっ……」


    　ペニスが根本まで収まりきると、紗村さんは眉み間けんにきゅっと皺しわを寄せてか細い声を漏らした。今までにない、儚はかなげな反応に下半身がむずりと騒ぐ。


    「うっわぁ、ヤバい。すげぇ締め付けてくるのな」


    　好之条は好色な笑みを浮かべると、紗村さんの細い腰をぐっと掴つかみあげ、強く腰を打ち付けた。紗村さんは、さっきとは打って変わって、まるで力の抜けた人形のようになすがままだ。


    　大丈夫なのだろうか。心配したのもつかの間のことだった。


    「あ……あっ……あぁあうぁううっ……」


    　最初は遠慮がちに、しかし、だんだんと喘あえぎ声が大きくなっていった。その声に合わせ、好之条は腰をリズミカルに遣い始める。


    　男に突き上げられて、紗村さんの華きや奢しやな身体からだが激しく揺れ、弾みでメガネと短髪の男のペニスが口から外れてしまった。


    　メガネは何度か口元へと差し出して再び咥くわえてもらうように試みたが叶かなわず、諦あきらめて自分の手でシゴき始めた。短髪のほうはもう少し強気で、紗さ村むらさんの後頭部を押さえ、半なかばむりくりに、ぐっと引き寄せると、めり込ませるように、勢いよくペニスを差し込んだ。


    「んぐっ……んんっぐうっ……」


    　紗村さんは、口を塞ふさがれて苦しそうな呻うめき声をあげる。


    「あぁ、すげぇいいわ。お前、勉強といじめられること以外にも特技があるんじゃねぇか」


    「好こう之の条じよう、ハメシロ意識して、もっと見せろ」


    　腰を振りながらうっとりと愉悦に浸っている好之条に、タダノが冷静な口調で言った。ハメシロというのは、アダルトビデオ用語で、結合部でペニスが女性器に出入りしている様子のことだ。奥まで差し込んでは見えなくなってしまうから、わざと腰を大きく引いて、その出し入れを映しこむことが必要だと、講義で聞いたことがある。


    　好之条は慌てて腰を引くと、抜き差しのスピードを緩めるとともに、亀頭の段が見えるくらいの大きなストロークに変えた。


    　サブのカメラがそこにズームする。


    「よし！　そのまま」


    　タダノが頷き、カメラマンはそのままレンズをフィックスする。メインのカメラは紗村さんの顔にパンすると、ゆっくりと引いて全身をフレームに入れた。


    「んんっ……んぁんっ……」


    　気が付くと紗村さんの全身には、うっすらと汗が浮かび上がってきていた。肌の色も紅潮し、うっすらと淡く染まっている。


    　ふたりの接合部からは、ぬちゃぬちゃという淫みだらな音が響き、だんだんと甘酸っぱい体液のにおいが辺りに充満していく。ペニスが出入りするたびに、泡だった愛汁が溢あふれて教室の床を濡ぬらしていった。


    「あぁひゃぁあっ……だめ……だめぇええっ……出ちゃうよぉ……」


    　紗村さんがそう漏もらすと、好之条がちらりとタダノのほうに視線を送った。タダノが頷いたのを見て、好之条は腰を一番奥までぐっと突き刺した。


    　そのまま、ウエストを両手でがしりと掴つかみ、さらに奥へとペニスをねじ込むように、腰を左右に細かく動かす。


    「ぁああはぁああっ、うぐっ、あひゃぁあああっ」


    　紗村さんの喘あえぎ声に合わせて男優たちの息も荒くなっていく。


    　小太りとメガネは苦しそうに眉まゆをひそめて真っ赤に怒張したペニスをひたすらにシゴき、短髪の男は、紗村さんの後頭部をぐっと掴みあげて遠慮なく腰を使う。喉奥を突かれ、紗村さんは悲惨な叫び声をあげながらも、自みずからも頭を上下に振り乱れている。


    　目の前で繰り広げられる光景は、さっきまでとは、また違う様相を持ち始めていた。紗村さんと、四人の男たちの間に繰り広げられていた支配権をめぐる争いは、もうそこにはなかった。


    　ただひたすらに互いの身体からだを使い、自分の身体を投げ出して、愉悦の涅ね槃はんへとたどり着こうともがいている人間の姿があるだけだった。


    　黙っていれば、少女のようにも見えるあどけない容姿をした紗さ村むらさんが、そんな欲深さを持っていて、それを曝さらけ出している姿から、もう目を離すことができなかった。


    「あひゃっぁあ、ううう、はぁうぁああんっ」


    　紗村さんの細い腰が、痙けい攣れんするように跳ねてせり上がる。


    　好こう之の条じようは苦しそうにタダノと紗村さんに交互に視線を送り、目をぎゅっと閉じると、「うぁあああああっ！」と雄お叫たけびをあげて腰を打ち付ける。


    「あぁあっ、で、ひっ、でででっ、ぁひっ、でで、でるッ！」


    　ひときわ大きく身体を震わせた次の瞬間、紗村さんと好之条の交接部から、じゅぶっと勢いよく水が溢あふれて出て、僕たちのところまでその飛沫しぶきが飛んできた。


    「……わわっ」


    　七なな崎さきさんがさすがに驚いたように身をたじろがせた。二ふた道みちさんが気遣うように七崎さんの腰に手を回して身体を寄せる。


    「すっげ！　俺、初めて見たわ。これ、ハメ潮ってやつだよな。なに、挿入中に吹くとか、マジであんの？」


    　三みツつ田だが興奮してまくしたてた。僕も、目の前で起きている現実に対処しきれないまま、たた飛沫を浴び続けることしかできない。


    　潮を吹いている姿は、撮影中に何度か目撃したことがあるが、こうして、挿入中に吹いている姿を見たのは初めてだった。まさか、そんな展開があるとは。心の準備ができていなかったせいで、ただ傍観することしかできない。


    「あぁあああっ……あぁあっ、あぁひいいぁあっ……ぁああっ……」


    　たっぷり十秒ほどは出続けただろうか。潮はちょろちょろと水量が減っていき、やがて止まった。と、それまで、潮を全身に浴びることも厭いとわずに腰を振り続けていた好之条が「出すぞ」と低く呻うめいた。


    　その声を合図にして、小太りとメガネのペニスをしごくスピードがさらに一段速まった。短髪も腰を引いてペニスを口から抜き、指先で擦こすりだした。


    「あっ、ううっ！」


    　最初に達したのは、メガネの男だった。


    　真っ赤に怒張したペニスの先端から勢いよく白濁液を吐きだすと、ぐったりとした表情を浮かべた紗村さんの右目の横辺りに、慮おもんぱかることもなくぶっ掛ける。


    「あぁあっ、い、イクっ！」


    　続いて小太りが紗村さんの頬ほおに向かって射精した。


    「お、俺もっ」


    「ああ、出るっ」


    　寸分も間を置くことなく、短髪が口の中で達すると同時に、好こう之の条じようも腰をひときわ強く打ち付けた後、ぶるぶると肩を震わせた。


    　四人の男優さんの息の合い方は、まるで奇跡のようだった。が、驚くのはそれだけではなかった。


    　紗さ村むらさんの顔にすべてを出し切った小太りとメガネが素早く身を引いた。


    　短髪の男はまだどくどくと、射精が続いている状態で、いったん唇くちびるからペニスを引き抜くと、出きっていない残りの精液を口元から顎あごにかけて吐き出し、亀頭の先端を擦こすりつけて塗りたくる。


    　それと並行し、好之条もペニスを抜くと、指先で股また内うちの小さな襞ひだを開いた。すると、その内側にある小さな裂け目から、とろりと白濁した液が溢あふれ出してくる。


    「……みんな、見ないで……」


    　紗村さんは弱々しい声で、カメラに向かって言うと、下唇にきゅっと歯を立てた。メインのカメラが紗村さんの頭の先から、ゆっくりゆっくりと移動していく。


    　三人分の精液で汚れた顔。呆ほうけたように視線が虚うつろな瞳ひとみ。半開きに開いた唇の端からは、白い粘液がとろりと滴したたっている。艶つややかな髪の毛は汗と涙とでじっとりと湿って束に分かれ、いく筋か、白い肌に張り付いている。


    　すっかり半裸に乱れてしまったセーラー服から覗のぞく身体からだは、興奮の残ざん滓しを残して赤く染まっている。


    　まだ息が整わずに、上下するバストの乳頭が蕾つぼみのようにぎゅっと縮こまり、めくれあがった襞がスカートから露あらわになっている、脱力してゆるく開かれた両足の間の陰部は、精液と潮とでじっとりとずぶ濡ぬれになっている。


    　なめらかな太ももから続く、紺色の靴下に包まれたすらりとしたふくはらぎ。そのさらに先端のつまさきまで、カメラがじっくりと舐なめるように移動すると、もう一度、今度は上半身へと戻っていった。


    　天を仰ぐ形で、ぼんやりと宙を見つめる紗村さんの顔に近づいて、そのまま、ゆっくりと離れていったところで、


    「カット！」


    　タダノが撮影終了を告げた。


    　途端に、弾かれたような勢いで、女性スタッフがバスローブとタオルを手に駆け寄っていく。


    「朱あか音ねちゃん、お疲れさま、大丈夫だった？」


    「……はい」


    　紗村さんは、ゆっくりと上半身を起こすと、タオルを受け取って顔を拭ぬぐう。


    「大丈夫？　目とかに入ってない？　入ってたらすぐに洗い流さないと、赤くなっちゃうから」


    「大丈夫です。上う手まく避けてくれたみたいで……どうもありがとうございましたぁ！」


    　紗さ村むらさんは毛先をタオルで拭ぬぐいつつ、四人の男優さんに向かってぺこりと頭をさげた。


    「こっちこそ、お疲れさまでした」


    「ハードな撮影だったから、ゆっくり休んで」


    「いやぁ、よかったよ。おかげですごくスムーズだった」


    「ホント、また現場一緒になったら、よろしく」


    　さっきまで紗村さんに欲情のすべてをぶつけていたとは思えないほど、男たちはあっさりとした態度で裏の控室へと消えていく。


    　撮影は終わったというのに、さっきまでの空気に引きずられているのは、僕たちドのつく素人しろうとのエキストラだけだった。


    　スタッフたちも、さっさと撤収するための片づけに入り、タダノは満足そうに隅に置かれたモニターを眺めて、映像のチェックをしている。


    「あー。疑ぎ似じ、無駄になっちゃったなぁ。もったいないけど仕方ない……君たち、これ食べる？　なんてね」


    　なかなかショックから回復できずその場につっ立っていると、撮影が始まる前にタダノに叱られていたスタッフが、手に持ったボウルを二ふた道みちさんと七なな崎さきさんに差し出した。見ると中には、白くどろりとした液体がたっぷりと入っている。これって……。


    「えっ、なにこれ……やだっ、ちょっと冗談は止やめてくださいよっ」


    　二道さんが嫌そうな顔で言うと、


    「あはは、大丈夫。これ、疑似だから、におい嗅かいでみ。ほら、栄養たっぷり、バナナドリンク」


    　とスタッフは笑いながら言って指先で掬すくい取り、二道さんの鼻先へとつきだす。


    「えっ……ホントですか、騙だましてとか……ないですよね」


    　二道さんは警戒した様子で顔を近づけると、目をぎゅっとつぶって「くん」と鼻を鳴らした。


    「……あっ、ホントだ。バナナのにおいがする」


    「うそ。ホントに？」


    　七崎さんは目をくりんと動かすと、スタッフの指先に鼻先を近づけてくん、とそのにおいを嗅ぐと、「やだ、ほんと」と頷いてそのままぺろりと舐なめあげてしまった。


    「わっ！」


    　驚いたのは、外野で観ていた僕だけではなかった。隣にいる三みツつ田だも、そして、舐められた当の男性スタッフも驚いて、ぴょんと一歩遠のいた。


    「もうー、つぐみってば何してるの」


    「だって味を確かめたくって」


    「だからって指を舐なめるとか、もう、子供じゃないんだから、すみません。このコ、ちょっとボケっとしてるところがあって」


    　二ふた道みちさんは七なな崎さきさんの頭を押さえて一緒にペコリとお辞儀した。


    「いや、いいけど、ちょっとびっくりしちゃったよ。さすがに女優さんでも味見したりはしないから」


    「おい、なに油を売ってんだ。このコらに、唾つば付けとこうってのか」


    　まんざらでもなさそうに、にやけた笑いを浮かべているスタッフの元に、タダノが上機嫌な様子で近寄ってきて、二道さんと七崎さんとに視線をやって言った。


    「いやいや、自分、そんなつもりはないっす」


    「じゃあ、さっさと撤収準備」


    「はいっ！」


    　スタッフは慌てて姿勢を正すと、疑ぎ似じ精液の入ったボウルを持ってさっさと駆け去っていく。


    　目の前で繰り広げられる、僕の苦手な体育会系ノリにちょっと憂ゆう鬱うつな気分になった。アダルトといっても、一応は映像作品を作るのだから、もう少し現場も文系とまではいかずとも、文化的なノリがあるかと思っていたのだが、どうやら違うらしいということも、ここ数週間で知って、わかってはいたものの、やっぱり目まの当たりにすると居い心地ごこちが悪い。


    「で、エキストラ諸君、今日はありがとう、なかなか良かったよ、特にキミらふたり」


    　タダノはスタジオに残っている僕たちの顔を順繰りに見回すと、再び僕に、きっちりと視線を戻して言った。


    「えっ！」


    　まさか自分が注目されるとは、つゆにも思っていなかった。が、何か知らずのうちにいい反応でもしていたのか。皆に注目されている気恥ずかしさとともに、驚きの声をあげると、瞬時にばっさりと却下された。


    「お前のわけないだろ。お前、なにかしたか？　してないだろ」


    「……はい」


    　タダノの言うことは、もっともなのだが、それではなぜ僕と視線を合わせたのか。なんとなく納得のいかないまま頷くと、タダノは不ふ遜そんな笑みを浮かべたまま、僕からあっさりと視線を外して、やや手前にずらした。


    　僕の前には、七崎さんと二道さんがいる。


    「キミらがいてくれてよかったよ。制服をきちんと着ている可愛かわいらしい女のコたちと、可か哀わい想そうなことに汚されていく女優との対比がね。それに反応やセリフもわざとらしくなくって、良かった。で、どうだった？」


    「どうだったって、あの……すごかったです」


    「すごかったって何が」


    「えっと……女優さんと男優さんとのやりとりが」


    　二ふた道みちさんが言葉を濁して、下を向いた。


    　あの感想を女のコに聞くなんてちょっと酷だ。気の毒に思っていると、タダノは次に七なな崎さきさんに矛先を向けた。


    「じゃあ、キミは？」


    「わたしですか……うーん」


    　七崎さんはしばらく考え込むようにして首を傾かしげた後、唇くちびるを尖とがらせて言った。


    「あの……女優さんって、出る作品を選べたりするんですか？」


    「いいことを聞くね。基本的にはできる……ってことになってる」


    「なってるっていうと、どういうことなんですか？」


    「これはちょっと難しい。けど、最近では不本意な作品に出させられたって女優が訴えて、社会的に問題にもなった。だから今は、そういうことがないように、業界全体で努めている。キミらが通っている成専も、そういう業界の健全化の動きのひとつでもある。俺も、女優が出る作品は自分の意思で選んで決定するっていうのは大賛成だ。っていうわけで、これでキミの質問の答えになったかな」


    「はい……。じゃあ、さっきの女優さんもそうなんですねぇ」


    　七崎さんが真顔で尋たずねると、タダノはちょっと曖あい昧まいな感じで頷いて切り返した。


    「そう。だから、キミが出る時も、安心してくれて大丈夫」


    　ああ、そうだった。


    　僕はすっかり、忘れていた。二道さんも七崎さんも、いつあっち側がわの人になってもおかしくない人だということを。

  


  
    第三章　ちんすこうとカヌレ


    



    「三大ＮＧといえば、アナル・スカトロ・レズ……事務所や女のコによってはハードＳＭのこともあるな。女優として売っていく戦略としては、これらのＮＧをなしにするＮＧなし女優ということを看板にして、ソフトな作品からハードなものまで、とにかく多くに出演して、本数を稼ぐという方法もある。反対に、最初はソフトなものばかりに出演して、だんだんとＮＧを解禁していくことで、女優生命を長引かせるという方法もある。どっちを選ぶかは事務所と本人次第。この中の女優志望の者たちも、自分はどうするかを、きちんと考えること。これから先は、事務所に所属している女優であっても、意識的に生きていくことが求められるようになる。


    　ちょっと話はそれるけど、先生の友達に、アメリカでプロレスラーをしている男がいる。先生がアメリカを訪れた時に向こうでそいつと会ったことがあった。びっくりしたよ。トランクケースを車に積んで、自分で運転して試合会場まで行って、試合をして、Ｔシャツやらポスターやらのグッズを、自分で物販ブースに立って販売してるんだ。で、終わったら撤収して、また次の試合場所まで車を走らせるんだ。『すごいな』といったら『自分がやりたいことで金を貰もらってるんだから、あたり前だ』だってさ。


    　しかもそいつが言うんだよ。『アメリカのポルノ女優も同じだ』って。エージェントはもちろんつくけど、日本みたいにはしっかりケアはしてくれない。自分で車を運転して広いアメリカ大陸を横断して、現場に行って撮影に挑む。そこでは現場でも日本みたいにいろんな人たちが必死にケアをしてくれるわけじゃない。プロとして振る舞うことを要求される。


    　僕はそれは正しいと思う。かたちとして、ものすごく正しい。


    　ただ、少しだけ迷いがある。これは僕の男の部分……アダルト業界の一員ではなく、ユーザーとしての立場からいうと、そういうプロよりも、アマチュアのセックスが観たいという気持ちがあるんだ。女のコが、嬉き々きとしてセックスを楽しんでいる姿ももちろんいい。嫌がっている素そ振ぶりに興奮するなら、演技の上手な女優の作品を見ればいいとも思う。


    　けれど、演技ではなく、本当に嫌がっている女性の姿が観たいと望む気持ち、人前でセックスをすることに葛かつ藤とうしている姿を覗のぞきたいという気持ちがあるんだ。僕たち……あえて僕たちと言わせてもらう。ここにいる僕を含めた男共の抱いている支配欲は、あさましくも、フェイクよりもドキュメンタリーを求めてしまう、ということだ……というわけで、今日の講義はここまで、終了」


    　腕時計にチラリと視線をやると、アンデルセンは授業の終わりを告げた。これで午前中の講義は終わり、午後は予定がないが、せっかくなら安い社食兼学食で昼飯を食べてから帰ろうと考えていた。


    　今日の日替わりランチは何だろうかと、講義室の席に座ったまま、ノートや筆箱を鞄かばんの中に仕舞っていると、今日も真ま面じ目めに最前列で授業を受けていた九くの重えさんがたたた、と小走りに駆け寄ってきて、僕の二の腕をがしりと掴つかんだ。


    「ど、どうしたの」


    　その剣幕に押されて後ずさると、九重さんはぐっと身体からだをさらに一歩近づけてにじり寄った。その距離の近さに少し面喰らいながらも、どぎまぎしてしまう。


    　今日の九重さんは、グリーンの大きめのサイズのＴシャツに、白地に黒い縦じまの入った膝ひざ丈たけのスカート。ドクターマーチンのブーツからくしゅくしゅとした靴下を覗のぞかせている。


    　女優志望だと思われる、他の女のコたちに比べると、確実に華がないというか地味なほうだけれども、だからこそ、ほっとするというか、側そばにいても気が楽だ。といっても、やはりこうして近い距離に来られると、そわそわと落ち着かない気持ちになって困ってしまう。


    「……あの、どうかした？」


    「いや、逃げるつもりではないかと思いまして」


    「別に、逃げたりなんてしないから、ちょっと離れてくれないかな。それと用事は？」


    　ポーカーフェイスを装よそおって真意をただす。すると、九重さんは、つぶらな瞳ひとみで僕の顔をじっと見上げると、無言で手を離して、


    「渡わたり戸どくん、これ、昨日話したやつです」


    　と、やたらと大きなバックパックから、Ａ４の紙を挟んだクリップボードをごそごそと取り出した。


    　Ａ４の用紙には、大きく「僕たちわたしたちとアダルトビデオ　大アンケート」と印字されている。


    「なにそれ……あっ……」


    　途端にすっかり頭の隅にいっていた記憶が蘇よみがえってきた。


    



    　昨日の夕刻のことだった。


    「ちょっと、渡戸くん、時間ありますか？」


    　数日前にタダノの現場で受けたショックを、いまだに引きずりながら、講義を終えて帰りの準備をしているところに、九重さんから声を掛けられた。


    　今日はアパートに戻ったら、アルバイト探しをする予定だった。というのも、ＡＶのエキストラのバイトに少し疲れを感じていたからだ。


    　本来ならば、エロというものは、男に癒いやしを与えるはずのものだ。なのに、この間、三みツつ田だや二ふた道みちさん、七なな崎さきさんらとともに、エキストラで立ち会ったタダノの現場のショックはまだ尾を引いていた。


    　これまで、合計で二回参加したタダノの現場は、ともに衝撃的ではあった。が、一度目は、ＡＶの現場そのものが初めてだったから、そのせいだと思っている部分もあった。


    　が、二度目の現場を経験したことで、そうではないことがはっきりとした。


    　タダノの現場は特別である。それは疑いようもない事実なのだった。


    　しかも、時間が経つごとに記憶は薄れるどころか、むしろ、印象はますます強まって、ジワジワと僕の気力を侵食して奪っていった。あんなセックスを目の前で見せられたことで、何がエロスで何が愛で何が人間の尊厳なのかが、さっぱりわからなくなって、頭の中はぐちゃぐちゃだった。


    　けれども、バイトをしなくては、生活が立ち行かない。だから、僕は、まったく別のアルバイトを探すことにした。


    　ファミレスのホールだとか、コンビニのレジ打ちだとか、そういう普通のバイトだ。エロから離れたところにいったん身を置いて、もう一度、自分の考える〝普通〟の感覚を取り戻したいとも思っていた。


    　かといって、今日はバイト探し以外に予定があるわけではなかった。三みツつ田だは用事があるとかで、今日は別行動だ。


    「大丈夫だけど……」と答えると「じゃあ、ちょっとだけ、付き合ってくれませんか」と半なかば強引に、僕は九くの重えさんに、フロアの端っこにあるカフェスペースへと連れ込まれることになった。


    「一緒に学内を取材しませんか？」


    　カフェスペースで僕の隣に座った九重さんは、そう言うと腰を浮かせてこちらへとぐっとにじり寄る。今日もやっぱり苺いちごのような甘酸っぱい香りがぷんと鼻をくすぐった。香水でもつけているのだろうか。


    「取材って、なんで？」


    「うーん。わたし、考えたんです。ほら、前に誘った課題の件。あれから考えてはみたものの、さっぱり考えつかなくって。なんせテーマが『売れるエロコンテンツ』じゃないですか。それって、ようは人がエロいって思うものですよね。だからみんなが、なににエロスを感じるか、って必死に考えたんだけど、どうしてもわからないんです。


    　でも、よくよく考えたら、課題で作品を作るのって、まずは形式よりも先にコンセプトが必要なんではないか、と。でも、我々にはコンセプトもない。勝手に我々なんて言っちゃいましたけど、渡わたり戸どくんも悩んでますよね」


    「うん……まぁ。って、僕、悩んでるように見える？」


    　そんなところまで見透かされていたのかと、胸がドキッと鳴った。が、九重さんは、首を横に振って言った。


    「見えるとかじゃなくって、普通は悩むかな、と。女優志望の女のコたちは別として、そのほかは、みんな、同じだと思うんですよ。この学校、実践的なのはいいですけど、そういう、基本のキみたいな授業ってないじゃないですか。たぶん、エロスなんて個人それぞれが持っていてあたり前だし、そのビジョンが各おの々おの、はっきりとしているって、講師陣は、みんな思ってるんですよね。当然、だからこそ、成専なんていう専門的な学校に入ってきたんだろうって。


    　でも、違うじゃないですか。実はそんなに確固たる信念を持って入ってきたわけじゃなくって、なんとなくだったり、学費が安いからだったり……。


    　いまのアダルト業界で活躍している人たちっていうのは、確かにすごいと思うんです、先駆者ですよね。わたしたちの世代は、その人たちのおかげでぐっと広がった間口の元にいるわけで、選択肢として出されているところに集まってきただけあって、志望する人数自体は多いと思うんです。けど、内実は、講師の人たちが思うところまで、達してないというか、そんなに切実にエロスってものに向かい合ってない気がするんです。


    　だからこそ、『自分の考えるエロス』というものに、向かい合わないといけないのではないかって、ずっと考えてたんだけど、ふと思ったんです。ちょっとやり方が違うんじゃないかって。自分の内側を見つめてもなにも見つからないのは、情報の蓄積がないからじゃないかって。だから、取材することを思いついたんです」


    　ここまで一気にしゃべりきると、九くの重えさんはふーっと大きく肩で息をしてペットボトルのお茶を飲んだ。


    　その通りだと思った。


    　九重さんの言っていることはなんとなくわかる。僕も自分のエロスなんてものは、まるきりわかっていない。


    　ただ、必要に駆られて、世の中に溢あふれているエロいコンテンツを、特によく考えることもなく手に取り、一回か二回か抜いて、そして、その後は、それがどんなものだったかを思い出すこともない。もちろん、目の前に出されれば「これは好み」「これはイマイチ」と判断することができる。けれども、もっと根本の部分、自分が何に興奮を憶おぼえて、何に強烈に惹ひかれるかなんて、考える暇もないほどに、世の中はコンテンツに溢れている。


    「なるほど……やろうか」


    　どういう結論に結びつくのか、まだわからないけれども、それは、学内の取材を進めていくうちに自然と見えてくるかもしれない。何を作ればいいのか、もんもんと考えているよりは、それは、ずっと前向きにも思えたし、来月の課題をどうするか、という心配もこれでひとまず解消だ。


    



    「昨日、帰ってから作ってみました。アンケートの内容、ざっと確認してもらえますか」


    「あ、うん」


    　九重さんからクリップボードに挟まれたアンケート用紙を受け取る。名前（匿とく名めい可）、年齢、出身地といったごく簡素な属性に加えて、質問項目が五つ、六つほど、Ａ４の用紙にまとめられている。


    「アンケートそのものの数をとにかくたくさん集めることも考えたんですが、今回は、総論よりも客論といいますが、もう少しひとりひとりにズームしたいと思ったので、いちいち我々が対面して、質問するインタビュー形式を考えています。で、まずは誰から行きますか……手っ取り早く知ってる人からが無難ですよね。渡わたり戸どくんは、誰か友達、います？」


    「友達か。うーんと三みツつ田だと。あとは七なな崎さきさんとか二ふた道みちさんとかは、一応連絡先は知ってる……それくらいかな」


    「了解です。その三人には絶対に協力してもらいましょう。三人とも、受けてくれそうですかね」


    　九くの重えさんはアンケート用紙の束をテーブルの上に置き、続けてバックパックの中から手のひらくらいの大きさの、小型のビデオカメラを取り出した。


    「あれ、それは？」


    「一応、映像も押さえておこうと。レポートでまとめることを想定してはいるんですが、映像を取っておけば、編集して、あとでドキュメンタリームービーにすることもできるかなって。だから、撮影ＯＫの人だけでも回しておくに越したことはないと、さっき、機材課に掛け合って借りてきました」


    「すごいね」


    「すごいのはこの学校ですよ。やりたいことがあって必要なものがある時に、それを無償で貸してくれるって、そっちのがすごいです……あれれ、スイッチが入らない」


    　九重さんはビデオカメラをひっくり返したりしてあちこちをいじりながら、首を傾かしげた。


    「貸してみて。これが電源ボタンじゃないかな……うん、ほら、入った」


    　レンズの付け根の横辺りにあるボタンに見当をつけて押すと、すぐにその近くの赤いランプが点灯した。液晶を開き、カメラを九重さんに向けて、録画ボタンを押す。


    「九重さん、ちょっと動いてみて」


    「えっ、えっ、なんですか？　……あっ、まさか、撮ってるとか！　うわうわうわ、やめてくださいっ！」


    　きちんと撮れているかを確認したいだけだというのに、九重さんは両手をこちらに突き出し、手のひらを大きく振って、激しく拒否の意を示した。


    「ただのテストだから。はい、音が撮れてるか確かめたいから、何かしゃべって」


    「いやいやいやいや、本当に勘弁してくださいよ。わたし、こういうの、ものすっごい苦手なんですからっ！」


    　たかがカメラを向けただけだというのに、九重さんの反応は大げさだ。その焦あせる様がなぜだか妙に可愛かわいらしくて、もう少し見ていたい気分になった。


    　というのも、カメラ越しに見る九重さんはなんだかエロく見えた。少し緊張した表情で身構えながら、カメラをちらちらと上目遣いに見上げる様子は、まるでデビュー物のＡＶの冒頭でこれまでの性体験についてインタビューされている女優さんのようだ。


    　……いや、なにを考えているんだ僕は。


    　僕は慌てて不ふ埒らちな想像を掻かき消すと、咳せき払ばらいして言った。


    「撮れてないと、後で困るから、ちょっとだけお願い。えっと、じゃあ、名前を言って。あと年齢と」


    「あっ……九くの重え紗さ英え、十九歳です」


    　そういえば九重さんはひとつ年上だった。誰よりも幼い雰ふん囲い気きだから、ついつい同じ年だと思ってしまう。


    「出身地は？」


    「東京です」


    　こちらから会話を促せば、少しは落ち着くかと思い、アンケート用紙にある質問項目を尋たずねてみる。すると、まんまるの目を左右に泳がせながらも、おずおずと答えた。


    「住んでいるところは？」


    「練馬の……えっと桜台です。実家です」


    「将来の志望は？」


    「物書き、ですね」


    　最初はずいぶんとテンパっていたものの、質問をいくつか繰り返していくうちに、いくらか自然になっていった。僕にしてみても、カメラを通すとなぜか不思議と質問をしやすい。調子に乗った僕はさらにインタビューを続けた。


    「じゃあ……この成専を志望した理由は」


    　次の質問も、アンケート用紙に書いてある予定調和のものだったけれど、自然と尋ねる僕の口調に熱がこもっているのがわかった。


    　九重さんが、大学を辞めてまで、この学校に入学した理由が気になる。


    「理由……えっと。ちょっと長くなるけど、いいですか」


    「もちろん。続けてください」


    　僕はカメラを構え直すと、胸の前辺りに固定した。九重さんはまだカメラに緊張している様子でチラリと視線を送ると、その存在を無視するように顔をあげて話し始めた。


    「わたし、そもそも、作家志望だったんです。で、大学では文学部で、サークルも文芸系のところに入って、小説を書いたりもしてたんです。けど、テーマが……テーマっていうか、自分が惹ひかれるのが、その……どうしても、性に関わることなんです」


    「性っていうと、セックス？」


    「そう、そうです……」


    「そのへんをもうちょっと教えてください、いいかな」


    　尋ねると、九重さんはカメラではなく、僕の目を見て頷き、続けた。


    「そもそも、性を主題に置いた文学作品って、決して少なくはないんです。海外で言えば、サディズムの語源になったサドやマゾヒズムという言葉の生みの親であるマゾッホ。日本の作家でいえば、古くは谷崎潤一郎さんだって、フェティシズムとエロスをテーマとした作品をたくさん上じよう梓ししてます。最近でいえば、蛭田亜紗子さん、南綾子さん、大御所でいえば、山田詠美さんだって、多く性を描いているし、あっ、あとは瀬戸内寂聴先生だって！」


    　九くの重えさんはそこまで一気に話すと、ふぅ、と息をついた。


    　その熱っぽい語りに、ふと我に返って周囲を見回すと、いつの間にか講義室には僕と九重さんのふたりしか残っていなかった。みな、昼時だから食事を取りに行ってしまったらしい。昼休みは五十分あるから時間はまだまだある。腹は減っていたけれども、九重さんの貴重な自己開示を中断するのももったいなく感じられた。


    「で、九重さんも、そういう作品を描く小説家になりたいの？　でも、じゃあ、なんでこの学校に？」


    　成専は、アダルト映像製作を目指す若者のための学校だ。作家になりたいんだったら、大学に通っていたほうがいいんじゃないのかという、当然の疑問が浮かぶ。


    「そうなんですけど……」


    　九重さんは顎あごのラインで切り揃えられたおかっぱの髪の毛をさらりとかきあげて、耳に掛けた。左の小さな耳たぶが覗のぞき、何も刺さっていないピアスの穴が三つ見えた。そんなにピアスが好きなようには見えないから、またも意外に思う。


    「……潜入取材です」


    　九重さんはしばらく黙って考え込んだ後に、肩をすくめて僕の顔色を覗うかがいながら言った。


    「潜入……取材？」


    「そう、です」


    　こくりと小さく頷き、九重さんは気まずげな表情を浮かべて言った。


    「性をテーマにした小説を書くにしては、わたしには圧倒的に持っている情報がないんです。経験もないし、知識だって、本で読んだことだけしか知らないんです。それじゃあ、小説なんて書けないじゃないですか。で、この学校のことを知った時に、チャンスだって思ったんです。だって、内部から、日本を変えるかもしれない、この新しい性の試みを覗えるんですよ。これ、すっごいことですよ！


    　それに脚本や原稿を書くことにも興味がありますしね。ぶっちゃけ、小説家になるよりも、職業とする場合には、もう少し現実味があるし。だから、大学でおかしな目で見られながら自分のテーマを追求するよりも、性に興味のある女のことを、特殊だとして差別しない、この学校で伸び伸びするほうが、ずっと自分の役に立つと思うわけなんですっ！」


    　そう言い切ると九重さんは急にはっと我に返り、さっきまでの勢いはどこに行ってしまったのか、「カメラテスト、こんな感じで大丈夫ですか」と蚊の鳴くような小さな声で言った。


    「う、うん……大丈夫、ばっちり」


    　巻き戻し、映像と音声が撮れていることを確認するために再生ボタンを押した。すると、九くの重えさんは僕のほうに回り込んで、カメラの液晶を覗のぞき込んで顔をしかめる。


    「うわっ、ブスだなぁ」


    「えっ、全然ブスなんかじゃないよ」


    　小柄な九重さんの身体からだは、僕の腕の中にすっぽりと収まってしまっている。顎あごのすぐ下、おかっぱの髪の毛から漂ってくる、甘酸っぱいにおいを感じながら僕は首を横に振った。


    「いやいや。気とか使わないでくれていいですよ、自分のことは自分が一番よくわかってますから」


    「そんな、気とかを遣ってるわけじゃなくって」


    　本音だった。九重さんは地味だけれども、決してブスではない。


    　確かにパッと見は地味ではあるけれど、よく見ると小作りな顔にまんまるの目と形のいい唇くちびるが綺麗なバランスで配置されていて、小さい背丈も合わさって、むしろ可愛かわいいらしいともいえる。しかし、九重さんは頑かたくなだ。


    「ブスですよ。でも、この学校に来て、ブスだってことが、あんまり気にならなくなりましたけどね。それもよかったと思います。この学校の女のコたちが、あんまりキラキラしてるから。自分とはまったく人間の質が違うんだって見せつけられたというか。コンプレックスに思ってても、意味がないなぁって」


    　首を横に振って僕の言葉を否定すると、僕の腕の中からするっと抜け出して、もといた場所へと戻った。


    「あっ、でもさ、僕からすると、九重さんも十分にキラキラして見えるけど」


    　将来の夢と、的確な目的意識を持っている九重さんだって、何もない僕からすると眩まぶしくて仕方がない。


    　学内アンケートを取ることを思いついたり、挙句、ビデオカメラまで用意しているのだ。僕なんかは、タダノの現場エキストラに打ちひしがれ、アダルトではないバイト先を探すことで精いっぱいだというのに。


    「やだもう、キラキラだなんて。そんなお世辞はいいですよ……さ。さっそく、アンケートに行きましょう。いまはお昼時だから、チャンスかも。学食、行ってみましょ。誰かいるかもしれないですよね」


    　九重さんはバックパックを背負い直すと、さっさと歩きだした。置いていかれそうになった僕は、慌ててビデオカメラを片手に九重さんの後を追いかけようとして、ふと思いつき、カメラの電源をこっそり入れた。


    



    　昼休みの社員食堂兼学食は、ほどほどの込み具合だった。全部で百席ほどの椅い子すのうち、半分くらいが埋まっている。生徒らしき男女は、そのうち半分ほど。残りは、成専の母体となっている、業界一位のメーカーの『ホットサン』グループの社員たちだ。


    　メーカーとは、アダルトビデオの製作を行う企業だが、ホットサングループの大きな特徴は、傘さん下かに多くの製作メーカーやその他、映像コンテンツとして市場に売り出すまでに関連する、一連の企業を一手に抱えていることにある。


    　詳しく説明すると、出演する女優が、聞き惚ほれるほどに流りゆう暢ちような言葉責めを披ひ露ろうすることで有名な『女スケベェ』という痴女レーベルを作っているメーカーと、美少女の処女喪失を思わせるノスタルジックな作風が人気を得ている『恥めて』という、両極端な作品を作っているメーカーの両方が、実はともにホットサングループからリリースされているということだ。


    　もちろん、それだけではない。綺麗なお姉さん、若妻、人妻、熟女、女教師、女子高生、黒ギャル、ソープ、巨乳、美脚、ぽっちゃり、淫語、レズ、寝取られ、ＳＭ、レイプ、スカトロ……と、男のほぼすべての性癖を網もう羅らしているといってもいい。しかも、どのジャンルを扱っているメーカーも、そのほとんどが、その分野では一番知られている、メジャーなところばかりだ。


    　その上、それらのコンテンツの、ＤＶＤマスタリングや、パッケージ化など、製品として売り出すすべてに加え、流通やネットのダウンロード販売まで、グループ内にある企業で行っているのが特徴だ。


    　ソフトから流通まで、このホットサングループ内ですべて行われているという事実を知った時に、僕は驚いた。だって、ようは日本の男たちがアダルトビデオに費やした金銭は、そのほとんどがこの企業に流れ込んでいるっていうことになるわけで、それってちょっとすごくないか。


    　日本の射精産業のほとんどを担になっているというに相応ふさわしい、このホットサングループの恩恵に与あずかっている僕ら苦学生は、ランチに舌鼓を打つ社員たちを横眼に成専生を捜す。


    　すると、一番窓際のテーブルで、ひとりぽつんとパックに入った牛乳を啜すすりながらスマホをいじっている三みツつ田だの姿を見つけた。


    「三ツ田でどう？」


    　隣できょろきょろと社食兼学食を見回している九くの重えさんに耳打ちすると、九重さんは「もちろん異議はありません」と頷いた。


    「よし、じゃあ、行こう」


    　広いフロアに規則的に並べられたテーブルを回り込んで、声をかけた。


    「三ツ田さぁ、お願いがあるんだけど」


    「おう、愁しゆうと九重ちゃんじゃんか、どうした？」


    　三ツ田はスマホから顔をあげると、ストローから唇くちびるを離して、僕と九重さんとを交互に見て首を傾かしげた。


    「いや、ちょっと僕たち、学内でアンケートを取ろうと思っててさ」


    「アンケート？」


    「そう、あと、できたら軽いインタビューにも協力してくれたら助かるんですけど」


    　首を傾かしげる三みツつ田だに、九くの重えさんが言った。


    「えっ、俺が？　インタビュー？　マジで？　何話せばいいの？」


    「この学校に入学しようと思ったのはなぜかってこととか、あとは、あの、あなたが考えるエロスとは何かとか、そういう感じです」


    「なんかとっ散らかってんな。まぁいいけど。俺で良ければ協力するよ」


    「わぁ、ありがとうございます！　ではさっそくっ！」


    　気が変わらぬうちに、とばかりに九重さんは素早い動作で僕の手からアンケート用紙を奪い取ると三ツ田に手渡した。


    「はいはいはーい、女のコの頼みとあればなんでもしますよって。あっ、でもさ、代わりに九重ちゃんがＡＶデビューを決意した際には、俺の事務所に入ってくれよな」


    「いや、わたしは裏方……ＡＶにたずさわるなら脚本とかを書きたいのであって……」


    「だから、例えばの話でいいからさ」


    　即座に否定しようとした九重さんの言葉を、三ツ田が遮さえぎった。


    「でも……」


    「でもじゃなくってさ、将来のことなんて今はわかんないでしょ。もしも、万が一、ＡＶ嬢になっちゃおっかなって思った時にはさ、俺のところに所属してよ。な、約束な。ここで約束したところで、ＡＶに出ようって思わなければ、守らなくていいんだから、別にいいだろ」


    「まぁ……そうなんで、いいですけど」


    「よし！　じゃあ、九重ちゃん、こっち向いて。はい、笑顔」


    　三ツ田はテーブルの上のスマホを拾い上げると、すかさずカメラモードにして九重さんに向かって構えた。


    「えっ、えっ、えっ、いま、写真撮ったんですか？」


    「そう。撮ったよ」


    「嘘うそっ、やだっ。消してくださいよ、わたし、写真苦手なんですよ」


    「誰に見せるもんでもないから、いいでしょ。じゃあ、連絡先もよろしく」


    「えっ？　なんでですか」


    「別に教えてくれてもいいじゃん。俺ら、同じ学校に通ってるわけだから、何かあった時に、便利でしょ」


    「確かにそれはそうですけど……」


    　九重さんがなぜだかちらりと僕に視線を投げた。


    「えっ、僕？　何？」


    「いや、だったら、渡わたり戸どくんも一緒に交換しませんか」


    「なんだよお前ら。一緒になんかやるつもりのくせに、連絡先も交換してねーのかよ」


    「いや、タイミングとかがなかったから……」


    　呆あきれた様子の三みツつ田だに言い訳をしながら、僕もスマホを取り出した。それぞれ、九くの重えさんの連絡先を登録する。


    「ほら、愁しゆう」


    　登録を終えると、三ツ田がなぜか自分のスマホの画面を僕へと差し出した。


    「なに、僕ももう登録したから、大丈夫だけど」


    「いや、そういんじゃなくって。ほら、いつもの」


    「えっ、いつものって……」


    　意味ありげな目配せでようやく思い当たった。三ツ田は道端で女のコの連絡先と顔写真とを手に入れると、必ず僕に見せて感想を求める。三ツ田曰いわく、僕には「売れるか売れないか値踏みする才能」があるそうだ。自分では正直、ピンとこないけれども。それをこの場でもやらせるつもりか。


    「いや、ちょっと、いま、それはまずいだろ」


    「いやいやいや、ちょっとくらいなら、大丈夫」


    　本人がそこにいるというのに、まさか九重さんをジャッジするわけにもいかない。慌てて拒否したものの、三ツ田はしつこく食い下がって、プロレスの技でもかけるかのように、僕の首に腕を引っかけて、スマホの画面を見せつけてくる。


    「どうかしたんですか、おふたりとも」


    　ひとりだけ事情のつかめていない九重さんだけが、掴つかみあっている僕らにきょとんとした表情を向けている。


    「いや、なんでもないから……三ツ田、続きは後で」


    「仕方ねぇなぁ」


    　毅き然ぜんとした態度できっぱり拒否すると、三ツ田はニヤニヤしながらもようやく首に回した手を離してくれた。解放されてほっとし、大きく息を吸い込んだ瞬間、三ツ田の手のうちにある携帯の画面が偶然に目に入った。


    「おぁっ!?」


    　思わず変な声を漏もらした僕に、三ツ田と九重さんの視線がすっと集まった。


    「どうかしましたか？」


    「いや……なんでもないから、気にしないで」


    　目を丸くしている九重さんに、額の前で手を振って平然を装よそおう。


    　たった一瞬、ちらりと観ただけだったけれども、三ツ田が撮影した九重さんの画像は、びっくりするくらいに可愛かわいくて魅力的だった。


    　誰もが写真を撮られる時には、キメ顔を作るこのご時世、たまたまシャッターを押したタイミングの問題もあるだろうけど、カメラを意識せずに自然に笑った顔が珍しいことに加えて、九くの重えさんのしみじみとした安心感のある愛らしさと、目元や眉まゆ毛げなどにあまり手を加えていない素朴な雰ふん囲い気きに「このコ、ひょっとしてこれから、どんどん可愛かわいくなるんじゃないか」という期待感があった。


    　もちろん、いま隣にいる実物の九重さんも十分に可愛いとは思うけれど、さっきの写真の写りは、神がかっているといっても過言ではない。


    　もしもアダルトビデオのパッケージだったら、僕はすぐにポチっと課金ボタンを押すだろう──と考えたところで、途端に自己嫌悪に見舞われた。また僕は、クラスメイトの女のコをＡＶ嬢基準で見てしまっている。


    　三みツつ田だなら、「成専に来てる女のコを見れば、当然だろ」と主張するだろうし、僕にしたって、ＡＶ嬢に照らし合わせて見ることに罪悪感を覚えることもおかしいと思う部分がある。ＡＶ嬢ではない女のコのことをＡＶ嬢に照らし合わせることが失礼だと思うのならば、それはＡＶ嬢という職業を、差別していることに外ならないからだ。


    　もちろん、世間一般の人たちの中にそういう考えの人がいることは仕方ないとは思うけれども、少なくとも、これから先、ＡＶ業界に携わっていこうと考えている僕は、そういうことを考えてはいけない気がする……のだけれども、なかなかそれはそれで難しい。


    「……渡わたり戸どくん？」


    　九重さんが僕の袖口をちょんちょんと引っ張った。


    「あっ、ちょっとボケっとしちゃってた……悪い」


    　うっかりと迷い込んだ思考の森から呼び戻され、慌てて取り繕うように後頭部をぽりぽりと掻かいて誤ご魔ま化かす。


    「ならいいですけど……じゃあ、さっさと取材に入りますか。三ツ田くんも、準備はいいですか」


    「おお、俺ならいつでもオッケー」


    　九重さんはまだ僕と三ツ田とのやりとりが腑ふに落ちないでいるらしく、なんとなく釈然としない表情のまま、アンケート用紙を一枚、三ツ田に手渡す。


    「よっしゃ、これを埋めればいいわけね。うわぁ、手書きとかめったにしないから、俺、字が書けなくなってるくせぇわ」


    　三ツ田はブツブツ言いながらも、迷うことなくアンケート項目を埋めていった。その間、僕たちは三ツ田の向かい側の椅い子すに腰を下ろして待つ。その間に、取材の割り振りを決めた。


    　僕がカメラマンをして、九重さんがインタビュアーだ。


    「はい、いっちょあがり」


    　ものの五分もしないうちに書き終えると三ツ田はアンケート用紙を戻してきた。乱雑な字で書かれていて、解読には努力を要しそうだ。


    　もうちょっと丁てい寧ねいに書いてくれないか、と頼もうとしたところで、九くの重えさんに制された。


    「じゃあ、次はインタビューに行きますね。さっきのアンケートを元に、詳しく聞いていきますから」


    「はいはーい。男前に撮ってくれよ」


    　三みツつ田だは髪の毛を手のひらで撫なでつけると、椅い子すに座り直した。


    「じゃあ、渡わたり戸どくん、カメラよろしく」


    　九重さんの指示に従ってカメラの電源を入れると、三ツ田に向かって構える。


    「……まずは名前と年齢から、お願いします」


    　液晶に映った三ツ田の姿は、少し緊張しているように見えた。九重さんが尋たずねると、三ツ田は、ほっとしたように硬く結んでいた唇くちびるを緩めて言った。


    「三ツ田……三ツ田阿あ紀き良らっす。年齢は十八」


    「じゃあ、三ツ田くんがこの学校に入ったきっかけはなんですか」


    「えっ？　そりゃ、なんつーか、金のにおいがするっていうか。正直、ＡＶって儲もうかりそうなイメージがあるから」


    「ＡＶが儲かりそうっていうと……例えば」


    「うーん。だってほら、芸能人がデビューで一億円とかって聞いたことあるし、そんなん夢しかないなって思って」


    「じゃあ、儲かれば、別の仕事でもいいの？」


    「うーん……」


    　三ツ田はしばらく考え込むように黙り込むと、滑すべりをよくするように、舌先で上唇をぺろりと舐なめて言った。


    「いや、いくら儲かるとかでも、自分ができそうなことと、できなさそうなことってやっぱあると思うんだよね。で、俺にもできそうで、かつ。楽しそうなことは何かって思った時に、この学校の募集をみて『これじゃね？』ってピンと来たっていうわけ」


    「ピンと来たっていうのを、もっと具体的に聞きたいんだけど」


    「具体的にというと？」


    「何をもって『これじゃないか』って思ったかってこと」


    「ああ……それは」


    　三ツ田は再び言いよどむと、唇を舌先で舐め回した。今まで気が付かなかったけれど、どうやらこれは三ツ田の癖くせらしい。映像にははっきりとその人の特徴が、曝さらけ出されてしまうようだ。


    「『これじゃね？』っていうのは、まず、俺が思ったのは、俺がいくらＡＶで稼ごうと思ったところで、まぁ、たかが知れてるっていうか、監督とかプロデューサーとかは俺にはたぶん無理だし、なるつもりもないし。で、セックスして一いつ攫かく千せん金きんってことを考えたら、女優とか羨うらやましいなーって思うけど、俺は残念ながら男だろ。じゃあ、何かっていうと、女優を扱うのが、一番儲もうかるところなんじゃないかって思ったわけ。ようは事務所を設立するってこと。


    　で、事務所を設立する場合に、この学校にいるのって、実は超有利だと思うんだよね。中の女のコたちは一応、この学校と関係あるダクションに所属すれば、奨学金がチャラになるとかの条件があるらしいけどさ、その子のデビューのギャラがそれ以上ならなんの問題もないし、ＡＶなら、そんなことって全然あり得る。そもそも、その子が俺んところに所属したいって言い張れば、受け入れざるを得ないでしょ、この学校の上層部も。


    　むしろ、ＡＶ女優を派遣するプロダクションで稼ぎたいなら、この学校に入学するのがマストかもしれないよね。だってさ、部外者が横入りして女優を奪ったらやっぱりまずそうじゃん。けど、俺がこの学校の生徒なり卒業生なりって事実があれば、俺は一応、内側の人間として扱われるってわけ……いや、正直、それはいま気が付いたけど、やっぱり俺、この学校に来て正解だったわ」


    　腕を組んで自画自賛モードでうんうんと頷いている三みツつ田だに、九くの重えさんはさらに質問を続けた。


    「じゃあ、三ツ田くんは、この学校で何かを表現したい、とかそういうのはないの？」


    「あー、ないない。俺さ、この学校に来る前、高校ん時は軽音部でバンド組んでて、で、ライブハウスなんかにも出てたんだけど、もうそこでやりつくしたし、正直、俺には何かを表現するような才能はないって、嫌っていうほど知ったんだ。だから、後ろに回って、売れる才能を見つけてバックアップする。そう決めたの」


    　三ツ田がもともとバンドをやっていたなんて知らなかった。普段仲良くしていても、人には知らない歴史があるものだと感心する。


    「じゃあ、これが最後の質問なんだけど、三ツ田くんにとってエロスとは、いったい何？」


    　すると、三ツ田は、唇くちびるをぺろりと舐なめて言った。


    「エロス？　可愛かわいい顔と、おっぱいと脚とお尻。これさえあれば、無敵っしょ」


    



    「あの人、なんていうか……」


    　取材が終わり、午後は授業に出ずに帰るという三ツ田を見送ると、九重さんは何かを言いかけて言葉を濁した。


    「なんていうか、どうかした？」


    「うーん」


    　三ツ田が書いたアンケートにじっと目を落とした後、ふいに顔を上げて僕を見て言った。


    「バカなのか、利口なのか、わかんないですよね」


    「えっ？」


    　バカという言葉が予想外すぎて思わず聞き返す。


    「あっ、ごめんなさい。ちょっと言葉が過ぎたかも」


    　九くの重えさんはぺろりと舌を出し、肩をすくめて笑った。


    「まぁ、いろいろ、おもしろい男だとは思うけど」


    「うん。素直で率直ですよね。わたしたちみたいなタイプからすると、ちょっと羨うらやましく感じるっていいますか。あっ、『わたしたち』なんて、一緒にしちゃってすみませんです。でも、わたし、渡わたり戸どくんには、なんか親近感があって。勝手な話なんで、気にしないでください」


    「いや、別に勝手とかじゃないけど……」


    　九重さんが、そんなふうに僕のことを思っていただなんて、意外だった。僕からすると、九重さんこそが、素直に率直に目標に向かって頑張っていっている人に見えているからだ。そんな九重さんが、いったい僕のどこに『たち』と括くくるような要素を見み出いだしているのか。


    　気になり、照れたようにそっぽを向いてアンケート用紙の端っこを指先でもてあそんでいる九重さんの横顔を見つめていると、九重さんは下した唇くちびるをふにっと軽く噛かんで、僕のほうを振り向いて言った。


    「……次、行きましょう。誰がいいですかね」


    「うーん、誰か知り合い、いないかなぁ」


    　僕は慌てて視線を逸そらし、誤ご魔ま化かすように、食堂をぐるりと見回した。しかし、七なな崎さきさんや二ふた道みちさんの姿はあいにく見えない。


    「あっ、あのコ。あのコ、いってみましょう。きっと面白い話が聞ける」


    「えっ、あのコって？」


    　九重さんが指さした先を見る。すると、食堂の脇に設けられたガラス張りの冷蔵ケースの中を覗のぞいている、ひときわ目立つ女のコの姿があった。


    　肩がざっくりと開いたカットソーと、その上からでもわかるつんと上を向いた豊満なバスト。パンツが見えそうに短いミニスカートから、すらりと伸びた脚は驚くほどに長い。僕たちとは根本的骨格が違うとしかいいようのない、完成された肢し体たい──五十嵐いがらしさんだ。


    「五十嵐さんは……ちょっと無理じゃない？」


    「えっ、なんで？」


    「いや、だって、元芸能人だし。ちょっと気後れするというか」


    「だからこそ、興味があります。なんでこの学校に来たかって。渡戸くんだって、知りたいですよね！」


    「そりゃ、興味はあるけど……」


    「よし、決まりですっ！　声かけにいきましょう」


    　九重さんはがらっと椅い子すを勢いよく引いて立ち上がり、アンケート用紙を手にして、小走りで五十嵐さんのほうに駆けていった。


    　大丈夫かな。なんとなくハラハラしてしまうのは、五十嵐いがらしさんという存在がこの学校の中でも、異彩を放っているからだ。


    　それは、元芸能人という出自のせいだけではないし、芸能人をしていただけあって、誰よりも一段整っているあか抜けたルックスのせいでもない。


    　というのも、入学式のことだ。


    　元芸能人ということで、鳴り物入りで入学した五十嵐さんが、生徒代表の挨あい拶さつを務めたのだが、その挨拶がすごかった。


    　ただでさえ注目を浴びている成専の入学式には、多数のマスコミが取材に訪れていた。五十嵐さんは、カメラを向けられることなど、慣れた素そ振ぶりで壇上にあがると、フラッシュを全身に浴びながら、こう言い放ったのだ。


    「この学校に入ったからには、今まで誰ひとりとして、実現したことのないサプライズを、皆さまに与えたいです」と。


    　翌日、ワイドショーでは控えめに、「生徒のひとりに芸能人の五十嵐彩あや夏かの姿も見えた」と報道されたくらいだったが、スポーツ新聞のアダルト面では、『五十嵐彩夏、ＡＶデビュー!?』という下世話な見出しが躍った。


    　今まで世間を仰ぎよう天てんさせるような芸能人のとっぴな言動は、遠くの世界のこととしてテレビを通してみていたのが、間近な出来事として目撃するとは思っていなかったし、堂々とテレビの前で胸を張って、この学校に入学したことを宣言した五十嵐さんは覚悟からして僕とはまるで違うようで、近づきがたさが一層増した。


    　もちろん、麗うるわしいルックスやそのスタイルに確かに興味がないことは、ない。ＡＶデビューしたら確実にその出演作品は観るだろうけど、日常生活を送る上では、できれば触れずに過ごしたい。それが僕にとって五十嵐さんという存在だ。


    　しかし、九くの重えさんは、少しも物もの怖おじすることなく、サラダを載せたプレートを手に持った五十嵐さんを捕まえると、何やら必死に説明を始めたのが、その大きな身振り手振りで、遠目からもわかった。


    　きっと無理なんじゃないかな。


    　こないだ、お金が出るエキストラのバイトだって「ＡＶデビューした時に自分の価値が落ちるから出ない」と三みツつ田だに言っていた。そんな女のコが、なんの得にもならない僕たちの取材に答えてくれるわけない……。


    「渡わたり戸どくんっ！！！　五十嵐さんから、オッケーでましたです！　カメラ、用意しておいてくださいっ！」


    「えっ」


    　九重さんは、手で大きく丸を作ると、僕のほうを振り返って大声で叫んだ。まさかＯＫが出るはずもないと思っていたので、思わず驚きの声が出てしまった。まじか。面喰らいながら、カメラのセッティングをする。


    　五十嵐いがらしさんとともに、連れ立って戻ってきた九くの重えさんは、僕に向かって小さくＶサインを作ると、テーブルの向かい側の椅い子すを引いた。五十嵐さんに座るように促した後、自分もその隣へと腰かけると、アンケート用紙を差し出す。


    「ふーん、アンケートか。詳しく書かないとダメかなぁ？」


    　五十嵐さんが椅子に腰を下ろすと、キューティクルがぴかぴかに光っている髪の毛がさらりと揺れる。テーブルを挟んで少し距離があるというのに、シャンプーのにおいが漂ってきて、僕の鼻をくすぐった。


    「ううん。どうせ、いろいろカメラの前で聞くから、面倒くさかったら大丈夫です」


    「じゃあ、適当に埋めるね」


    　五十嵐さんは細い指先にペンを挟むと、すらすらっと項目を埋めていく。


    　丁てい寧ねいで几き帳ちよう面めんな字だ。意外に思いながら、その顔を見つめて思う。


    　やっぱり作りが違う。


    　伏し目がちにした瞼まぶたにびっしりと生えているまつ毛は、上頬ほおに影ができるほどに長く、陶器のように滑なめらかな肌をしているが、頬はほんのりと健康そうな桃色で、唇くちびるは潤うるおってぷるんと、いかにも柔らかそうだ。


    　パーツだけではなく、体を構成しているそのものの血や肉が美しいといえばいいのだろうか。まるで作りもののように精巧でありながらも、いきいきとした生命力を感じさせる。元芸能人だから、こんなに研とぎ澄まされているのか、それとも、こんなふうだから、芸能人になったのか。そんな哲学的なことまで思いを寄せてしまうような、圧倒的に精せい緻ちな美しさがそこにあった。


    「はい、これでいいかな」


    「ありがとうございます。わっ、サインまで入れてくださいまして」


    　受け取ったアンケート用紙を、九重さんが僕に向けて差し出した。見ると、一番最後の『将来の展望』の項目のところは答えではなく、サインが書かれていた。


    「えへへ、サービス。じゃあ、次は動画ね。えっと、彼が撮るの？」


    「そう、渡わたり戸どくんです」


    「ふーん。君、渡戸くんっていうんだ、初めまして」


    　ろくに話したことはないのだから、名前を憶おぼえてもらえていないことは当然だと思うが、それでも、ちょっと落胆を覚える。が、右手を差し出され、慌てて手を差し出し、握り締めると、その手があまりに小さいことに驚いて、たちまちどうでもよくなってしまった。しかも柔らかくしっとりとしていて、触り心地ごこちが良すぎる。


    「えっと、未来の監督さん？　それともカメラマン志望？」


    「あ、いや、まだ何にも決めてないけど」


    「へぇ。じゃあ、これから夢を見つけるんだ。自由でいいね」


    　五十嵐いがらしさんは、見ればきっと、誰もが好きにならずにいられない、魅惑的な微ほほ笑えみを浮かべて言うと、僕の手のひらを握る手にぎゅっと力を込めた。


    「あっ、あっ、うっ、うん……」


    「……あの、渡わたり戸どくん、カメラの用意を早くお願いします」


    　五十嵐さんのタレント性とでも言えばいいのだろうか、想定外の破壊力にやられそうになっている僕に、九くの重えさんがぴしゃりと言う。


    「あっ、えっと、はい」


    　五十嵐さんに心を奪われそうになったのがバレてしまったかと、ドキドキしつつ、慌ててカメラを持ち上げる。


    「あっ、ちょっと待って」


    　五十嵐さんは、カメラのスイッチを押そうとする僕を制止すると、傍かたわらに置かれた鞄かばんの中から鏡を取り出して、目元と唇くちびるとを順番に確認した後、前髪を整えた。


    「準備はいいですか？」


    「うん、大丈夫」


    　頷くと、五十嵐さんは背筋をぴんと伸ばして胸を張った。すると、カットソーの下で豊かな胸がぷるるんと揺れる。思わずその胸元に目線を遣やってしまった僕を見て、「はぁ……」と九重さんが大げさに、呆あきれたような溜ため息いきを漏もらした。僕は思わず身を小さく縮こませると、カメラのスイッチを入れた。
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    「五十嵐いがらし彩あや夏かです。十八歳。定時制高校に通いながら、芸能活動をしてました」


    　さすが五十嵐さんは、プロだった。ビデオカメラを向けると、きちんとまっすぐな視線を送りながら、澱よどみなくインタビューに答えている。九くの重えさんや三みツつ田だを撮った時のような不安定さがまるでない。


    　ただ、だからこそ、ちょっとかっちりし過ぎているようにも見えた。テレビのレポーターのようにブレはないが、その分、ドキュメンタリー映像としては生々しさが足りない。


    　あ。ふと思いついて、ちょっとカメラの位置を高くすると、より、それらしい──アダルトビデオの冒頭インタビュー──のような雰ふん囲い気きになった。五十嵐さんの目線が上がったことで、やや上目遣いの挑発的な表情になってぐっとエロい。


    　なるほど、こうしてカメラの位置ひとつでも、エロさの演出ができるのだ。しかも、上から覗のぞくようなアングルになっているせいで、五十嵐さんが身に着けているカットソーの胸元がぐっと深くまで映り込んでいる。


    　面白い。今まではビデオカメラなどのデジタル機器の、技術的な面にはあまり興味がなかったが今度、試しに撮り方の講義に参加してみるのもいいかもしれない。そんなことを考えつつ、今度はローアングルを試してみようとカメラの位置をさげると、五十嵐さんが「ちょっと待って。カメラ、さっきの位置のほうがいいから、移動させないで」と僕の動きを止めた。


    「えっ？」


    　突然の指示に、驚いた声をあげる。


    「あっ、さっきの位置って」


    「ちょい上で撮ってたでしょ。そっちのが可愛かわいく撮れるから」


    「あ……はい、この辺りでいいかな」


    　五十嵐さんのリクエスト通りに、モニターを確認しながら、カメラの位置をややあげる。


    「うん、ばっちり……中断ごめんなさい。次の質問はなに？」


    　五十嵐さんは満足げに頷くと、顔を傾けて九重さんに続きを促した。どんなふうに撮られているか、そして、どんなふうに撮られたいかを、しっかりわかっているらしい。感心はするけど、正直なところ、自由に撮れないことにちょっと不満もある。けれど、インタビューに答えてくれているだけでもありがたいのだから、まぁ、仕方がない。


    「えっと。五十嵐さんが、この学校に入ったきっかけというか、理由を教えてください」


    「彩夏が、この学校に入ったきっかけ？　……うーん」


    　九重さんの質問を受け、五十嵐さんはほっそりとした顎あごに細い指先を置くと、考えるようなポーズを取った。添えられた指のせいで、ふっくらとした形のいい唇くちびるに自然と目がいってしまう。


    　モニター越しに見ていると、少し考えるように窄すぼんだ唇くちびるが、ゆっくりとつぼみが綻ほころぶように解けて、笑みの形に広がった。長いまつ毛を瞬まばたきでふさふさと揺らしながら、九くの重えさんに向いていた視線をカメラへと向ける。


    　映像だというのに、一瞬一瞬が静止画のようにカチッとハマっていて、連続するどの瞬間からも目が離せない。


    　幼い頃からテレビに映り続けてきたからこその技術なのか、それとも、五十嵐いがらしさんが持っている天性の才能なのかはわからない。けれど、他の人たちとはまるで違い、すでに完成している。


    　思わず、息を飲んでモニターを見つめていると五十嵐さんは、一度伏せた瞼まぶたを、ゆっくりと開いて、カメラに向かって言った。


    「これだって思ったから」


    「これって……アダルトビデオ？」


    　九重さんが畳みかけるように尋たずねた。五十嵐さんは自分のペースを崩されて、ほんの一瞬だけ少し嫌そうな表情を浮かべたものの、すぐに元の微ほほ笑えみを形作って頷き、早く続きを聞き出そうとせわしない様子の九重さんを焦じらすように、少し間を置いてゆっくりと口を開く。


    「彩あや夏かは、七歳の頃から芸能界にいるんだよね。デビューはヨーグルトのＣＭで、子役としてちょい役としてドラマに出たりしてたんだ。


    　それで、小学生でテレビのレギュラー番組を持った。小学生レポーターみたいな感じで、流行の場所をレポートする番組。それは結構人気番組だったから、名前を知られることになったけど、その頃は、結構すごかったよ。街中を歩いてると『彩夏ちゃんだ』って指をさされるから、いつも誰かに見られてもいいようにって気を張ってたな。


    　でも、中学生になってその番組を卒業することになったら、あんまり仕事がなくなっちゃって。女優になるほど演技が上う手まかったわけじゃないし、バラエティは好きだったけど、中学生って年齢的にちょっと使いにくいんだと思う。で、芸能界は嫌いじゃないし、どうしようかなって思っていたら、水着になることを勧められたの。グラビア。水着が恥ずかしいとかは、別になかったな。その前にも水着姿でプールのロケしたこととかもあったし。まぁ、その時はワンピース水着だったけど。


    　それに、子供のイメージを払拭するには水着になって『もう大人枠です』ってアピールするのも必要だと思った。


    　実は、やってた番組に出ていたコたちの中で、水着になったのは、彩夏が二番目だったんだ。一番目は、ひとつ年上だった女のコで、その時はすごく話題になってた。『子供アイドルが初ビキニでグラビアデビュー』って。


    　で、その次に彩夏に話が来たんだけど、思ったんだ。違うことがやりたいって。同じことだと、一番目くらいにはインパクトがないでしょ。


    　だから、彩あや夏かはヌードはどうだって提案したんだ。昔、宮沢りえさんが、人気絶頂の頃に、ヌード写真集を出して、ものすごい話題になったって話を聞いて、知ってたから、彩夏もそういうインパクトみたいなのを狙えるかなぁって。


    　けど、さすがにそれはまずい、児童ポルノなんちゃらに引っかかるって編集部側からＮＧが出て。十四歳だったからね。カメラマンの人は『女優としての覚悟がなんちゃら！』とか感激して撮りたがってたらしいけど。


    　で、じゃあ、『ヌードができるんなら、水着はちょっと過激でもいいよね』って話になって、写真集でＴバックになったんだけど、それがものすごく叩かれちゃったんだよね、ネットで。『子供にＴバック穿はかせるなんて』とか、『露ろ出しゆつばっかり高ければいいってもんじゃない』とか『両親は娘を売り物にしてる』とか。もちろん、マニアの人とかは喜んでくれたみたいだし、次はＤＶＤを出そうって話とかもたくさん来たけど、もっと大きな世間的には、『仕事がなくなって、安直に脱ぎに走った』みたいな雰ふん囲い気きになっちゃって。来る仕事も全部安っぽいグラビアばっかり。なんかもう、芸能界は無理かなぁって思っていた時に、この学校があることを知ったってわけ」


    「ということは、ＡＶに出て、もう一度注目を浴びたいって、そういうことですか？」


    　長い彩夏の言葉が、ようやく切れると、九くの重えさんが確認するように尋たずねた。


    「簡単に言えばそうかな。まぁ、そもそも彩夏にはさぁ、十八歳になった頃から、『高校を卒業したら、ＡＶに出ないか』っていう誘いはいくつかあったんだよね。


    　でさ、マネージャーなんかも『いまはＡＶで人気になれば、テレビにだって出れるようになってきてるから、悪くはないんじゃない』とか言いだして。で、このままいると、わたし、きっとＡＶに出ることになっちゃうんじゃないか、っていう予感もあって。で、ちょっと真剣に考えないと、ってよくよく考えてみたら、『そんなの絶対に無理！』って思ってたけど、『いや、でも、なんで無理って思ってるんだろ』って気が付いて。


    　一度はヌードだって決意したのに、なんでＡＶだけ特別視してるんだろうって。カメラの前でエッチするっていうのはもちろんハードルが高いけどさ。そもそも、ＡＶなんて見たこと自体がなかったし、どうやって、ＡＶのことを知ろうかなって思ったら、この学校のことを知って。で、これだ！　って。『専門学校に進学するんで』って理由で、事務所も辞めていまはただの一般人として、ここにいるっていうワケ、ですっ。みなさん、彩夏はがんばるので、応援してくれると嬉うれしいですっ！」


    　五十嵐いがらしさんはカメラに向かって小さくお辞儀をすると、手を胸の前に持ってきてバイバイのポーズを撮った。どうやら、さようなら、という合図のようだ。


    　正直なところ、五十嵐さんから、ここまで赤せき裸ら々らにぶっちゃけた本音が聞けるとは思っていなかったので、妙な達成感がある。カメラ映りは抜群で、こっちが求めていることを、的確に話してくれる。さすが芸能人はちょっと違う。存分に満足しながら、スイッチを切ろうとしたところで、慌てて九くの重えさんが言葉を継いだ。


    「あっ、まだ終わりじゃないの、まだひとつ、質問があるんです」


    「えっ？」


    「ごめんなさい。もうひとつだけ」


    「別にいいけど、なに？」


    　五十嵐いがらしさんは、一瞬だけ真顔になり、慌ててそれを取り繕うように笑みを作り直した。


    　どうやら、自分で考えた演出の中に、異物が入り込むのが嫌な性格らしい。アダルトビデオは、いくらドラマ物であっても、ドキュメンタリー要素がどうしても紛まぎれ込んでくる。どうするのだろうか。


    　そんな僕の心配をよそに九重さんは一句一句、噛かみしめるように五十嵐さんに向かって問いかけた。


    「じゃあ、最後の質問です。五十嵐さんにとってのエロスってなんですか？」


    「えっ？　彩あや夏かのエロス？」


    「そう、五十嵐さんは、何をエロスだと感じるか」


    「うーん……」


    　五十嵐さんは綺麗なカーブを描いている眉まゆ毛げをきゅっと寄せると、ぽん、と弾けるように顔を上げて言った。


    「そりゃあ、彩夏という存在そのもの……が、人にエロスを感じさせる存在でありたいと思ってる」


    



    　撮影を終えた僕と九重さんは、ちょっと一息つこうと食堂にあるカフェテリアでコーヒーを買うと、テーブルに並んで座った。


    　昼休みが終わり、社員の人たちは仕事に戻ったようで、さっきよりも食堂は空いている。時間調整をしているらしき外部スタッフや、講義の空き時間をつぶしている成専生がぽつんぽつんと席を埋めている程度だ。


    「五十嵐さん、なんかすごかったですね」


    　丸テーブルを挟んで斜め向かい側に座った九重さんがぽつりと漏もらした。


    「うん、さすがはプロだな。カメラ回してて思ったんだけど、しゃべり方にしても、視線の送り方にしても、正直、やっぱり三みツつ田だとは全然違ったし」


    「まぁ、それもあるけど、なんか同じ人間に思えないと言いますか」


    「そうかな、まぁ、芸能人は特別な人ってことなんじゃないかな」


    「そういうもんですかね」


    　九重さんは、どことなく奥歯にものが挟まったような口調で言うと、コーヒーを一口流し込んで「あちっ」と小さく悲鳴を上げた。


    「九くの重えさんは、どう思った？　五十嵐いがらしさんのこと」


    　何か言いたげな九重さんの様子が気になって誘い水を仕向けてみる。


    「うーん……なんていうか……ちょっと嘘うそくさいっていうか、頑張りすぎというか、渡わたり戸どくんはそういうふうに思いませんでした？」


    「嘘とかはついてるように思えなかったし、頑張りすぎっていうのは、まぁ、バイタリティのある人なんだなって思ったけど」


    「けど？」


    「……いや、それだけだけど」


    　九重さんは、僕の腹の底を探るような目を向けると、じっと僕の顔を覗のぞき込んで言った。


    「やっぱり渡戸くんも、五十嵐さんみたいな女性にエロスを感じるんですか？」


    「えっ、なに突然」


    「ほら、五十嵐さん、自分でも言ってたじゃないですか。エロスは自分自身だって。すごい自信あるんだなって思うけど、その自信の裏付けになる経験というか、確信があるんだなって思って」


    「そりゃ、五十嵐さんは綺麗だし、好きか嫌いかはさて置いて、男だったら『いいなぁ』とは思うんじゃないかな」


    「『いいなぁ』っていったいなんなんです？　それは好きってことじゃないんですか」


    「違うよ。好きとかじゃなくって、なんていうか……女の人だなぁって見み惚ほれちゃうっていうか」


    「五十嵐さんが女なんてこと、見惚れなくてもわかるし、五十嵐さん以外だって、女は女じゃないですかっ」


    　九重さんは、突然声のボリュームをあげると、勢いよく椅い子すから立ち上がった。


    「ちょっ、突然、どうしたの、九重さん」


    　突然の昂たかぶりに、面喰らいながらも必死に制止すると、九重さんははっと我に返って椅子へと腰を下ろして、上半身を前に倒し、テーブルにぺたんとおでこをひっつける。


    「……ううっ、ごめんなさい。ただの八つ当たりです……」


    「八つ当たり？　どうして」


    「……五十嵐さんみたいな、キラキラしてた人を見てたら、なんだかわたしの中のコンプレックスが刺激されてしまいました」


    「……コンプレックス？」


    「はい、そうです」


    　九重さんは上半身をテーブルに倒したまま、首から顔だけこちらに向けると、ぷくっとふてくされた表情を浮かべて頷いた。


    「なんでいきなり？」


    「自分でもわかんないんです。けど、五十嵐いがらしさんがあまりにも自分と違う世界の人間すぎて……顔とかスタイルとかも、もちろんそうなんですけど、ヘアヌードになろうって考えるとかがそもそも、想像を超えてますし、それが、中学生の時だったとかって、もう信じられないというか」


    「それで嘘うそくさいって思ったの？」


    「すみません……恥ずかしい」


    　九くの重えさんは再び下を向き直すと、頭をわずかに持ち上げてテーブルに頭突きするようにガンガンと打ち付け始めた。


    「ちょっと、九重さん、大丈夫？」


    「大丈夫です、おでこに傷くらいできたところで……ぐすっ」


    　しかも、泣いてるし！


    「ちょっと、九重さん。とりあえず顔をあげて、ほら」


    「無理です。もう恥ずかしくて合わせる顔が……うううっ」


    「いいから、いいから。怪け我がとかして欲しくないから」


    　どうにか止やめさせようとしても、九重さんは聞く耳を持とうとはせずに、むしろ、テーブルに頭を打ち付ける速度はだんだんと速くなっていく。


    　どうしよう、困った。


    　変なモードに入ってしまった九重さんをどうしたらいいのか、さっぱりわからないまま、僕はビデオカメラを取るとレンズを向けた。泣いている子供を黙らせるのに、別のことをして注意を引くのと同じ感じで、ひょっとして、泣き止むかもしれないと思ったからだった。


    「……九重さん、大丈夫ですかー」


    「ダメです、全然ダメです。あー、わたしってばみっともない、ぐずっ。けど、なんかスイッチが入ってしまって……あー、つらい。しまい込んでた暗黒面が暴れまくってます……」


    「その、九重さんの暗黒面とかコンプレックスとかって何ですか？」


    「……それを聞ぎまずが」


    　インタビュアーらしい口調で尋たずねると、顔だけはこちらに向けたものの、目線はテーブルに落としたまま、九重さんが口をつんと尖とがらせる。


    　不思議だった。泣いている女性という目を逸そらしたい存在であったはずが、カメラを媒ばい介かいにしたことによって、正視できる──いや、むしろ、九重さんのレアな姿を撮りたいという気持ちが僕の中に湧わき起こっていた。


    「いや、だって、九重さんが取り乱すとか珍しいからさ」


    「気を付けてますから。みっともなくならないように」


    「でもさ、ついでだから、教えてよ。言えばすっきりするかもしれないし」


    「……いいんですか？」


    「もちろん」


    　僕が頷くと、九くの重えさんは身体からだを起こし、テーブルに肘ひじをついた両手で顔面を覆った。どうしても表情を見られたくないらしい。


    　もしもビデオカメラを回していることを知られたら、話すのをやめてしまうかもしれない。僕はそっとカメラをテーブルの上に置き、九重さんが映るように、こっそりと角度を調整する。九重さんはカメラの存在には気づかないままで、ぼそぼそとした口調で語り始めた。


    「……ようするに、女性的な魅力の話です。女性として自信があるかないかっていう話で、五十嵐いがらしさんは中学生からヌードになることを考えちゃうくらい、女としての自分に自信を持ってるっていうのに、わたしときたら、こんなにちんちくりんで」


    「いや、でもそれは、人それぞれというか、九重さんには九重さんの魅力があるし」


    「じゃあ、わたしのヌードとかって価値があると思います？　無理でしょ、無理ですよ、こんな色気のないわたしの裸とか、誰も必要としてません！」


    「えっ、九重さん、もしかして、本当はＡＶ嬢になりたかったの？」


    「そういうんじゃなくって！」


    　九重さんは、勢いよく顔を覆っていた手を外し、ドン、とテーブルに強く打ち付ける。せっかく醒さめた興奮が再び戻ってきてしまった。どう落としどころをつけようかと悩ましく思っていると、ちょうどその時だった。背後からふわり、といい香りがすると同時に、トントンと軽く肩を叩かれた。


    「えっ」


    　反射的に振り返ると、


    「どうしたの、ふたりとも。すっごい目立ってるよ」


    　二ふた道みちさんが苦笑して立っていた。その隣には、いつもと同じ超絶可愛かわいいらしいスマイルを浮かべた七なな崎さきさんの姿。


    「あっ……ごめん。なんでもないんだ」


    　タイミングよく現れた二道さんと七崎さんという存在に、はたと正気に戻された気分だった。そして、そこに置かれているビデオカメラが、まるで悪魔のツールのように思えた。


    　というのも、さっきまでの僕は、九重さんが本心をさらけ出して、泣いている姿を見て、「面白い映像が撮れている」と内心わくわくしていたのだ。


    　普段の僕ならば、なんとか泣いている九重さんを、なだめて落ち着かせようと試みたと思う。けれど、ビデオカメラを手にした瞬間に僕は、九重さんの内側、心の中を覗のぞき込んで、映像に映し撮りたいと願ってしまっていたのだった。普段の僕には、そういった欲はないはずだ。むしろ、依存症気味の母親で懲こりているからこそ、女のコとは一歩距離を置いて付き合うように心がけている。なのに、いったいどうしたというのだろう。ビデオカメラというツールを手に入れたことで、僕に何がしかの変化が起こったかのようだ。


    「ならいいけど」


    　二ふた道みちさんは、目元をふっと緩めて微ほほ笑えんで、僕の肩にぽんと手を置いた。


    　そのしぐさが、白いシャツにチェックの学生服風のスカートとあいまって、まるで面倒見のいいクラス委員のようだ。それにしては、超ミニのスカートの下から覗のぞいている太ももは、大胆だけれども。


    「えっと、あなたのほうも、大丈夫？」


    　七なな崎さきさんが心配そうに、すっかり黙り込んでしまった九くの重えさんの顔を覗き込むようにして言った。


    「あっ、わたしですか？　それなら大丈夫です、平気です、一ミリも問題ないですっ！」


    　具合を尋たずねると、九重さんはまるでスイッチを入れられたロボットのようにシャッキリと背筋を伸ばし、泣きはらした顔で、ふたりに向かってきっぱりと断言する。と、七崎さんが突とつ如じよ、ハッと表情を変えて言った。


    「あっ……ひょっとして。美み奈なちゃん。わたしたち、おふたりのおジャマだったかも……」


    「えっ？　ああ！　……そういうことか。なになに、渡わたり戸どもなかなかやるじゃん」


    　七崎さんの発言を受けた二道さんも、何を誤解したのか、たちまち、にやりとした笑みを浮かべて、僕の肩口を肘ひじでつんつんとつつく。


    「あっ、ちょっと待って、そういうんじゃないからっ！」


    　慌てて呼び止めようとしたが、ふたりは目配せし合いながら、さっさとこの場から去っていこうとしている。


    「違うんだって。なんか誤解を……あああっ、そうだ！　ふたりに、お願いがあるんだ！」


    　テーブルに置かれたビデオカメラが目の端に入り、本題を思い出して呼び止める。


    「えっ、お願いって？　ふたりのことを秘密にしておいてくれとか、そういう？」


    「いや、そういうんじゃなくって、えっと……これなんだけどっ！」


    　何か勘違いしたまま、悪戯いたずらっぽい顔で僕の表情を覗うかがう二道さんに、テーブルに置かれたアンケート用紙を拾い上げて突きつけた。


    



    　あっさりと僕たちの取材を受けることに同意してくれたふたりは、僕の右隣の空いている椅い子すに腰かけて、さっそくアンケート用紙の項目を埋め始めた。


    「わぁ、美奈ちゃんって本当に字が綺麗だよねぇ」


    「ずっと習字やってたから。こう見えてもわたし、段持ってるの」


    「すごいなぁ、わたしはへたっぴだから、恥ずかしいな。それに書くのも、遅くって」


    「そんなことないよ、つぐみの字、女のコっぽくって可愛かわいくてうらやましい。まぁ、書くのは遅いけど」


    「あー。それ気にしてるんだから、笑わないでよぉ」


    　ふたりの会話を聞いて、こっそりと盗み見ると、二ふた道みちさんの字は見事な達筆で、七なな崎さきさんのほうは脱力系。ふたりの個性がアンケート用紙にも表われている。


    　それを見ながら、僕はものすごくあたり前のことを、再確認していた。


    　ＡＶ嬢になる（確率の高い）この学校の生徒だからといって、当然のこと、それぞれの個性があり、これまでの人生があり、考えていることがあるのだ。


    　それはイコール、僕がサムネイルで選んでいるＡＶ嬢たちにも同じことで、全員がビッチなのでも、全員が性的モラルが低いのでも、全員が野心的なわけでもない。ひとりひとりの理由がある。


    　目の前のこのコたちは、何を考えてこの学校に来たのか。その謎なぞが今から解き明かされることを思うと、自然と胸が騒いだ。


    　それに──僕はほんのりとではあるが、七崎さんに惹ひかれている。こんなにずっと見ていたい顔の持ち主に出会ったのは初めてで、だからこそ、特別な気持ちを持っていた。けれど、その気持ちをいまは押し殺している。


    　というのも、七崎さんがこの学校の生徒だからだ。いつかはＡＶ嬢としてデビューするということを考えると、気持ちにストップを掛けるしかないのだった。


    　ところが、ＡＶ嬢を目指しているのかどうかを堂々と尋たずねるチャンスがこうしてやってくるだなんて。もしも、七崎さんはＡＶ嬢を目指しているのではなく、例えば九くの重えさんのように、書くことに興味があったり、監督として制作することに興味があるのだとしたら。それを知ることができたなら、僕の心を占めている悩みは少し晴れるんじゃないだろうか。


    「はーい、終わったよ」


    　二道さんが書き終えたアンケート用紙をひらひらと揺らして終わりの合図を告げた。それに少し遅れて「わたしも終わったぁ」と七崎さんが両手をぴっと伸ばしてアンケート用紙を差し出す。


    「ありがとう。あと、インタビュー映像も撮りたいんだけど、いいかな」


    　ふたりが頷いたのを確認し、九重さんに呼びかけた。


    「映像もオッケーだって。九重さんの準備は大丈夫？」


    「あ、はい……こちらの準備はできてますです」


    　まだ自己嫌悪から完全に復活はできていないらしく、九重さんが塩を掛けた青菜のようにしゅんとして小声で言った。


    「よーし、じゃあ……どっちからがいい？」


    　ふたりに尋ねると、


    「わたしたち、ふたり一緒がいいなぁ」


    　と、七崎さんが二道さんの腕にきゅっとしがみついて言った。


    「って、つぐみが言ってるけど、いいかな？」


    「うーん、まぁ、別にいいけど」


    　二人がいいというのならば、特に反対する理由はない。それに、ふたりを一度に撮るからこそ、これまでとはまた違った映像が撮れそうな気もする。


    　映像を撮る楽しさに目覚めつつある自分を意外に思いつつ、いつの間にか、テーブルの向こう側がわにやられたカメラに手を伸ばして撮ると、ずっと録画をしっぱなしだったことに気が付いた。慌ててメディアの残量を確認したけれど、特に問題はなさそうなので、そのまま、九くの重えさんの左側に回り込むと、ふたりにレンズを向ける。


    「では、続いて、インタビューをさせていただきます。まずは、おふたりの名前と年齢から」


    　さすがにビデオが回り始めると、九重さんもしっかりとした口調を取り戻していた。


    「えっと、二ふた道みち美み奈な、十八歳。九州は福岡の出身です」


    　二道さんが先に言い、数拍あけて、七なな崎さきさんが続いた。


    「わたしの名前は、七崎つぐみ。十八歳。出身は……今は東京だけど、生まれは神奈川で、育ちは日本全国というか、海外も含めて、お父さんの転勤について、いろんなところを回っていました」


    「えっと、じゃあ、まずは二道さんから。九州から上京して、この学校に入学したんだよね。その理由を教えてもらえますか」


    　ふたりを一度にインタビューするのは、少しやりにくそうだけれども、今さら変えるわけにはいかない。九重さん頑張れ、と僕は心の中でエールを送る。


    「理由……それはまぁ、地元にいても、面白いことがなくって、東京に来たかったからかな。高校を卒業して、地元をぷらぷらして、親戚のやってるスナックを手伝ったりしてたんだけど、このまま、埋もれちゃうのもなぁ、って。


    　博多に出るってことも考えたんだけど、お金もないし、バイトで生計を立てるしかないでしょ。で、ちょっと調べたんだけど、ガールズバーとかキャバとか？　そういうところで働くことになるのかなぁ、でも、ちょっと将来のことも考えないとなぁ、って悩んでたところで、この学校ができるって聞いて。で、バイトも斡あつ旋せんしてくれるし、わたしなんかでも奨学金がもらえるってなったら、これでしょ、って思って」


    　確かに、この学校は、女性の場合、卒業後、もしくは、在学中に、女優として系列のプロダクションに登録すれば、奨学金の返済が免除になるという仕組みがある。


    　奨学金の返済が滞とどこおってからはじめて、「返せないのなら……」とＡＶ嬢になる道を提示することに比べれば、あらかじめ、そういう方法があるということも、入学前に説明していることは十分にフェアだけれども、なんとなくつけこまれているような気もしなくはない。


    「じゃあ、今度は七崎さんの理由を聞かせてください」


    「えっ、わたしの理由？　うーん、そこは美奈ちゃんとちょっと近いところがあるんだけど、東京にいたかったからかな」


    　七なな崎さきさんはそこで言葉を切ると、ふふふ、と二ふた道みちさんと顔を合わせて微ほほ笑えみ合った。本当にこのふたりは仲がいい。もしも僕がＡＶ監督という道に進んだとしたら、いつかは、やっぱりこのふたりを主演にレズものを……とまたいつもの妄想をしそうになり、慌てて止やめる。


    「あれ、でも、今は東京だって」


    「そう。東京に来たのは一年半くらい前だったかな。けど、マレーシアにお父さんの転勤が決まっちゃって、お母さんもついていっちゃった。それが半年くらい前。けど、わたしは東京が気に入っちゃったから、残ることにしたんだ」


    「それでこの学校に入ったのはなぜですか。東京に住むだけだったら、別にこの学校に入らなくても、よかったですよね」


    「うーん、それは……うーん、なんでだろ。理由、うーん、なんでかなぁ。なんでだろうなぁ。お父さんとお母さんに『ただボケッとしてても仕方ないし、まだ働くつもりがないんだったら、専門学校にでも行きなさい』って言われたんだけど」


    「それでも、あえてこの学校を選んだ理由は、ありますよね。特に、この学校はちょっと特殊というか、専門分野も特化されているから、『英語が勉強したかったから英会話学校』とか、『とりあえず事務の資格を取るとよさげだから、簿記』とかとはちょっと違うじゃないですか」


    「ほえっ、なんで？」


    　インタビュアーとしての務めを果たすべく、九くの重えさんが鋭く突っ込むと、七崎さんは目をぱちくりと見開いた。


    「えっ、だって、ＡＶですよ。アダルトビデオ業界って、そんな一般的な職じゃないっていうか、むしろ、ものすごくマイノリティな職種じゃないですか」


    「やーだ、九重さん、それ、ちょっと大げさじゃない？　いまどき、ＡＶやるって、そんなに特別なことでも、ないんじゃない？」


    　二道さんが黙っていられないとばかりに口を挟んだ。


    「えっ、あっ、でも、印象としては、やっぱりＡＶって、イメージとしては、ちょっと特殊な職じゃないですかね」


    　九重さんが、助け船を求めるように、僕と七崎さんとに言う。すると、七崎さんは、


    「うーん、ちょっとわからないかもしれない、ごめんなさい」


    　と、ぺこりを頭を下げた。


    「あっ、あの、謝られることではないんですけど……こっちこそ、ごめんなさい、ちょっと仕切り直しで……七崎さんは、じゃあ、英語とか簿記とかを学ぶのと、そういうのと同じ感覚で、この学校を選んだということで、いいですか」


    「うーん……あっ、この学校を選んだ理由、えっと、思い出した。授業が自由そうだったからだった。試験もないし、留年もないし、だから、気にせずに、思い立ったら、すぐに好きなところに行けるっていう」


    「えっ、好きなところに行ける？　それはどういう意味です？」


    「えっと、それは、そのままというか。あっ、わたし、どこかふらっと旅するのが好きなの。昔から、すぐに失しつ踪そうするとか言われてて、もう両親もわかってるから、捜されることもなくなっちゃった。てへへ」


    「じゃあ、カリキュラムが自由で、すぐに旅に出られるからっていう理由だけで、この学校を選んだっていうので」


    「はーい、そんな感じです」


    「はぁ……一応は、わかりました」


    　九くの重えさんは、なんとなく釈然としない様子で、溜ため息いきをついて頷いた。生き真ま面じ目めすぎる性しよう分ぶんゆえに、七なな崎さきさんの天然っぷりには振り回されてしまったようだった。


    　一方で、僕にしても、少し新鮮だった。


    　というのも、僕は九重さん寄りの考え方をしているからだ。いくらＡＶ嬢という職業人口が何千人、何万人もいようが、年間一万本以上のＡＶが作られていようが、やっぱり、ＡＶ作りを学ぶっていうことは、英会話や簿記を習うのとは、ちょっと違う。


    　だからこそ、ふたりの気が合うのもわかった。


    　ふたりの人生に対する考え方や身の軽さ。今までの人生でふたりが獲得してきた自由さは、僕や九重さんががんばって身につけようとしても、そう簡単にいくものではない。しかも、それは、身についていないと、ＡＶ業界で生きていくには、なかなか難しい素質のような気がしている。


    「あれ、なんか大丈夫？」


    　僕と同じく、何かを考え込んで黙ってしまった九重さんを気遣うように、七崎さんが顔を覗のぞき込んで言った。


    「あっ、すみません、ちょっと考えがまとまらずに、つい、黙ってしまって。続きいいですか」


    　九重さんは慌てて我に返ると、ふたりに取材を続けることを確認した。ふたりがにっこりと頷いたのを見て、九重さんはちらりとアンケート用紙に視線を落として、再び顔をあげて言う。


    「じゃあ、ふたりにとってのエロスとは？」


    「エロス……って？」


    　ふたりが口を揃えて問い直した。


    「えっ、エロスっていうのは、その、なにをいやらしいと思うかってことです」


    「やぁだ。そんなの、難しい言葉でかっこつけないで最初から、そう言ってよ、ねぇ、つぐみ」


    　二ふた道みちさんはテーブルをバンバンと叩きながら、大声で笑った。


    「あ、すみません。あんまりダイレクトに尋たずねると、嫌がる人もいるかと思って」


    「そんな人、まさかいないでしょ。九くの重えさんは真ま面じ目めだなぁ」


    　二道さんは何が面白いのか、まだ笑いが止まらない様子だ。


    「美み奈なちゃん、笑い過ぎだよ。ほら、九重さんが困ってるってば」


    「いや、笑い終わってからで、大丈夫ですけど」


    　見かねた七なな崎さきさんが二道さんをいさめる。九重さんは、少し傷ついた表情だ。


    「ごめんね、悪気はないんだ。ただ、ほら、笑いのツボにはまっちゃうことってあるでしょ、ホントごめんなさい、くっ、くくっ」


    「もうっ、いいよ、美奈ちゃん。わたしが先にしゃべるからぁ」


    　懸命にこらえてはいるものの、なかなか笑いが止まらない二道さんを見かねて、珍しく七崎さんが前に出てきた。


    「助かります……では、七崎さん、お願いします。七崎さんは、何をいやらしいと感じますか？」


    　気を取り直したように、きっぱりとした口調で九重さんが問いかける。


    「えっと、いやらしい……うーん。いやらしい……難しいなぁ。ごめん、わたしが先にしゃべるって言っておいて、答えは考えてなかったです。どうしよう」


    　七崎さんは頭を抱え込むと、うんうんと唸った挙句、ぱぁっと晴れた表情で言った。


    「わかった！　あれですよ、ちんすこう！」


    　その瞬間に、再び二道さんが盛大に噴き出した。


    「ちょっとぉ、つぐみ、なに言ってんのよ。それってただのお菓子じゃないのよ」


    「えー、だって、ちょっと紛まぎらわしいというか……『ちん』に『すう』に『こ』まで入ってるだなんて、ちょっとほら。わたし沖縄に住んでたことがあったんだけど、このお菓子の名前だけは言えなかったし、友達がふつうに口にするたびに赤面してさぁ」


    「えーっ、お菓子の名前でいったら、カヌレとかのほうがエッチくない？　濡ぬれてる感じで」


    　沖縄時代を思い出したのか、おどけたのか、語尾を沖縄風のイントネーションにして七崎さんが言った。それに負けじとケタケタと笑いながら、二道さんが応戦する。


    「えっ、カヌレってなんだっけ？　ああ、あの茶色くて硬いやつ？　けど、あれ、濡れてる要素一個もないよ？」


    　あまりのくだらなさに七崎さんも噴き出し、それを皮切りに、ふたりでヌレヌレと連呼しては、爆笑を始めた。完全にふたりの世界だ。


    　映像としては、そんなふたりのじゃれあう姿は、悪くない……どころか、最高に可愛かわいらしい。が、取材用の映像なのに、これでは収まりがつかない。けれど、このまま、ずっとふたりの姿を見ていたい気持ちもあり、悩ましい。すると、七崎さんが僕の顔をちらりと見て、突然シャキッと背筋を伸ばし、二ふた道みちさんをいさめるように言った。


    「もうっ、ちゃんとしようよぉ。渡わたり戸どくんも困ってるし。ね、美み奈なちゃんのエッチポイントはなに？　わたしはねぇ……これ、恥ずかしいんだけど、言っちゃうよ」


    「えー、なになに？」


    「えっとね、キス」


    　七なな崎さきさんは、囁ささやくような小さな声で言うと、恥ずかしそうに顔を真っ赤に染めた。


    「えっ、ウソ。エッチなのは、キスから先でしょ。むしろキスとかロマンチックだし」


    「違うよ、美奈ちゃん。だってさ、エッチとかは、身体からだの反応のほうが大きいでしょ。気持ちのいい場所があって、そこを触ったり、擦こすったりしたら、たとえ、自分ででも、気持ちよくなっちゃうでしょ。でも、キスは違うんだよ。自分で唇くちびるをなぞっても別に気持ちよくないしさ。それに、牛タンを食べたとしても、気持ちよくならないんだよね」


    「キスと牛タンは違くない？　牛タン食べて気持ちよくなる人がどこにいんのよ。っていうか、つぐみ、食べ物ネタ多くない？」


    　二道さんが、呆あきれた声で言った。


    「そう、それが不思議なの！　だから、キスだけは特別っていう意味で、わたしの中の一番エッチなのが、キス」


    　七崎さんは、顎あご下したでうっとりと祈るように両手を組んで宙を仰いだ。そうか、七崎さんにとって一番エッチなのはキスなのか。


    　そんなことを言われたもんだから、七崎さんの唇に、つい視線が向いてしまう。薄い色のグロスの塗られた、つやつやとしたその唇が、誰かの唇と合わさったことがあるだなんて。嫉しつ妬ととまではいかないが、羨うらやましさで胸がチリッと軽い痛みを憶おぼえた。


    「あの、すみません。ちょっと聞きたいことがあるんですけど。七崎さんに」


    　と、ふたりのノリに置いてけぼりにされ、ずっとあっけにとられた表情を浮かべていた九くの重えさんが、おずおずと割って入った。


    「えっ、わたしに？　なんだろ」


    「さっき、『エッチとかは、身体の反応のほうが大きい。気持ちのいい場所があって、そこを触ったり、擦ったりしたら、たとえ、自分ででも、気持ちよくなる』ということをおっしゃっていたと思うのですが」


    「うん」


    「ということは、そういうところを他人に触られても、もちろん気持ちよくなる、ということでよろしいでしょうか」


    　九重さんが尋たずねると、七崎さんは目をぱちくりと広げた。予想外の質問だったようだ。


    　僕からしても、そんなことをなぜ、九重さんが尋ねるのか、その真意がいまいち掴つかめずにいた。だって、気持ちのいい場所──例えばペニス──を触られた場合、それが誰であっても、ひとまずは気持ちがよかったり、ともすれば勃ぼつ起きしてしまう。女性って同じではないのか。なのに、そんな当然のことを問う九くの重えさんの質問の意味とは。


    　しかし、七なな崎さきさんよりも早く反応したのは、二ふた道みちさんだった。


    「あー、わたしは『誰でも』は無理だなぁ。正直なところ、好きな人以外は無理」


    「えっ、そうなの？」


    「そうだよ。そんなのあたり前で、言うまでもないことでしょ」


    　思わず聞き返すと、二道さんは当然のこととばかりに胸を張って主張する。


    　七崎さんは困ったように口ごもると、小さな声で言った。


    「うーん、でもさ、触られたら、気持ちよくなっちゃうっていうこともあるんじゃないかな。好きとかとは関係なしに。身体からだってそういうものだと思うんだけど」


    「えーっ、そんなことないよねぇ。九重さん」


    「はい、ないです」


    　女のコ同士で意見がぱっかりとふたつに割れてしまった。


    　劣勢なのはひとりしかいない七崎さんのほうだ。


    「うーん。でもさ、誰が作ってもオムライスはオムライスで美お味いしいよ。好きな人が作ってくれたやつだと、なおさら美味しいかもしれないけど、でも、料理のプロの人が作れば、そっちのほうが、美味しいかも」


    「もう、つぐみはまた食べ物に例えるんだから」


    　苦笑する二道さんに、七崎さんはぺろっと舌を出して肩をすくめた。


    「うーむ。これについては、個人差ってものですかね」


    　九重さんが興味深げに頷く。誰もが同じわけではないのは当然のことだけど、こうして、実際に話を聞くと、いろんな考えがあることが理解できて面白い。アンケート取材をした意味はあった、と思うと同時に、ひとつ、どうしても心の中に引っかかることがあった。


    　プロの作ったオムライスのほうが美味しいという話。七崎さんに食べてもらう機会があったとしても、きっと僕のオムライスではかなわない。そう考えると、ずどんとへこんだ。


    



    　三みツつ田だや七崎さん、二道さんや五十嵐いがらしさんのほか、数名の学生たちの協力のもと、アンケートはちょうど九名分、撮ったインタビューデータは、百八十分を超えた。それぞれの答えがユニークで、僕も九重さんも「やってよかった」という点では、一致していた。


    　が、この後、どうやって課題としてまとめるかで、意見が割れた。せっかく撮ったのだから、映像を編集して一本の作品にまとめよう、というところまでは、僕も九重さんも同じだったけれど、そのまとめ方については、互いの主張がバラバラだったのだ。


    　僕は、九重さんを中心として、この学校に入学した生徒たちが、それぞれ違った経緯や思いを持っていること、エロスについても、ひとつにはまとめきらない、というそのままを、ドキュメンタリーとして提出したいと思った。そのためには、カメラテスト用に語ってもらった九くの重えさんの話と、なんなら、その後の『暗黒面の吐と露ろ』も、インタビューの一部として、出すことが必要だと思った。あのパートを入れることによって、取材をした僕らも、また「将来への不安に悩み、迷っている」というスタンスを見ている人たちに伝えられると思ったのだ。


    　しかし、九重さんはあの部分はあくまでもカメラのテスト用に撮ったもので、絶対に発表するつもりはないという。おまけに、号泣姿をこっそりと盗撮していたことで、「こんなものまで、こっそり撮っていたのか」と白い目で見られたりもした。


    　おかげでなんとなく気まずくなってしまって、キャンパスで会ってもよそよそしく挨あい拶さつをして通り過ぎるだけだ。


    　課題の提出は、いよいよ三週間後に迫っている。


    　別に出さなくともペナルティはないが、なんせ当人のやる気を、最も重要視する校風だ。自己アピールする気のないものは、この学校内に、居場所などない。


    　三みツつ田だでさえも、課題を提出する気はあるとのことだし、その内容も、すでに決めているという。女優志望の女のコたちは、自分を被写体としてポートレートを撮影し、ＲＯＭにしたり冊子にまとめたりするという。衣装に興味のあるものは、モデルとカメラマンを見つけてカタログを作ったり、実際の手作りしたランジェリーなんかを提出する人もいるようだ。


    　困った。九重さんとの話し合いがまとまらないまま、一週間以上が経っていた。


    「はぁ……」


    「こら、そこの男子生徒。なに溜ため息いきついてんだ。そんな態度だと現場の雰ふん囲い気き悪くすっぞ」


    　講師を務めるプロカメラマンの生いく田たから大声で叱しつ責せきが飛んできた。


    　今日、受けている講義は『スチール撮影術』。ＡＶのジャケットなどに使われる、静止画撮影のテクニックを学ぶ講座だった。九重さんとの取材活動を通してビデオカメラの使い方に興味を持ち、ついでに、静止画撮影用のカメラも学んでみるのはどうか、と思って試しに出席してみたのだった。


    「……すみません」


    「これまた、辛しん気き臭くさい声出すんじゃねぇ！　カメラを通して、こっちのやる気がモデルに伝わるんだ。そんなどんよりしてちゃ、モデルだっていい顔できるわけがねーだろ」


    「はいっ！　すみませんっ！」


    「よし、その調子！」


    　声を張り上げ、ついでに勢いよく九十度まで頭をさげると、生田は、満足げに頷いて、再び撮影術のレクチャーに戻った。


    　この講義は少人数制で、講義室も二十畳に少し足りないくらいの会議スペースに、長テーブルが六つほど置かれているだけだ。参加している生徒も、十人未満だから、広々とはしているものの、生田の目は生徒みなに行き届いている。そのため、さっきから、緊張感の溢あふれる時間を過ごしているのだった。


    　今まで取ったことのない講義を学ぶことは、課題のヒントにもなるかと思って参加してみたものの、生いく田たがあまりに体育会系のノリで講義を進めていくので、始まってすぐにうんざりした。講義を受けている生徒たちが、なぜか１００％男というのも、正直、むさくるしい。


    　が、カメラ自体をいじるのは思っていたよりも、面白かった。普段見慣れている景色が、写真に撮ると不思議と意味を持ってきたりする。


    　殺風景な講義室に置かれている、ホワイトボードやカメラの教則本、真剣な面おも持もちでカメラを操作している生徒の表情、どこを切り取っても、その一枚の画像の裏には、なんらかのストーリーが潜ひそんでいる。それを、どう切り取れば、見る人たちに伝わるのか。インタビューの時に使ったビデオカメラも楽しかったけれど、スチールカメラにはまた別の魅力がある。いっそ、課題は静止画作品にしようか。しかし、被写体は何を撮ればいいのだろうか。再び思案の海へとぶくぶくと沈んでいきそうになっていたその時、生田が声を張り上げて言った。


    「よし、じゃあ、抜き打ち実習だ。今、隣のクラスでフォトジェニック講座を受けている生徒たちが来るから、ひとりないし、二人、もちろん、三人、四人でもいい。組んで試しに写真を撮ってみろ。口説くのはお前らだぞ。それも授業の一環だからな！」


    　えっ。顔をあげると同時くらいに、講義室の扉が開いて、女子生徒たちがわらわらと入ってきた。


    「お邪魔しまーす！」


    　途端に講義室の中に、ぷんと女のコたちの甘いにおいが立ち込める。なんだこの展開は。こんなことになるとは、知らなかった。あっけにとられている僕をよそに、カメラを持った男子生徒たちは素早く立ち上がって、女子生徒たちのもとへと押し寄せる。


    「あぶれたら、次回の講義は参加できないぞ。次回は今日撮った写真をもとにした、レタッチ術だからな！」


    　生田の怒号に急せかされるまま、慌てて立ち上がると、誰か見知った顔を捜す。九くの重えさん……はいるわけがない。七なな崎さきさんと二ふた道みちさんの姿もない。五十嵐いがらしさんの姿を見つけた！　が、すでに数人の男たちに囲まれていて、僕の入れそうな隙すき間まはない。


    　どうしたものか。空いている女のコ、誰でもいいから、僕と組んではくれないだろうかと、きょろきょろと辺りを見回すも、どの女のコにも男が群がっているし、ここぞとばかりに複数の女のコを独占している男までいる始末だ。


    　ヤバい。このままではあぶれる。


    　いや、別にあぶれたらあぶれたで、それでもいい。それは僕はスチールカメラには、縁がなかったということなのだ。仕方がない。半なかば諦あきらめかけていた時、ひとりの女生徒が近寄ってきて、話しかけてきた。


    「ねぇ、まだ決まってないんだったら、わたしと組みません？」


    「えっ！」


    　僕は突然のことに、驚きを隠せずに思わず声をあげた。というのも、僕に話しかけてきた女性は、学内でちょっと話題の人物だったからだ。


    　近この八や侑ゆう李り。僕と同じで成専に今年入学した同期生だが、まともに話したことは一度もない。この学校に入って初めての、現場の見学実習で一緒になったことが唯一の接点だ。確か年齢はひとつ年上の十九歳……というのも、確かではないが、しかし、最低でも十九歳以上ではある。なぜ、そう推定できるか、というと近八さんは昨年の五月に、一度ＡＶでデビューしているという噂うわさがあるからだ。ＡＶ嬢になれるのは十八歳からだということを考えると、最低でも十九歳以上というわけだ。


    　近八さんについては、いろいろな噂がある。


    「成専所属のＡＶ女優、初デビュー！」として、開校早々に話題を作るために、仕込みで入学してきたという説や、前にいたはずの事務所のウェブサイトからは、今はプロフィールが消されているため、いったんＡＶを辞めたものの、まだ未練があって再び戻ってきたという説など。


    　三みツつ田だは近八さんの作品を、もう手に入れて持っていると言っていた。実は僕も次に貸りる約束をしている。が、なかなか受け渡しのタイミングが合わずに、しかし、貸してもらう約束をした以上自分で買うのもはばかられて、そのままになっているのだった。


    「あの、僕と……ですか」


    「はい、迷惑ですか？」


    　向けられた華やかな笑顔が、ゴージャスで圧倒される。


    　笑顔だけではない、艶つややかな漆しつ黒こくのロングヘアーに、豊満な胸元がこれでもか、と強調された白いカットソー。黒い超タイトなミニスカートからは、むちむちの足が覗のぞいている。


    　さすがは元ＡＶ嬢というべきか。オーラでいえば、五十嵐いがらしさんも負けてはいないが、エロさのレベルが全然違う。見るからに全身から「女！」というフェロモンが漂ってくる上に、ぷんと強く香る、強い花のような媚び薬やくめいた匂においに頭がくらくらする。


    「いえ、そんな迷惑とか……そんなわけ……」


    「よかった。じゃあ、わたしを撮ってくれますか？」


    　その迫力に気け圧おされながら、ドギマギとした反応を返すと、近八さんは整った顔に、人ひと懐なつこい笑みを浮かべて言った。


    「でも、なんで僕……その……僕なんかに……わざわざ」


    「えっ、わたし、こういう時に、ちょっとその場に馴な染じめないでいる、みたいな男性がいると、放っておけないタイプなんですよね」


    「そ……そうなんだ……」


    　その言葉を聞いた瞬間、三ツ田が興奮気味に話していた、近八さんらしき女性が出ているというＡＶの内容を思い出した。


    　たしかタイトルは『十代のお姉さんが、童貞お兄さんの筆おろししてあげる』。近この八やさんの役どころは童貞キラーらしいから、今の発言とまったくブレていない……とはいえ近八さんが元ＡＶ女優であることは、まことしやかに囁ささやかれているとはいえども、決定ではない。が、その風ふう貌ぼうはもちろんのこと、こうした言動のひとつひとつを取ると、リアリティばかりが増していく。


    　実際のＡＶ女優。エキストラや実地見学で会った、松まつ田だ藍あい里りさんや、紗さ村むら朱あか音ねさんといったＡＶ女優たちの姿がまざまざと蘇よみがえってくるどころか、目の前の女性と重ね合わせてしまう。このコが男優と絡からんだり、ペニスを嬉うれしそうに口に入れたり、身体からだをぴくぴくと痙けい攣れんさせて、カメラの前でエクスタシーに震えているだなんて。エロい。エロすぎる。


    　近八さんが醸かもし出すフェロモンのパンチ力に、僕は自分でも意外なほどに狼ろう狽ばいしてしまっていた。


    「じゃ、じゃあ、よろしくお願いします」


    「やだ、そんなにカチカチにかしこまらなくても、大丈夫だから」


    「いや、あの……なんかおかしなことがあったら、教えてください」


    「うふふ、緊張しすぎだよ。ほら、腕の力抜いて、こんなにカチカチにしてたら、上う手まくできないでしょ？」


    　恥ずかしいことに、近八さんの唇くちびるから「カチカチ」という言葉が出るたびに下半身にズキッと衝撃がはしる。僕はいま、生まれて初めてＡＶ嬢と一対一で対面して、ものすごい緊張を憶おぼえていた。


    　近八さんの全身から噴出されているフェロモンに、心臓が尋常じゃない速さで脈打っている。その血はまっすぐに下半身へと送り込まれ、股こ間かんまで熱く滾たぎり始めてしまった。


    「じゃ、じゃあ、その撮影を……しようと思うんですけど」


    「はい、お願いします。せっかくだから、窓際で撮ったらいいかも。自然光が入るし」


    　近八さんはにっこりと微ほほ笑えむと、くるりと踵きびすを返して、作業テーブルを回り込み、窓辺へと、たたたっと、小走りで駆けていった。慌ててその後を追いかける。


    「この辺りとかどうかな。ちょっとレンズ、覗のぞいてみて」


    「うん、いい……気がする」


    「気がする？」


    「あっ、ごめん。僕、この講座に出るの、初めてで、あんまり写真のこと、わかってなくって」


    「そうなんだ。わたしもポートレートモデルの講座は初めてなんだ。一緒だね。初心者同士、がんばろう？」


    「あっ、ありがとう」


    　気を遣ってくれているのか、近八さんの言葉に励まされながら、ファインダーを覗いてピントを合わせ、シャッターボタンを押す。


    　数枚撮ったところで液晶に映して出来上がりを確認する。モデルがいいのか、素人しろうと目めではあるものの、悪くはない。


    「わたしにも見せて。わっ、よく撮れてる。この五枚目の写真、すごく好き」


    　近この八やさんは僕の隣に回り込んでくると、手元のカメラの液晶を覗のぞき込んだ。


    　そのはずみに半袖のカットソーから剥むき出しの白い二の腕が、僕の身体からだにぴとりと触れる。


    　わっ。近八さんの腕の柔らかさに驚いて、身体がフリーズした。すべすべとしたきめ細やかな肌がしっとりと僕の腕に密着すると同時に、ぷんと甘いにおいが鼻孔をくすぐる。


    　なんだかものすごく、好ましい。「女のコが近くにいる」という緊張ももちろんあるが、それ以上に、近くにいてくれることが、嬉うれしくて堪たまらない。全身の細胞が歓喜に沸き立つような、この感覚はいったいどうしたことだろう。


    　おまけに、この角度。僕と近八さんの身長差はたぶん十数センチくらいだと思うのだが、僕のほうが少しだけ目線が高いせいで、ちょうどその胸元が覗き込めてしまうのだ。しかも、Ｖの字に開いたカットソーを盛り上げているむっちりとした膨ふくらみは、ハレンチとしかいいようがないほどに豊満で、その分、双山の間の渓けい谷こくは深い。


    　なんだこの肉体の破壊力は。この並外れたセクシー感は。


    　僕は、半なかば打ちひしがれた気持ちでさえあった。


    「ね、もうちょっと動きがあったほうが、面白いんじゃないかな」


    「あっ、うん。そうかも」


    「じゃあ、机に座ってみようかな。そしたら、脚も写るしね」
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    　言うが早いか、近この八やさんは僕から身体からだを離すと、あっという間に対面へと移動した。そのまま、軽やかな動きで、テーブルの上に腰かけると、優雅な動作で脚を組む。すると、むっちりとした太ももが丸出しになったばかりでなく、黒いタイトなスカートからパンツまでもが見えてしまいそうだ。


    「これでどうかな……脚組むの、こっちのがいい？」


    　近八さんはゆっくりと脚を組み替えて首を傾かしげた。


    　一応、パンチラを気にしてか、スカートの裾すそを押さえながらだったものの、白っぽい布地がちらりと覗のぞいて僕の網もう膜まくに焼き付く。


    「あ、うん、その……バッチリです」


    「やだ、なんでいきなり敬語？」


    　近八さんはつやつやの唇くちびるに苦笑を浮かべると、僕のほうへとぐっと身を乗り出した。


    「いや、なんとなく……」


    「ね、敬語はやめて。たぶん、わたしのほうが年上だと思うけど」


    「いくつでした……だったっけ？」


    　再び敬語を使いそうになるのを、慌てて直して尋たずねる。


    「十九歳。今年、二十歳になるの」


    「じゃあ、学年でいうと、ふたつ年上になるのかな」


    「そっか。君は十八歳か、若いね」


    「いや、そんなに変わらないと思うんだけど」


    「十八歳と二十歳は、全然違うよ」


    　近八さんはゆっくり首を横に振ると、両脚を揃えて持ち上げて、お尻を中心にしてくるっと回った。窓側を向いて膝ひざを抱えて体育座りになった状態だ。


    　ボリュームのあるお尻のせいで、スカートがさらにぐっとあがって、太ももが思い切り露あらわになっている。ついつい引きつけられる視線を、カメラのファインダーを覗くことで誤ご魔ま化かして、僕は続けた。


    「そうかな、そんなに変わらないと思うけど」


    　それとも、近八さんから見るとふたつ年下の僕なんかは、幼い子供に見えるのだろうか。


    「けど、十代の二年間って大きいよ。姿かたちは、そんなに変わらなくても、十八歳はまだ始まってないし、十九歳だと始まった後だもん」


    　近八さんは唇をつんと尖とがらせると、窓の外に視線を遣やった。つられて僕も外を見ると、青く澄み渡った空しか見えなかった──近八さんに見えている空の色は、僕が見えている空の色とは、同じはずなのだけれど。


    



    「よーし、終了。ポートレート講座の女のコたちは解散！　うちの教室の野郎どもだけ残れ！」


    　生いく田たの号令が鳴り響くと、それぞれ写真を撮っていたぺアないしグループの男性陣は一斉にカメラを降ろした。


    「ありがとね。楽しかった」


    　近この八やさんはテーブルの上からぴょんと飛び降りると、僕に右手を差し出す。


    「あっ、こっちこそ……モデルをしてくれてありがとう。近八さんが声をかけてくれなかったら、あぶれるところだったかも」


    　ドキドキしながら右手を差し出し返すと、近八さんはその手をぎゅっと握ってくれた。細い指の小さな爪つめには、綺麗なネイルアートが施ほどこされている。


    　爪の先まで、そんなふうにしている女のコは、高校の同級生にはいなかった。近八さんの言う通り、やっぱり十代の二年間は大きいのかもしれない。


    　……ＡＶに出ていた、という近八さんの二年間はどうだったんだろう──ふとそんなことを考えた瞬間に、思いついた。


    「あのさ。ちょっとお願いがあるんだけど……相談に乗ってもらえないかな」


    「えっ、なになに？」


    「実は、今度の課題用に、学内を取材してるんだ。生徒のみんなに、アンケートをとって、で、インタビュームービーも撮って、って感じなんだけど、近八さんにお願いできないかな」


    「アンケートとかインタビューの内容はどういうの？」


    「別に変なのじゃなくって……えっと、この学校に入ろうと思ったきっかけとか、前は何をしていたか、とか。あと、いまの自分が考えるエロスについて」


    「うーん……」


    　今まで断られることはなかったから、近八さんについても問題なく了承してもらえると思っていた。が、予想に反して反応は浮かない。


    「厳しいっぽい？」


    「そうだね。ちょっとわたしは、ダメかも」


    　近八さんは申し訳なさそうに、それでもきっぱりと首を横に振った。


    「そっか……」


    　あっさりと断られてしまった。


    　完全に公私混同といえるけれども、正直、近八さんの身の上を知りたいと思っての申し出だったから、落胆は大きい。


    「ごめんね……その代わりというのはなんだけど、課題について、わたしからもお願いがあるんだ」


    「うん、なに？」


    「あのね、わたしも、なにか課題を提出したいなぁって、今さら思い始めちゃって。渡わたり戸どくん、手伝ってもらえない？」


    「えっ!?」


    　予想外の申し出に思わず驚きの声をあげてしまった。


    　きっと豆鉄砲を食らった鳩はとのような表情をしているに違いない、僕の顔を覗のぞき込んで、近この八やさんは鼻の頭に皺しわを寄せて、悪戯いたずらっぽく笑った。つやつやと光る形のいい唇くちびるが、きゅっと三日月形を作る。


    「わたし、ひとりじゃ何もできないし。だから、一緒にして欲しいんだ。ダメかな？」


    「い……いいけど……」


    　目の前に、こんなお色気をぷんぷんと放っている美少女がいて、そのコの頼みを断ることなんか、普通の男だったら、できるわけはない。


    　冷静に検討する余裕もないまま、僕の唇から同意の言葉が勝手に溢あふれ出ていた。


    「ありがと！　じゃあさ、明日の待ち合わせの時間とか、場所とか、あと、衣装とかは夜にケータイでやりとりしよ。連絡先、教えて」


    「う、うん」


    　近八さんは、僕と、素早くメッセンジャーアプリのＩＤを交換すると、急いだ様子で、僕の手をもう一度、両手で握手するように握り、まるで風のように、さっさと教室から出ていってしまった。


    　夢……だったのかな。しかし、僕の手の中には、近八さんの連絡先の入ったスマホと、撮影したデータが入ったカメラもちゃんと持っている。


    　あっ、そうだ。授業用にと機材室で借りたこのカメラの、貸出手続きを延長しなくては。そんなことを、突然のことに処理しきれていない頭で考えていると、生いく田たの怒号が飛んだ。


    「お前、いつまでぼけっと立ってんだ。さっさと席につけ！」


    



    　近八さんとの待ち合わせ場所は、中野駅の改札だった。


    　昨晩、メールでどんな作品にするかを話し合ったのだけれど、いまいち、イメージが固まらず、だったらいっそのこと、カメラを持って会って、写真を撮りながら、相談しようということになったのだった。


    　待ち合わせの場所に、僕の住んでいる街、中野を選んだのは土地勘があるからだった。新宿や渋谷だとどこに何があるかさっぱりだし、道にだって迷いかねず、近八さんの「どこでもいいよ」という言葉に甘えた形になる。


    「……ふわっ」


    　待ち合わせの五分前についてしまった僕は、あくびを噛かみ殺しながらガードレールに腰掛けて、近この八やさんの到着を待っていた。


    　昨晩、実は三時間ほどしか寝ていない。


    　というのも、ポートレート講座の後のことだった。


    　三みツつ田だと別の授業で一緒になった時に「これ、遅くなってごめん」と、二枚のＤＶＤを手渡されたのだった。


    　タイトルは『十代のお姉さんが、童貞お兄さんの筆おろししてあげる』。


    　ジャケットの表面で露ろ出しゆつ度どが高いキャミソールにタイトスカートを身に着け、脚を開いてしゃがみこんだ挑発的なポーズで、パンチラどころか、どうだとばかりにパンモロを見せつけているのは、確かに近八さんに見えた。


    　どうやら、以前から、貸してくれるといっていた近八さんらしき人が出ているアダルトビデオを、まさかのこのタイミングで持ってきたらしい。


    　ドラマ物らしいが、もちろんアダルトビデオだから絡からみはあるだろし、パッケージを裏返せばそこに、近八さんのヌードがばっちりと載っていることは、僕の、少ないながらも、これまでの経験値からわかっている。


    「内容も、すっげぇよ。近八ちゃん、マジで本物。ＡＶ嬢として本物すぎる」と熱弁する三ツ田には、近八さんと一緒に課題作品を作ることになって、明日は二人で会う約束をしていることを、なんとなく告げられないまま、一応は借りて家に持って返ったものの、一晩中、「見るか、見ないか」でさんざん悩んだ挙句に、朝を迎えてしまい、見事に今日は、寝不足というわけだった。


    　別に、近八さんの出演作品を観たところで、今日会うのが気まずくなるというわけではない。何かのたびに思い出して、都度、ちょっと興奮したりするくらいはあるだろうけれど、それくらいはなんとか、ポーカーフェイスで誤ご魔ま化かせると思う。


    　では、なぜ見ることを躊ちゆう躇ちよしたかというと、その作品の監督を務めるのが、タダノだったからだ。


    　タダノ作品は、何度も好きで見ている。だから、きっといいものであることもわかっている。近八さんの魅力を、存分に引き出す演出をしているに違いない。


    　だからこそ、見たくなかった。


    　僕は近八さんと一緒に課題作品を作るのだ。その前に、同じ近八さんをモデルにしたタダノの作品を見て、打ちひしがれたり、悔しく思ったりするのはまっぴらだった。


    　が、一方では見たくて仕方ない気持ちもあった。だって、近八さんのエッチなところが見られるのだ。正直なところ、好奇心がくすぐられるところはもちろん、本能の衝動として、見たくて仕方がない。


    　……というわけで、見たい気持ちと見るものかという気持ちに揺れ動きながら、ほとんど眠ることができずに、今に至るというわけなのだった。


    　だから、結局のところ、近この八やさんの作品は、鑑賞せずじまいなのだが、それが正しかったのかどうか、僕はいまだにわかりかねていた。


    　というのも、『彼を知り己を知れば百戦殆あやうからず』とでもいうべきか。近八さんを、タダノがどう撮ったかを知っていたほうが、タダノの作品を超えることを目指した時に、俄が然ぜん有利かもしれないと、今さらながら思い始めてもいたからだ。


    　そもそも、今日の撮影のアイディアだって、タダノの作品を観れば、何かしら感じて、思い浮かんできたかもしれない。


    　ああ。失敗したかもしれない。


    　いっそ一時間くらい、待ち合わせの時間を遅らせてもらい、一度家に戻って観てから来るか、それともその辺りのネットカフェで探して……と考えたところでもう遅い。顔をあげると、近八さんは、今まさに改札口を出て、こちらへと小走りで向かって来ているところだった。


    「ごめん、待たせちゃった？」


    「いや、全然、待ってない。むしろ待ち合わせの時間、ぴったりだし」


    「なら良かったぁ、出る直前に、宅配便の人が来ちゃって。荷物を受け取ってたから、遅れちゃったかと思った」


    　近八さんは、走ったせいで乱れた呼吸を整えるように、大きく息を吐いて言った。すると、上衣の下の胸がぷるんと激しく揺れて、目のやり場に困ってしまう。


    「えっと……どうしようか。とりあえず移動しよう」


    　今日も近八さんは、ミニスカートに白いカットソーという服装だ。


    　普通に女のコらしい格好ではあるが、なんせその中身がダイナマイトなもんで、昨日と同じくやたらとエロい。気のせいか、さっきから通り過ぎる男性たちも、ちらりちらりと盗み見るような視線を、近八さんに送っているようにも思える。人通りの多い駅前では、とにかく目立ちすぎている。


    「うん、そうだね」


    　僕の提案に、近八さんは可愛かわいらしく頷いた。そのわずかな動きであっても、またも胸がぼよんと揺れるのが、これまた悩ましい。


    「撮影のコンセプトとか、まったく決まってないもんね。でもさ、良い天気だし、もったいないから、とりあえず公園とかに行って撮ってみようよ。そのうちに『こういう写真が撮りたい』っていうのが、お互いに思いつくかもだし」


    「うん、じゃあ、哲学堂公園はどうかな。僕んちのそばなんだけど、ただの公園っていうよりは、ちょっと森みたいになってるところ」


    「いいね、じゃあ、そこに行こう」


    「ちょっと歩くけど、いいかな」


    「全然大丈夫。天気もいいしね」


    　僕はすぐ傍かたわらに止めておいた自転車のスタンドを外すと、手で引いて大通りに向かって歩き始めた。


    



    　梅雨に入る前のこの時期、今日は気候もよく、空も晴れていて爽さわやかだった。栄えているとは言っても地元の人がほとんどのこの辺りでは、やはり近この八やさんは目立つらしく、通りすがりの人がすれ違いざま、時折、ちらりと視線を送っていく。


    　僕が一人暮らしするアパートは中野から歩いて二十分ほどの場所にある沼袋にあるが、実は母親が住む実家もさほど離れておらず、そもそもこの辺りは、幼い頃から生まれ育った地元だ。小中学校の同級生に見られたら、どう思われるか、と思うと、こんなに可愛かわいい子と歩いていることを誇らしく思うと同時に、もしもＡＶ嬢だと知っている人に見られたら、なんて説明をすればいいのか、心配でもある。


    　しかし、あまりに慣れ親しんでいるので、距離感を見誤っていた。中野駅から早稲田通りを越して、新井薬師の商店街に入った辺りで、歩く距離ではなかったと後悔し、自転車で二人乗りすることを提案した。けれど、近八さんからは「歩きたいな。歩くの、好きなんだよね」と断られてしまった。なので、哲学堂公園に向かってひたすらに歩く。


    「なんとなく、懐なつかしい感じがするね。こういう商店街、わたしが生まれたところにもあったんだ」


    「へぇ、近八さんってどこの出身なの？」


    「わたしは東京。けど、東側。墨田区」


    「今もそこに住んでるの？」


    「ううん、今は新宿で一人暮らし」


    　それなら近い。返事に安心するとともに、すごい所に一人暮らししているな、とも思った。


    　西武新宿線の踏切を過ぎてしばらくは商店街が続き、やがてぽつりぽつりと住宅が交じり始めた。僕は自動販売機で水を買って飲む近八さんの姿や、通りすがりの犬に尻しつ尾ぽを振られて立ち止まりしゃがんで頭を撫なでるところなどを、気が向くままに撮影していると、やがて川に渡している橋へとたどり着いた。


    　僕たちは橋を渡り終えたところにある入り口の前に自転車を止めると、そのまま中へと入った。すると、たちまち、青くさい草のにおいに包まれる。


    「ねぇ、渡わたり戸どくんは、どういう写真を撮りたいなって思う？　歩きながらとか、なにか思いついた」


    「えっ……ごめん、実はポートレート講座を受けたのも、この間が初めてで、だから、僕、本当に写真のことはわかんないんだ。だから、近八さんが『こういうのを撮って欲しい』っていうのがあれば、その通りに撮るよ」


    「そうなんだ。じゃあ、さっき、歩いてる時に撮ってたでしょ。それはなんで？」


    「えっ！　あ、それは……」


    　なんて答えればいいのか。正解がわからないまま、頭に浮かんだままのことを口に出す。


    「いや……なんていうか、作ってない感じだったから」


    「作ってないってどういう意味？」


    「えっと。昨日、学校で撮った時は、近この八やさんはポーズを取ってくれたと思うんだけど、そういうのじゃなくって素の感じがいいなって思って、気が付いたら、撮ってた」


    「男のコって、女のコの素っぽいところ、見るの好きだよね？　それってやっぱり、自分だけが特別に思えるからかな」


    「えっ！」


    　突然、予想外の質問を投げられて言葉に詰まってしまった。が、頷く。


    「うん、確かに、自分だけに素の部分を見せてくれるのは嬉うれしいかも」


    「じゃあさ、そういう写真を撮ろうよ。わたしはもう自由にするから、渡わたり戸どくんも自由に撮って」


    　近八さんは、にこっと笑顔を作ると、小走りで駆け出して、森が開けたところにある池の橋のたもとまで行ってしまった。慌ててダッシュで追いかける。ようやく橋までたどり着くと、縁で池の水を覗のぞき込んでいる近八さんに言った。


    「あ、あの、自由にとか言われても、どうしたらいいか」


    「そう難しく考えなくてもいいよ。ほら、迷ってる時間があったら、シャッターを押す、押すっ」


    　そう言われては仕方がない。僕はカメラを構えるとせかされるままにシャッターを切った。近八さんは、そんな僕に満足そうな笑みを投げると、踵きびすをくるっと返して、池の真ん中に渡された板張りの道を渡っていく。その後を慌てて追いかける。


    　近八さんの『自由にする』の言葉に嘘うそはなかった。片足でケンケンしたり、わざと端っこを歩いたりと、『自由』を通り越した、自由すぎる歩き方で橋を渡っていく。


    「近八さん、そんな歩き方したら危ないよ。落ちちゃうってば」


    「このスリルがいいんじゃない。君はそんな心配はしないで、写真だけ撮ってればいいの。落ちたら落ちたで、面白いし」


    「面白いとかそういう問題じゃなくって」


    　たまに『面白いか面白くないか』を行動原理の基準においている人もいるが、意外にも近八さんもそのタイプのようだ。もしかして、アダルトビデオに出ていた理由も、「面白いし」だったりするのかもしれない──と、考えたその時、近八さんが大きくバランスを崩した。慌てて手を伸ばし、近八さんの体をぐっと抱き寄せる。


    「きゃっ！」


    　すんでのところで池に落下するのを防いだ。


    　ほっとしたのもつかの間、気が付けば、近この八やさんの身体からだは僕の胸内にすっぽりと包みこまれてしまっていた。


    　うわ。途端に全身の毛穴から汗が噴き出してくる気がした。これまでにない、女のコとの密着度に心臓がどくんと強く弾む。


    　しかも、近八さんの身体は、驚くほどに柔らかかった。同じ人間だというのに、僕とはまるで違う。


    　豊かな胸の膨ふくらみの生々しい感触が、Ｔシャツ越しにも伝わってきて、喉がごくりと鳴った。肩幅は思ったよりも狭く、腕も細い。ウエストは両手で掴つかめそうなほどにくびれているくせに、その下のお尻はボリュームたっぷりで、僕のちょうど股こ間かんの辺りにむちっと押しつけられている。


    「うわぁ、間一髪！」


    　近八さんは、僕の腕の中から逃れようともせず、おとなしく収まったまま、おどけた口調で言った。


    「ほ、ほら、だから言ったのに」


    　できることなら、いつまでも胸の中に抱いていたい気分だった。


    「でもほら。落ちたら落ちたで次の展開があったでしょ。写真的には面白いと思うよ」


    　しかし近八さんは、僕からあっさりと体を離すと態勢を立て直し、まるで何事もなかったかのように歩き始めた。僕は再びカメラを構え、涼し気な顔をしている近八さんに向けてシャッターを切る。


    「でも、その後が大変だよ。どうするの」


    「渡わたり戸どくんちに、乾かしに行けばいいんじゃない？」


    「えっ、う、うち!?」


    　いったい何を言われたのか、一瞬理解できずに立ち止まった瞬間に手からカメラが滑すべった。まずい。学校の機材だ。壊したら大変なことになる。


    「わっ、わわわわっ！」


    　柵さくを掴んでバランスを取ろうしたが、なにぶん低すぎる。カメラだけは水没させてはならないと、両手で持ち上げた瞬間に、よろめいてそのまま僕は、池の中へと落下してしまった。


    



    「まさか、渡戸くんのほうが落ちるとは思ってなかったなぁ」


    　池に落ちて濡ぬれた身体を乾かすために、仕方なく近八さんとともに僕のアパートに帰った。シャワーを浴び、Ｔシャツと短パンに着替えた僕が部屋に戻ると、ベッドとテーブルの隙すき間まに、体育座りの体勢で、ぴたっとはまって本のようなものに目を落としていた近八さんが、僕の顔を見上げて言った。


    　四畳半のフローリングフロアの上に、ベッドやテレビといった必要最低限の家具を置いただけの殺風景な我が家に、近この八やさんという存在感はビビッドに浮き上がって見える。


    「僕もまさか、あの池で泳ぐことになるとは思ってなかった」


    「初めてだよね？」


    「もちろん」


    　憮ぶ然ぜんとして答えると、近八さんはくすっと声を潜ひそめて笑って、再び手元に目を落とす。


    「何読んでるの？」


    　見られて困るもの──なんせ我が家には、昨日三みツつ田だから貸してもらった近八さんの出ているＤＶＤがある──は、うちについた時に、玄関の前でちょっとの間、待っていてもらって片づけた。それ以外にも、エッチなグラビアが載っている雑誌だとかもすべて押入れの中に放り込んで、一応ぬかりはないはずだが、しかし、それでも落ち着かない。


    「これ。勝手に見てごめんね」


    　近八さんが持ち上げたその手には、僕の高校の卒業アルバムがあった。


    「わっ、それは、ちょっと、恥ずかしいから」


    「えっ、なんで。別に半年くらい前なんて、たいして変わってないよ」


    「いや、でも、なんとなく、ほら、そういうのを見られるのは照れくさいっていうか」


    「青春って感じでいいよ。もうちょっと見せて？」


    　慌てて取り上げようとしたが、近八さんはぎゅっと胸の中に抱え込んで返してくれない。むしろ、その豊満なおっぱいに挟まれている卒業アルバムになりたい。と不ふ埒らちな思いに囚とらわれ、慌てて妄想を掻かき消す。


    　ミニスカートで床にぺたりと座っているものだから、近八さんの脚は丸出しだ。むっちりとした肉付きの太ももはいやらしく、慌てて目をそらした。


    　女のコが部屋に来ている状態で、そんなことを考えていては、収まりがつかなくなってしまう。


    「卒業アルバム見て思ったんだけど、渡わたり戸どくんって、モテてたんだね」


    「えっ、モテてなんてないよ」


    「嘘うそ、ほら、モテてるよ」


    　近八さんは床にお尻をつけたまま、横にずれると、ぽんぽんと床を手で軽く叩いた。僕のために場所を開けてくれたようだ。隣に座ることを躊ちゆう躇ちよしていると、「一緒に見ようよ」と招き寄せるように手を振った。


    「あ、うん」


    　意識しすぎているほうがおかしいし、そもそも、この狭い部屋の中で腰を下ろせる場所といったら、近八さんの隣か、ベッドの上しかない。


    　仕方なく隣に座ると、近八さんは「ほら、これ」と卒業アルバムの後ろのほうのページを開いて見せてきた。クラスメイトたちの寄せ書きが書かれたページだ。


    「ほら、このコとか、渡わたり戸どくんのこと、絶対に好きだったんじゃないかな」


    　近この八やさんが指さしたのは、別の人についての恋愛相談をしているうちに、僕のことが好きになったと告白してきたコの寄せ書きだった。


    　鋭い。リアクションが取れずに絶句していると、近八さんはくすりと笑って言った。


    「図星？」


    「そうだけど。よくわかったね」


    「うん。だって、このコの字、他のコのと比べて、すっごく丁てい寧ねいに書いてあるでしょ。気持ちを込めて書いたんだなぁってすぐにわかる」


    「そういうもんか」


    「そうだよ。あれ、意外と鈍感？」


    「意外とかじゃなくって、ふつうに鈍感だから」


    「そうかな。渡戸くんは、女のコのこと、結構しっかり観察してるなって気がするけど」


    「えっ？　どういうこと？」


    　近八さんの言葉の意味がわからずに問い直す。


    「どういうことって、そのまんま。ね、このコとはどうだったの？　元彼女だったりとか」


    「いや、違うよ。ただの友達」


    「そうなんだ。もしも彼女だったりしたら、勝手に渡戸くんの家に、お邪魔したりして悪かったなって、思ってたから安心した」


    「いや、そういうんじゃないし……そもそも彼女とか、いないし」


    　そんなものはいないし、そもそも、この家に女のコが来たことだってない。近八さんが初めてだ。だから、正直にいって、ものすごく緊張していた。


    　というのも、僕のプライべートスペースにおいて、近八さんの存在は、あまりに女性の、生々しいリアリティに溢あふれた肉体を持ちすぎていたからだ。


    　長く艶つややかな髪の毛、ふっくらとした唇くちびる、カットソーを盛り上げている豊満な膨ふくらみ、ミニスカートから覗のぞく太もも、そして全身から放たれている甘い香り。そのすべてが、殺風景な部屋の中で「女」という存在を強く主張している。


    　僕は自分の家に近八さんがいることに興奮していた。いや、正しく言い換えると、そこにある近八さんの肉体に惹ひかれていた。


    　この流れのまま、いいことがあったりしないかな、と心のどこかで期待したりもしている。誇らしげに突き出した大きなバストや、むっちりと張ったヒップに触れ、スカートの中に手を差し込んで、あの場所にアクセスしたいという強烈な願望がぐるぐると胸の中で渦巻いている。


    　けれど、そんな事態はまずい。


    　なぜなら、僕の哲学に反するからだ。


    　僕が決めたマイルールとして、もしも、好きな人ができたとしても、肉欲が先行することなどは許されるわけがない。というのも、そういうことをするのは、一生を添い遂げるつもりの覚悟を持ってしたいと思っているからだ。


    　僕は母親のように、肉欲に溺おぼれるがまま、勝手にくっついたり離れたりは絶対にしないと決めている。


    　しかし、そんな僕でも性欲はある。


    　だからこそ、愛や恋といったものを切り離して、性欲の処理ができるアダルトビデオに頼ってきたのだ。


    　でも、映像の中で観る彼女たちよりも、ここに実在している近この八やさんには、肉体のリアリティがあった。


    　全身から立ち昇る、なんだかわからないけどいい匂におい。その奥に微かすかに感じられる甘酸っぱい体臭。うっすらと汗の滲にじんだ首筋には、細い血管が透けて見える。服の下ではちきれんばかりの胸は、呼吸をするたびにふるふると揺れて僕の心の掻かき乱し、その首の下に覗のぞいている深い谷間は、僕の視線を吸い寄せて離そうとしてくれない。


    　エッチなものなど、嫌ほど見慣れているし、ネットにはもっと過激でダイレクトな裸がいくらでも転がっている。けれど、パソコンやスマホに向かって探している時には感じることのない胸のときめきと、そこに存在する肉体に触れたいという衝動をいま、感じていた。


    　どうしたらいいのだろうか。いや、頭ではどうするべきかはわかっている。僕は僕の哲学を通せばいい。それだけだ。けれども、そんな理性を吹き飛ばしてしまうような、強い衝動が僕の身体からだの中でぐるぐると渦巻いている。


    　だめだ。このままじゃ、押し倒してしまう。


    　僕は全身の力を集め、その魅惑的な肢し体たいから視線を剥はがすと、すぐそばにあったカメラに手を伸ばした。


    「……せっかくだから、写真を撮ってもいいかな」


    「あ、そうだね。いいかも。なんかプライベート感あるしね。彼氏の家に遊びに来た設定みたいな？」


    「そ、そうそう、そういうの、撮ってみよう」


    　とりあえずこの場をしのぐには、気を紛まぎらわせるしかない。助かったことには、近八さんも乗り気を見せている。


    　僕はその場で立ち上がるとベッドの上に乗り、上から見下ろす形で、床に座ってる近八さんにカメラのレンズを向けた。


    「どうしてたらいい？　指示して」


    　近八さんは卒業アルバムを手に持ったまま、顔だけこちらに向け、わずかに首を傾かしげて微ほほ笑えんだ。その顔が可愛かわいかったので、シャッターを押して言う。


    「……ちょっと部屋の真ん中に立ってくれるかな」


    　跳ねる心臓を少しでも抑えるために、カメラを構える。もはやカメラは僕にとっての精神安定剤のようなものだ。


    「えっと、この辺り？」


    　近この八やさんは再び、テーブルの向こう側に回り込んでぴんと背筋を伸ばして立った。


    「いや……違うな」


    　僕はベッドの上に膝ひざ立ちになってファインダーを覗のぞき込んでみたが、首を横に振った。この角度だと、近八さんの背景は、小さなキッチンと玄関に続く廊下になってしまい、いくらなんでも面白みに欠ける。


    「ごめん、こっち側がわに来てもらってもいい？　ベッドとテーブルの間くらいで、ベッドに座ってみて」


    　僕の指示に従い、近八さんはテーブルを回り込んできた。


    　僕は反対回りに移動して、テーブルを挟んで近八さんの反対側にくると、再びカメラを構える。やや逆光だが、近八さんは柔らかな光に包まれていて、悪くない。


    「うん、じゃあ、こっち向いて微ほほ笑えんで。無理して笑う感じじゃなくって、自然に微笑む感じで」


    「こんな感じ？」


    「そうそう。そのままベッドに座って、適当にリラックスしてる雰ふん囲い気きで」


    　窓の外からは、明るい初夏の陽が差し込んできている。透明な光が近八さんを照らして、その輪りん郭かくを浮きたたせている。


    「寝転がってもいいよね」


    「うん、もちろん」


    「あー、気持ちいい。寝転がるの、大好きだなぁ」


    　近八さんはベッドに寝転がると、ぐるりと回転させて身体からだをうつ伏せにさせた。


    　まるで子猫のように、薄いブランケットにじゃれつくと、スカートがめくれてパンティがちらりと覗く。


    　一瞬シャッターを切る僕の手が止まってしまったのを見て、近八さんが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。「わざとだ」と僕は確信した。


    「ね、課題で出すんだったらさ、やっぱりちょっとエロスがないとダメだよね」


    「まぁ、それは必要かもだけど」


    「じゃあさ、衣装変えようよ。渡わたり戸どくんのＴシャツ、借りるね」


    　近八さんは腕立て伏せをするようにして、上半身を起こした。すると、浮いたカットソーの襟ぐりから、バストがこぼれそうに覗く。きっとこれも計算なんだろう。けれど、わかっていても、抗あらがうことは無理だった。


    「えっ、借りるって、それ、着るつもり？」


    「そう、男のコに家の遊びにきたって感じが出るかなって。いいよね」


    「うん……まぁ、好きにしていいけど」


    「ありがと！」


    　近この八やさんは、ぺたんとベッドの上にお尻をつけて座った状態のまま、思い切り手を伸ばして窓辺に干してあったＴシャツを取ると、ベッドの上に置いて、身に着けているカットソーの裾すそを手で掴つかんだ。


    「えっ！」


    　まさか、ここで脱ぐとは思っておらず、慌てて目を逸そらすために下を向いた僕に、近八さんは笑いの交じった声色で尋たずねた。


    「着替えるところも、撮る？」


    「あ……いや、それは止やめておく」


    「でも、一応撮っておいたほうがいいんじゃないのかなぁ。そっちのほうが、写真に連続性が出ると思うよ」


    「あ、そうか……それもそうだね……」


    　そういうのなら仕方ない。僕は顔をあげてカメラを構えるとファインダーを覗のぞく。すると、近八さんは、自然な素そ振ぶりを装よそおいながらも、まるで僕に誘いかけるように艶なまめかしく身体からだをくねらせて、カットソーの裾すそを指先でつまんで、ゆっくりとめくりあげていく。
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    　両手で掴つかめそうに細い腰。どこに胃が入っているのかと疑問を抱いてしまうほどに薄い腹、うっすらとその下の骨の存在を感じさせる上腹、そして、薄いブルーのブラジャーに包まれた胸の膨ふくらみがふたつ、露あらわになった。


    　カメラがあってよかった。心から僕はそう感じていた。


    　そうでなければ、こんなふうに直視することなど、まず不可能だったに違いない。


    「なんかさ、写真撮られるのって、ちょっと興奮しちゃうんだよね」


    「……そうなんだ」


    　近この八やさんは首からカットソーを抜きとり、上半身にブラジャーだけを身に着けた状態で、こちらに視線を送って言った。


    「そう。しかも、映像よりも写真のほうが、撮られてて楽しい」


    「な、なんで」


    「うーん、なんでかな。なんていうか映像だと『主導的に動いていかないといけない』っていう義務感が生まれるけど、写真だと撮ってる人が、作品としてまとめてくれるっていう安心感がある」


    「いや、僕、作品としてまとめられてるのか、ちょっと心配なんだけど……」


    　むしろ、自分の意思で押しているのではなく、近八さんにシャッターを押させられている気にもなっている。何かしら写ってはいるだろうけど、それが近八さんの満足の行くものなのか、作品足り得るものなのか、不安しかない。


    「大丈夫だよ。ね、下も脱ぐ？」


    「えっ！！！」


    　思わず絶句していると、近八さんはベッドから降りて立ち上がり、スカートのウエストに手を掛けてゆっくりと下ろし始めた。


    　ウエストからなだらかなカーブを描いた先にある腰には、パンティの細い腰こし紐ひもがきゅっと食い込んでいる。さらにスカートを下ろすと小さい三角形の布をまとった下腹部と、むっちりと張り出た太もも、豊かなヒップが現れた。


    　こうして立つと腰位置の高さが目を引く。


    　ブラジャーを窮屈そうに押し上げているふたつの膨らみは、まるで作りたてのプリンのように柔らかそうにふるふると揺れ、きゅっと締まったウエストの辺りには無駄な肉がひとかけらもない。奇跡のように均整の取れたプロポーションだ。


    「うふふ。どうっ？　こうやって初めて来た人の家で下着になるっていうのも、それはそれで、ちょっと興奮するよね」


    　むしろ興奮しているのは僕のほうだ。なんせ初めて自分の家に来た女のコが下着姿になっているのだ。


    「どうって……あの、早く上を着たら……」


    「えーっ、写真は、写真っ。撮らないの？　それとも、渡わたり戸どくんは、こういう格好には、興味ない？」


    「興味があるとか、ないとかじゃなくって……」


    　僕の言葉を無視して、近この八やさんは再びベッドに仰向けの形でダイブした。ベッドのスプリングが勢いよく弾んで、仰向けになってもつんと上を向いたままのバストがぶるぶるっと揺れる。十分に女らしく成長しきった肉体と、まるで子供のような無邪気な行動の危うさが、僕の心を掻かき乱す。


    「あー、やっぱり、気持ちいー。薄着でベッドに横になるのって、最高すぎるよね」


    「あの、聞いてる？」


    「聞いてない。ね、撮るの、撮らないの？」


    「あ、と、撮ります……」


    　近八さんに翻ほん弄ろうされながらも、カメラを構え直してファインダーを覗のぞくと少し冷静になった。ただ半裸の女のコと対たい峙じするよりも、やっぱりカメラという媒ばい介かいがあったほうがずっと楽だ。


    　ベッドの上でごろごろと戯たわむれている近八さんに向かってシャッターを切り始めた。仰向けで両足を天井に向けて突き上げたり、うつ伏せになって、マクラを抱える形になって、バストを強調したり、さすがに慣れているのか、近八さんは、カメラに物もの怖おじしたり照れる様子もなく、自然に可愛かわいらしいポーズを決めてくれる。


    　どこをどう撮っても、いい写真が撮れているような気がして、そのうちに僕は、シャッターを押すのがだんだんと楽しくなってきていた。


    「ね、そこからだと、遠すぎない？　もっとこっちに来たら？」


    　本当はもっと近くに寄って撮りたいとも考えていた。けれど、下心が見え見えになってしまうようで、躊ちゆう躇ちよしていたのだった。


    「えっ……じゃ、じゃあ、そうしようかな」


    　構えていたカメラを下ろす。すると、うつ伏せの姿勢で腕で上半身を支え上げているポーズを取っているせいで、ぐっと強調された胸の谷間が肉眼に飛び込んできた。


    　慌てて目を離し、テーブルを回り込み、近八さんの寝転がっているベッドの脇に立ってカメラを再び構える。すると、ファインダーの中に、さっきまでよりもずっと大きく近八さんの姿が収まった。


    　窓の外の光を受けて金色に光る産うぶ毛げ、薄く透ける胸元の血管、酔いそうに甘い体臭、さっきまでは感じられなかった新しい情報が、一気に僕の中へと流れ込んできた。頬ほおに影をつくる長いまつ毛、さらさらと流れる艶つややかな髪、上気した頬、すぐそばにあるそのすべてが好ましく、この時間がずっと続けばいいと、僕は自然と願っていた。


    「ねぇ、もっとこっちに来たら？」


    　ごろりと寝返りを打って仰向けになると、近この八やさんは僕へと手を伸ばす。


    　そっちに行ってもう一段近づけば、また違った近八さんが見られるのだろうか。誘われるがまま、ベッドの上へと昇る。


    　仰向け体勢の近八さんの身体からだを両足の間に挟む形になった。


    　足裏の側面と近八さんの二の腕が触れていて、それだけで距離がぐっと縮まった気持ちになる。


    　上を向いているせいか、近八さんの顔つきが、いつもとは少し違って見えた。


    　なんとなく儚はかなく、心細げに見えるのは、僕が上から見下ろしているせいだろうか。シャッターを切ると、近八さんは目を眩まぶしそうに細めて、形のいい唇くちびるをきゅっと結んだ。切なげな表情に、思わず僕の喉がごくんと鳴った。


    　その音が聞こえたのか、近八さんは口の端で微ほほ笑えみ、誘うように手を伸ばして上げた。カメラ越しに、まるで抱ほう擁ようを求められている気分になりながら、シャッターを切る。


    「あっ」


    　近八さんは、伸ばした手で僕のＴシャツの裾すそをぎゅっと掴つかんで、ぐっと自分のほうへと引き寄せた。されるがまま、僕はベッドに膝ひざをつく。


    　距離がまた縮まった。この位置からだと、ファインダーの中には近八さんの顔と、首元から胸の谷間くらいまでしか収まらない。


    　光を吸い込んで茶色く透けた瞳ひとみと、澄んだ白目。滑なめらかで毛穴ひとつ見当たらない肌、健康そうな頬ほおはややピンク色に上気している。


    　呼吸をするたびに微かすかに上下する肩や鎖さ骨こつは華きや奢しやだが、その下にこんもりと盛り上がったバストの膨ふくらみは、この距離に来ると、ますますド迫力の一言だ。


    「ん……」


    　近八さんは喉を鳴らし、僕のＴシャツからゆっくりと手を離して、万歳するように頭上に持ち上げた。恥じらいながらも、誘いかけるような表情をしている。


    　特別な相手にしか見せないような、無防備な姿だ。


    　もしかして、僕は誘われているのかもしれない。今さらながらにそのことに気が付き──いや、違う。本当はとうにわかっていたのを、気づいていないふりをしていたのだ。


    　けれど、それを認めた今、僕は陥落寸前だった。


    　このままカメラを置いて、近八さんの身体に触れたい。そのつやつやとした唇は、どんな味がするのか。抱きしめると、どんな心地ここちがするのか。この豊かすぎるバストは、どんなに柔らかいのだろうか──。


    　僕はそっとカメラをベッドに置き、両手を近八さんの顔の横についた。


    　近八さんの浮かべている表情は優しく、僕を拒否する様子はない。頭にちらりと、これまで自分が守ってきた哲学のことが思い浮かんだが、もうそれもどうでもよかった。それくらいに、目の前にいる近この八やさんには求心力があった。


    「近八さ……」


    「ブ─────ッ！」


    　そのときだ。甘やかな空気を切り裂くような、玄関のブザーの無ぶ粋すいな音が鳴り響いた。


    　僕と近八さんは、思わず顔を見合わせる。


    　いったい誰だろうか。まるで心当たりはない。


    　宅配便が届く予定もないし、新聞の勧誘か何かだろうか。そんなものは、この部屋に引っ越して二か月ほどになるが、一度も来たことはないけれど。


    　どちらにしても、しばらく無視をしていれば、そのうち、諦あきらめて帰るに違いない。が、しかし、そんな僕の予測に反して、ドアがどんどんと叩かれて、続いて声がした。


    「しゅーちゃん、ママよぉーっ！」


    「か、母さんっ!?」


    



    　ドアの向こう側には、目を丸くした母さんと、三みツつ田だ、そしてなぜか七なな崎さきさんと二ふた道みちさんが立っていた。


    「あら、しゅー……ちゃんちよね、ここ？」


    「うわぁっ！　近八侑ゆう李り……さんがなぜっ!?」


    　母さんが首を傾かしげる横で、三ツ田が絶句する。


    「わ、わわわ。これはまずいパターンだった？　わたしたち、邪魔しちゃったっぽい」


    　二道さんが、慌ててドアを閉めようとしたが、七崎さんはそれよりも前に一歩前に出て、すっと玄関の中へと身体からだを滑すべり込ませると、手に持ったコンビニの買い物袋を差し出す。


    「あっ、渡わたり戸どくーん。これ、お土産みやげにアイス買ってきたよー」


    「あっ、いや……その、ありがとう」


    　受け取っていいものか、迷っていると、七崎さんは近八さんに視線を移しにこりと微ほほ笑えみかけて言った。


    「あの、もし、お邪魔だったらアイスだけ置いて帰るけど」


    「あ、邪魔なんかじゃないから大丈夫。ね、渡戸くん、みなさんに入ってもらっていいんだよね」


    「あ、はい……」


    「わーい、じゃあ、お邪魔しちゃいます。わー、綺麗に片づいてるっ。一人暮らしの男子の部屋ってあがるの初めてだなぁ！」


    　しぶしぶ頷くと、七崎さんはさっさとサンダルを脱いで中へとあがりこんだ。二道さんと母さんは遠慮しつつも好奇心を隠せない様子で後に続き、三ツ田はジロジロと露骨すぎる視線を近八さんに向けた後、僕に意味ありげな視線を投げて玄関のたたきにあがった。


    　全員が部屋に入ると、近この八やさんが最後に戻ってきて、一番玄関に近い床に腰を下ろした。その隣には、七なな崎さきさんと二ふた道みちさんが座り、三みツつ田だと母さんはベッドに腰かける。


    　ただでさえ狭い四畳半はぎゅうぎゅうだ。僕もベッドの隅の、空いたスペースに腰を下ろしたものの、ひたすらに気まずい。


    　七崎さんが手に持った袋の中から様々な種類のアイスクリームを、床に置かれたローテーブルの上へと取り出して置いた。


    「これ、さっきみんなで買ってきたの。どうぞ。溶けちゃうから、早く食べちゃお？」


    「うおー、外、暑かったからありがてぇな。俺はこれっ！」


    　三ツ田はすかさず手を伸ばしてサイダー味のアイスキャンディを取った。続いて母さんがモナカを、二道さんはチョコレート味のバーを選んだ。


    「渡わたり戸どくんと……近八さん？　だよね。なに食べますか？」


    「じゃあ、わたしはこれ、食べてもいいですか」


    　近八さんはソフトクリームを選び、黙って口に運ぶ。


    　誰もが本当は言いたいことはあるくせに、誰かが言いだすのを持っているのがわかった。まずは僕から説明すればいいのだと思うが、それも言い訳がましいようで気が進まない。


    　けれど、このままでは誤解されたままであることは免れない。


    「あの……実はいま、近八さんにモデルを頼んで、課題用の作品を作ってたんだ」


    「えぇ！　なにお前、いつの間にだよ。昨日俺に会った時、そんなこと一言も言ってくれなかったじゃん！　ＤＶＤまで貸したのにさぁ！」


    　あくまでもさりげなさを意識して切り出す。すると真っ先に三ツ田が反応した。


    「ＤＶＤ？」


    「あっ、なんでもない、なんでもないから、気にしないでっ！」


    　近八さんが目をぱちくりとさせて尋たずねてきたが、慌てて誤ご魔ま化かす。


    「あらやだ、あんた。だからってちょっと。作品ってどんなのよ」


    　母さんが、大きめサイズのＴシャツから露あらわになっている近八さんの太ももをじろりと見て言う。


    「いや、あの、それは……」


    「ポートレートです。男のコの部屋に初めて遊びに来たっていう設定で……あ、それ、本当のことなんですけど、つい、悪ノリして脱いじゃいました」


    　言いよどむ僕を助けるように、近八さんがペロリとお茶目に舌を出した。


    　ナイスフォロー。これで誤解が少しは解ける。


    「へぇ、ポートレートねぇ。このコが写真に興味あったなんて初めて知ったけど」


    「最近、目覚めたんだよ！　ほら、これ、カメラ」


    　ベッドの上に置いてある、学校の機材の一眼レフカメラを拾い上げて見せると、母さんは「ふーん、あんたが写真。芸術に興味があったなんて、意外だわ」とまだ首を傾かしげている。


    「それよりさ、そもそも、なんで母さんとみんなが一緒にいるのさ。そっちのが意外っていうか、謎なぞすぎるんだけど」


    「わたしたちは中野でお茶してたら、そのお店に二人が入ってきてビックリして……」


    「ああ、それはね。母さん、駅前で三みツつ田だくんにナンパされたのよ。お茶でもしませんかって。えーっ、こんなおばさんと？　ってビックリしちゃったわよ、ね？」


    「いやいや、マナコさんは、おばさんなんかじゃないですよ！　街で見かけた時、二十代かと思いましたもん、それがまさか、愁しゆうのお母さまだったなんて、こっちがビックリですよ」


    　如じよ才さいなく三ツ田が割って入ってきた。


    　確かに母さんが、三十八歳という実年齢よりも若く見えることは認める。


    　明るい茶色に染めたロングヘアに、メイクはいつもばっちりで近所のコンビニにだって、すっぴんで行くことはない。今日だって膝ひざ上うえの花柄のスカートに、肩が片方ずり落ちたニットというやりすぎな若作りをしているが、いくらなんでも二十代には見えるわけはない。三ツ田にしらけた視線を送ろうとして、もっと大切なことに気が付いた。


    「三ツ田、もしかして、母さんをスカウト……」


    「あはは！」


    「ちょっとケータイ、貸してみて」


    「ちょっ、愁、なにすんの、あああぁっ」


    　三ツ田のジャージのポケットから、素早くスマホを抜き取り、アルバムを呼び出す。『女優候補』と名付けられたフォルダを開くと、案の定、母さんの写真があった。


    「これは消させてもらいます」


    「ああっ……」


    　情けない声を上げる三ツ田に構わず、僕は非情に消去ボタンを押した。


    　母さんがＡＶデビューだなんて、とんでもない。

  


  
    第四章　僕のミテみたかった君


    



    「えー、近年は『熟女』というカテゴリに人気が集まっています。『熟女』といえば、以前は正真正銘の『熟女』であって、マニア向けとされていた。ところが、実際に『熟女』はマニアだけではなく、一般の男性にも多く好まれる属性だったわけです。というのも、実際に九十年代のヘアヌードブームの時にも、流行を牽けん引いんしたのは、年齢的には熟女と呼ばれる芸能人の女優たちでした。


    　もちろん、彼女たちが年齢を重ねたことで、『ヘアを出す』という勝負に出ざるを得なかったという事情はあったにしろ、実際に、その写真集が何十万部も売れたことは事実。それはイコール、『熟女の裸には価値がある』ということでもある。だから、ここにいるＡＶ嬢志望のみなさん、ＡＶは若い頃しかできない仕事というわけでは決してないのです。むしろ技術さえ身につけておけば、年を取ったとしても稼げる。では、その技術とは何か……を説明する前に、みなさんは熟女と聞いて、いくつくらいを想像するでしょうか。実はＡＶにおける熟女というものは、実年齢だけじゃない。っていうのも、二十代後半の女性が熟女をすることもあるし、実は二十代後半でも童顔をいかして、ロリータで売る女優もいるんです」


    　教壇ではアンデルセンが熱弁を振るっている。


    　教室の入りは二十名ほどだろうか。男子生徒ばかりの中に、九くの重えさんの姿も見える。相変わらず意欲的だ。


    　個人的には熟女というものには、まったく興味がないが、だからこそ、なぜ熟女なんていう存在が、ＡＶでは人気があるのかには、興味がある。


    　だから、興味深く授業を聞いているはずだった……のだが寝不足がたたってなかなか頭に入ってこない。


    「……ふぁ」


    　我慢ができずに噛かみ殺したあくびをすると、右隣の席に座っている九重さんがノートの隅にさらさらと何かを書いて僕のほうへと差し出した。


    『ずいぶんと眠そうですね』


    　僕はペンを取り上げると、


    『昨日寝てなくて。寝不足つらい』


    　と書いて、もうひとつあくびを噛み殺した。


    　実は寝不足なのは、今日のことだけじゃない。ここ三日ほどのことだ。


    　というのも、来週の提出に向けて、近この八やさんと一緒に作った課題を、どうまとめてどう見せるかを、ずっと考えているからだ。


    　いまある素材は、スナップというか、ポートレートというか、グラビアというか、そういう、近八さんをモデルにした画像のみだ。プリントアウトして冊子にするかファイルにまとめるのが手っ取り早いけれど、それだと、安易すぎるし、そこまで写真そのもののクオリティに自信がない。


    『なんで寝不足なんですか？』


    　九くの重えさんがメモを追加した。ちょっと迷ったものの、隠すほどのことではないと思って、正直に答える。


    『課題。どうまとめるか考えてる』


    　すると、九重さんは、突然、腰を浮かせて中腰になると、勢いよく僕に詰め寄った。


    「えっ？　課題？　渡わたり戸どくん、課題、作ってるんですか？」


    「九重さん、授業中だから」


    　なんせ、出席者は二～三十人ほどしかいないのだから、騒いでは目立ってしまう。しかも、この講義に参加している唯一の女子生徒だから、余計にそうだ。慌てて唇くちびるの前に指を立てて静かにするように告げると、九重さんは慌ててもとの椅い子すに腰を下ろし、しかし焦あせりを隠せない口調で言った。


    「あっ、ごめんなさい……で、渡戸くん。課題、自分で作って出すことにしたんですか？　あのインタビューの素材を使って？」


    「うん。一応……あ、でも、インタビューは使ってないから、安心して。アンケートも。あれは九重さんのアイディアだから……」


    「わたしが言いたいのは、そういうことじゃなくって」


    　僕の言葉を遮さえぎって、九重さんが、怒り交じりの強い口調で言った。


    「えっ、じゃあ、どういう」


    　いったい何を怒っているのだ。さっぱりわからない僕に、九重さんは、はぁ、と大きく溜ため息いきをつくと、唇を尖とがらせた。


    「別にいいんですけど……でも、わたし、あれをなんとかまとめようって、ずっと考えてたんですよ。渡戸くんも、そうだと思ってました。辞めるなら、辞めるって言ってくれたらよかったのにって」


    「あ、ごめん」


    　近この八やさんとの課題は行きがかりで作ることになってしまったから、そこまで気が回っていなかった。が、言われてみれば嫌な気分にさせてしまうのも当然のことだと気が付いて、今さらながらに頭を下げる。すると九重さんはいったん、下を向いて「ふう」と大きく溜息をつき、顔をあげると気を取り直すようにして言った。


    「……で、どういうのを作るつもりなんですか」


    「うーん、写真だけは撮影したんだけど、まだ迷ってる」


    「へぇ、写真なんですね。けど、迷ってるって？」


    「えーっと……どういうふうにしたら、その写真を面白く見せられるかってことに。なんていうか、たぶん、ふつうにまとめるだけだと、被写体の力が１００パーセント、前に出てきちゃうっていうか、正直、僕の関わりが薄い印象になっちゃうんだ。だから、まとめ方で、なんとか僕の個性というか、僕だからこれを作れたっていうのが伝わるようにしたいんだけど、じゃあ、それってなんだろうって」


    「うーん。ポエムみたいなのを入れるのはどうですかね。ほら、雑誌のグラビアなんかにあるやつ」


    「ポエムはちょっと……文章はあんまり得意じゃないし」


    「ふーん。じゃあ、他に何があるのかな。写真なんですね。あっ、モデルは？」


    「近この八やさん」


    「えっ」


    　九くの重えさんが目を見開いて絶句した。


    「いや、そんなに驚かなくても」


    「いやいやいや。だって、近八さんってほら、噂うわさのあのコですよね。一度ＡＶデビュー済みっていう」


    「……あくまでも噂だから、僕も知らないけど」


    　やはり女の子の間にも、近八さんという存在は知れ渡っているらしい。そして、九重さんは、近八さんを僕の写真のモデルにしたということに、途端に好奇心をくすぐられたらしく、ぐっと身を乗り出して僕へとにじり寄ってきた。


    「撮影の時とか、そういう話にならなかったんですか？」


    「ならないよ。向こうから言ってこなかったし、聞くのもなんか失礼な気がして」


    「えー、別に失礼じゃないですよ。むしろ、興味はあるって素そ振ぶりでバレバレなのに、聞かれないほうが、わたしだったら嫌だなって思います」


    「そうかな」


    「ですよ。だって、腫はれ物扱いってことですよね。それって、ＡＶ嬢に偏見がありますって、白状してるようなものじゃないですか」


    「そんなこと言われても、聞くタイミングがなかったわけだから……」


    　口ごもる僕に、九重さんはなんだかまだ納得のいかない視線と向けると、ぽんっとテーブルの上を軽く叩いた。


    「じゃあ。渡わたり戸どくんは、近八さんがＡＶに出てたか出てないかってことは、はっきり知らないんですね？」


    「うん、そうだけど」


    　三みツつ田だは近八さんが出ているというＡＶを観ているし、僕も貸りている。近八さんが元ＡＶ嬢なのはほぼ確定と言っていい。しかし、それを九重さんに伝えるのもどうかと思い曖あい昧まいに誤ご魔ま化かした。九重さんはそんな僕の顔をじっと覗のぞき込むと、にやりと微ほほ笑えんで言った。


    「じゃあ、課題のまとめ方は、これで決まりです。渡わたり戸どくんは、まず近この八やさんのＡＶを見るところからスタートです。で、興奮したりとか、後ろめたくなったりとかしてるところを、ドキュメンタリー映像にするっていうのはどうでしょうか」


    「えっ、やだよ、そんなの」


    　いったい何を言いだすかと思えばだ。慌てて否定したが、九くの重えさんはいい思いつきだとばかりに目をキラキラと輝かせて、さらに食いついてくる。


    「撮った写真は、エンディングに使うと、よりエモーショナルな雰ふん囲い気きが出ていいと思うんですが。最高のノンフィクション映像になりますよ！」


    「だから、僕が作りたいのは、そういうんじゃないんだってば」


    「じゃあ、どういう？」


    「もっと、近八さんの可愛かわいらしさや綺麗さや、素の感じが出てるものが作りたいんだ。それを見ている最中は、近八さんがすごく近くに感じられるような……例えば、自分の彼女みたいに」


    「……なんだ。もう、決まってるんじゃないですか」


    「えっ？」


    　問い直すと、九重さんは僕の顔をどことなく不満げな表情で見上げて言った。


    「いま言ったのが、渡戸くんが作りたいものですよね。なのに何を迷ってるのか、わからないんですけど」


    　あ。そうだったのか。


    　僕は初めて気が付いた。自分の中にも作りたいものがあったということに。


    



    　アンデルセンの授業を半なかば上の空のまま終えると、僕は走って教室を飛び出した。三みツつ田だを捕まえるためだ。廊下に出てすぐに携帯電話に掛けると、学食にいるということだったから、そのままエレベーターホールへと直行する。


    　三ツ田に頼もうと思っていたのは、前にやっていたというバンドの音源を、借りられないかということだった。まだ、はっきりと形ができていないけれども、紙で見せるよりも、映像のように、近八さんとだんだんと近しくなっていく時間の流れを、一緒に経験できるようなものにするのがいいと思った。


    　とりあえず、素材を集めること。形がイメージできないからといって、ただ考えていても仕方がない。とにかく一歩でも前に進んで、期日までに課題を仕上げることが、僕のいますべきことだ。


    　エレベーターホールにつくと、先着がいた。近八さんだった。


    　都合がいい。一応、近八さんにも、スライドショーのような形でまとめるということを、事前に伝えておかなくては、と思っていたのだ。


    「あっ、近この八やさん、あの……」


    　話しかけようとして、その隣にいた人物に気が付いた。タダノだった。ふたりで何やら親しげな雰ふん囲い気きで会話を交わしている。その空気は、僕が入り込む余地がないほど親密で、割って入るのに一瞬、躊ちゆう躇ちよしてしまった。


    「あっ、渡わたり戸どくん、どうしたの？」


    　僕の姿を認めて、近八さんがにこりと微ほほ笑えんだ。


    「いや、その。課題について、ちょっと思いついたから……一応、事前に知らせておこうと思って」


    「わ、任せちゃってて、ごめんね。わたしがすることあったら言ってね」


    「あ……うん……」


    　近八さんと会話をしながらも、ちらりとタダノのほうを覗うかがう。するとタダノも、ゆっくりと顔をこちらに向けた。


    　何か言われるかと寸時に身構えたが、タダノは僕のほうをちらりとも見ずにスルーすると、近八さんの肩にひょいと手を置いていった。


    「で、侑ゆう李りは、これからどうすんのよ。フリーでやってくんなら、また俺の現場に来てほしいんだけどさぁ」


    　まるで僕に見せつけるかのような馴なれ馴れしい口調だった。しかもあからさまに僕を除外するような話題だ。もっとも、ふたりの間に後から割って入ったのは僕のほうだから、怒らせてしまったのだろうか。けれど、タダノとの会話を切って僕に話しかけてきたのは、近八さんのほうだ。僕が怒りを買う謂いわれはない。


    「そうですね。また復帰することがあったら、タダノさんのところにもお世話になると思います」


    　近八さんはにこりと微笑んで、タダノに返した。しかし、タダノはしつこく食い下がる。


    「一度プロになったのに、こんな学校入って、別にいいことないでしょ。今の状態で稼げるのに、もったいないよ」


    「でも、楽しいですよ。今度も渡戸くんと組んで、課題を作ったんです」


    「ふーん。課題か……お前さ、プロの女優を使うなんて、ちょっと荷が重かったんじゃないの」


    　タダノがようやく僕に目を向けた。が、あからさまにバカにしているような口調だ。いくら僕でも、むっと腹が立つ。


    「確かに僕では力不足な部分もあるかと思いますけど、その分、自由にやってやろうと思ってます」


    「自由ってなんだよ」


    「ＡＶじゃないんで、自由度が大きいってことです」


    　嫌味っぽいかと思ったが、腹立ちまぎれに棘とげを含ませていうと、タダノがぴくんと眉まゆをひきつらせた。


    「へぇ、自由ねぇ。まぁ、せいぜい素晴らしい作品が提出されるのを待ってますよ」


    「はい、楽しみにしててください」


    　売り言葉に買い言葉だ。バチバチと水面下で意識を戦わせていると、エレベーターが二基同時に到着した。


    「渡わたり戸どくんは、上、下？」


    「僕は上に行くけど」


    「わたしも。タダノさんは？」


    「俺は下。帰る」


    　昇りのエレベーターは誰も乗っていなかった。僕の後に続いて近この八やさんが乗り込むと、すーっとドアが閉まり、途端に静寂になった。


    　狭い密室内に、近八さんの甘いにおいが充満する。


    　行先が同じだという、たんなる偶然だとわかってはいるのだが、それでも近八さんが、タダノではなく、僕を選んでくれたようで、少し優越感を覚えた。三日前に近八さんが帰った後の夜に、ベッドに横になるとマットレスからこの近八さんの甘い匂においがして、三みツつ田だから借りたＤＶＤを観たいという気持ちを抑えるのが大変だった。


    「ねぇ、渡戸くん」


    　操作盤の前に立つとこちらに向かってくるりと振り返って言った。


    「なに？」


    「あのね。タダノさん、口は悪いし若い人には当たりが強いけど、ああ見えてそんなに悪い人じゃないんだよ。あんまり誤解してないであげてくれると嬉うれしいな。わたしもずいぶんお世話になってるし」


    　アダルトビデオの現場でか。喉まで出かかったセリフを僕は飲みこんだ。


    　そして強く思った。


    　タダノを悔しがらせたい。


    　それには、近八さんを使った作品で認められるしか、方法はない。


    



    「では、第一回の課題発表会を始めます」


    　講義室の前方の入り口から、講師陣が入ってきた。タダノ、アンデルセン、生いく田たを始め、演技指導を担当している、今は引退した有名ＡＶ嬢なんかの姿もちらほらと見える。


    　課題発表はイコール、自分たちのセンスや技術の発表の場だ。ここで、プロである講師陣にアピールをすることで、名前を憶おぼえてもらい、さらに、即戦力と認められたものは、名指しの仕事のオファーを受けるチャンスを得る、というのが、この課題発表の趣しゆ旨しでもあった。


    　司会進行役に立つのは、どこかで見たことのある女の人だった。


    「あれ、誰だったかな」


    　思わず呟つぶやくと、近この八やさんが小声でそっと教えてくれた。


    「松まつ田ださん。松田藍あい里りさんって、女優さん」


    「ああ、そっか。前に一度、エキストラのバイトであの人の現場に行ったことがある」


    　だから見覚えがあったのか。すると、近八さんは声を潜ひそめたまま、やや熱っぽい調子で言った。


    「うん。一度タダノさんの実習で、松田さんの現場の見学があったよね。わたしも参加したんだけど、あの時『この学校に入ってよかったなぁ』って本当に思ったんだ。だって憧れの女優さんの現場を見られることなんてめったにない機会だもん」


    「えっ、憧れてる？」


    「そう、あの人、女優をやって、二十年近いんじゃないのかな。ああいうふうに続けられたら、かっこいいなって」


    「続ける？」


    「うん。わたし、復帰することになると思う」


    　言われてしまった。うすうす知ってはいたけれども、本人の口からＡＶ嬢だったこと、そしてまた出演する意志があることを聞くのは、やはりショックだった。


    　と同時に、近八さんとの距離を感じた。成専の仲間同士だと思っていたけれど、やはり近八さんは、僕よりも少し高い場所にいる。


    　そしてここまで認めないようにしてきたけれど、過去ＡＶ嬢であって、これから先もＡＶ嬢として生きていく人なんだ。


    　しかも、その事実をかたくなに見ないふりをしていたのは、僕だけだ。


    　そう。僕は近八さんのことが、いつの間にか、好きになりそうになっている。だから、近八さんのことがもっと知りたいし、親しくなりたいとも思っている。


    　自分を試されている気分だった。ＡＶに出演したことのある女性を好きになって、この先、僕は耐えられるのか。これから先、ＡＶ嬢としてカムバックするであろう彼女を、応援できるのか。


    　近八さんには、近八さんのやりたいことがある。僕はそれを止めたくはない。けれど、やりたいことをやっている近八さんのことを、僕は応援できるかというと、「できる」と言い切ることはできない。


    　葛かつ藤とうと嫉しつ妬とが僕を苦しめることはわかっている。そんなことは、よくよくわかっていたから、出来る限り防御線を張っていたのに、僕はどうすればいいのだろうか。


    　近八さんはすぐ隣にいるのに、手が届かない……手を伸ばせないことにジレンマを覚えていると、松田さんがマイク越しにアナウンスした。いよいよ課題発表がスタートする。


    「今からみなさんの課題作を発表します。まずはひとつめ。九くの重え紗さ英えさんと五十嵐いがらし彩あや夏かさん」


    　えっ。僕がなし崩し的に別のパートナーを見つけてしまったとはいえ、意外なコンビに驚いた。なぜこの対極にあるふたりが組むことになったのかも気になる。


    「はい！」


    「は、はいっ」


    　五十嵐さんが姿勢よく手を挙げて立ち上がり、その後に遅れて九重さんもその場に立った。ふたり揃って教壇へと立つと、九重さんがＤＶＤをデッキに設置する。


    「わたしたちの作品は映像作品です。タイトルは『破壊』」


    　松田藍あい里りから受け取ったマイクを手にした五十嵐さんが言うと、九重さんがＤＶＤデッキの再生ボタンを押した。すると、全面のスクリーンに映像が映し出される。


    「……あ、あぁあんっ……んんっ……はぁ……あぁあっ」


    　タイトルが読み上げられると同時に、真っ黒の画面に彩夏らしい女性の、喘あえぎ声が響いて、ざわっと講義室内にざわめきが奔はしった。脳髄に直接響くような悩ましい声に、心臓がドキンと勝手に反応する。


    　いったい何が始まるのか。スクリーンを注視していると、やがて眩まぶしいほどに青い映像がぼわっと浮かび上がってきた。


    「おっ」


    　青いと思ったのは青空と、プールの水のせいだった。その真っ青な画面の中で、五十嵐さんはスタイル抜群の身体からだに、白いビキニの上下を身に着けている。白い肌の上には、玉の汗が浮かんでいるのが、なんともエロティックだ。


    『……夏、今年も夏が来た。太陽はわたしに容赦なく降り注ぎ、灼熱の日差しで照り付けてくる……』


    　スクリーンの中の五十嵐さんは、セリフを読み始めたが、僕の視線はそれよりもむしろ、白いビキニに包まれたその身体に釘くぎ付づけだった。たぶん、それは僕だけではなく、この場にいる野郎ども全員に違いないけれど。


    『……けれど、わたしの身体は、太陽にも負けないほどに燃えていた。それは、彼が。彼が、わたしを見つめているから』


    　五十嵐さんは、ゆっくりと水中に浸していた足をプールサイドにあげ、そのままごろんと仰向けに横たわる。カメラはゆっくりとその足元から、形のいいふくらはぎ、むっちりとした太もも、豊かなヒップ、きゅっとくびれたウエスト、たわわな南国の果実ようなバストと舐なめ、やがて、半開きの唇くちびるから、眩しげに細められた目元へと移っていく。


    「このコ、綺麗だね。あと、洗練されてるし、慣れてる」


    　近この八やさんがぼそっと呟つぶやいた。


    「あっ、五十嵐さん？　元芸能人なんだよ。ドラマの子役で、写真集とかも出してる」


    「あ、だからか。やっぱり業界にいたコなんだね。元芸能人だったら、デビューしたらすぐに売れるんだろうな」


    　近この八やさんはなるほど、と納得したように頷く。確かにその通りだと思う。


    　改めてこうしてみると、五十嵐いがらしさんはやはり完成していた。笑顔の作り方、視線の動かし方、身のこなし、すべてがどう見られるか、知っているように思える。


    　一方で、九くの重えさんが書いたらしき朗読の台本は、稚ち拙せつだった。文章に詳しくない僕には文学少女が好んで書くポエムの域を出ていないように思えた。が、そんな不満は次の瞬間に翻ひるがえった。


    『こっそり見てないで、堂々と口説いてよね、そこの君。ヤリたいならヤリたいって言えばいいでしょ。はっきり言えるでしょ……今すぐわたしを、壊すってっ！』


    　突然、五十嵐さんの口調が変わったかと思うと、ばっと起き上がり、そのままプールの中へとダイブした。水面が弾けると同時に、「ギャ────ッ」っという五十嵐さんの絶叫がこだまする。


    「ぎゃ───っ、ぎゃ────っ、ぎゃ────っ！」


    　叫びながら、プールの中で暴れまわる五十嵐さんは、さっきまでとはまるで別人のようだった。なんだこれは。パンクバンドのＰＶのようだが、しかし、バックには音楽は掛かっていない。映されているのは、ただひたすらに叫んでいる五十嵐さんの姿だけだ。


    　カメラのレンズにも水が跳ねて映像がぼやけるだけではなく、手持ちカメラのために映像がぐらぐらと揺れて酔いそうになる。けれど、いったい何が起きるのか目を離すことができない。


    　それくらいに躍動する五十嵐さんは魅力的だった。


    　水に濡ぬれて顔や身体からだに張り付いた長い髪の毛。滑なめらかな肌にまとわりつく水滴、しなやかに動く長い手、目の下に滲にじんだマスカラさえも、『好き勝手に生きている！』という感じがして好ましい。


    　面喰らいながらも、教壇のところに立っている実物の五十嵐さんの顔をちらりと盗み見ると、なんだかバツの悪そうな表情で、もじもじと身体を落ち着かなげに動かしている。その一方で九重さんは、あっけにとられている皆を満足げに笑みを浮かべて眺めていた。


    　やがてスクリーン中の五十嵐さんは、すっと顔を真顔に戻すと動きを止め、ずぶ濡れのままプールサイドへとよじ登って戻り、膝ひざを抱えて体育座りをする。濡れた身体から水をしたたらせながら、再び朗読し始めた。


    『あなたに見つめられて、本当は嬉うれしいんです。けれど、何も言ってくれないのが、歯は痒がゆくもあるんです』


    　ついさっきまでの興奮はどこにいったのか、元通りのまるきり冷静な口調だ。しかし、濡れた髪や、乱れた呼吸を整えるために激しく上下する胸などに、さっきまでの狂乱の残ざん滓しが感じられる。


    『だから、もっとわかるように、わたしを……』


    　五十嵐いがらしさんは、何かを訴えかけるように、じっと画面を見つめて言った。そして「わたしを……」の先まで言わずに、画面がブチッと暗転し、そのまま映像は終わった。


    「えー、九くの重え紗さ英えさん、五十嵐彩あや夏かさんの発表でした。では、次は……」


    　近この八やさんが拍手をすると、それにつられるようにして、会場にまばらな拍手が起きた。僕も慌てて両手を打った。


    「今の作品、五十嵐さんにピッタリだったね」


    　近八さんはやや興奮を隠しきれない様子で言った。


    「そうかな。なんかすごかったけど。よくわかんなかったし」


    「うん。でも、五十嵐さんみたいにメジャーっぽさがあるコが、ああいう作品に出るって、なんか意外で、すごくわたしは好き。なんかカッコイイなって思う。プロデュースしたのは、もうひとりの女のコだよね。センスあるね」


    　確かに意外性は大きかった。たぶん、五十嵐さんをモデルにすれば、市販されている、アイドルのプロモーション映像くらいのものは、簡単に作れるだろう。けれどもそこには新しさはない。しかし、九重さんの演出には青いけれども、新しさがあった。


    「九重さんは、本当は文章が書きたいって言ってたけど」


    「ああ、だからセリフがちょっと古い文学調だったんだね。セリフも面白かったけど、映像のセンスもあると思うな。五十嵐さん、あんなにぐじゃぐじゃなのに、綺麗に撮れてたし」


    「ああ、それは確かにそうかも」


    　近八さんの言う通りに、五十嵐さんは綺麗だった。できればもう少し長く観たかったとも思う。その時点で、作品としてきっと、十分に優すぐれている。


    　九重さんたちの発表が終わると、次に呼ばれた生徒が前に出て発表を始めた。男性をモデルにして、女性目線からのハメ撮り風映像を撮るものがいたり、大きなキャンバスにイラストを描いてきたものがいたり、着替えの盗撮映像と思いきや、被写体が自分自身、というオチがついた作品があったりして、みなそれぞれバラエティに富んでいる。


    「えー、次は、三みツつ田だ阿あ紀き良らくん、七なな崎さきつぐみさん、二ふた道みち美み奈なさん」


    　と、三ツ田たちが呼ばれた。


    「こないだ、渡わたり戸どくんちで会った人だよね。どんなの作るんだろう、楽しみだな」


    「僕も。いったい何を提出するんだろ」


    　正直、好奇心がくすぐられる。しかも、七崎さんと二道さんふたりをモデルに使っているというから、なおさらだ。


    「いやー、緊張するなぁ」


    　三ツ田と七崎さん、二道さんとが連れ立って前に出て、三人で並ぶとそれぞれ手をつないで、ペコリと礼をする。


    「リア充感、半端ないな。なんだあれ」


    　思わず呟つぶやくと、近この八やさんがくすりと笑った。勝手に卑屈になっている心の内がバレてしまったようで、恥ずかしさに身をすくめた。


    「えー、わたしたちの作品は、映像作品で、『女友達』です。では、スイッチをお願いします」


    　代表して二ふた道みちさんがマイクを持って言うと、三みツつ田だがＤＶＤの再生ボタンを押した。すると、一枚の画像がスクリーンに映し出された。


    　二道さんと七なな崎さきさん、ふたりがホテルのような建物へと消えていくショットだ。


    「……あの、わたしたち、今回の課題を作る上で、せっかくだから、したことがないことをしてみようって思ったんです。ね、つぐみ？」


    　マイクを持った二道さんが言い、その隣で七崎さんが頷いた。


    「それで、何かなって話し合った結果、なんと！　わたしたちはふたりで、ラブホテルに行くことにしましたっ！」


    　二道さんの隣で、七崎さんがぱちぱちぱち、と手を打ち鳴らす。同時に、スクリーンに映っていた画像が変わり、ふたりがラブホテルの部屋のパネルを真剣に見ているものになった。


    「で、ラブホテルに入ったはいいわけなんですが、どうやったらいいのかさっぱりわからないわけです。ふつうのホテルと違って、受付の人も手しか見れないし！　意味のわかんないパネルがどどんとあるし！　けど我々はふたりでなんとか入り方を考えて、ようやく、パネルにある好きな部屋のボタンを押せばいいってことに気が付いたわけです。自動販売機と同じシステムなんですよ、ラブホテルって」


    　なるほど。それは知らなかった。あくまで仮に、の話だけど、将来、誰か女の子と行くことになってもこれで大丈夫……と思ったところで、


    「あの」


    　と審査員から手があがった。カメラマンの生いく田ただ。


    「発表は、基本的に完パケでの納品って話だったと思うんだけど、この展示には、君のナレーションが全編入るのかな」


    「はい、そうです！　それ込みでの完全パッケージとなっております！」


    　二道さんはきっぱりと答えた。


    「それは完全パッケージとは言わないのでは」


    「……まぁ、インスタントレーションというわけじゃないけど、体験型の展示ってことで、面白いんじゃないの」


    　アンデルセンが助け船を出し、この形のまま続行することになった。が、正直それはいい選択だと思う。なぜなら全編すべてセルフィーで撮ったらしきふたりの画像は、プライベート感覚に溢あふれている、といえば言い方はいいけれど、まぁ、写真としてはなんの変哲もない普通のスナップ写真だったからだ。


    　しかし、それと比べると、二ふた道みちさんのおしゃべりは流りゆう暢ちようだった。七なな崎さきさんは完全に相あい槌づち役だが、そののんびりとした間がいいアクセントになって、ついつい神経を傾けてしまう。


    　そもそも、可愛かわいらしい女のコふたりの、『初めてのラブホテルルポ』だ。それだけでも十分に興味をそそる。が、衝撃はここからだった。


    「というわけで、部屋に入ったわたしたちは、まずは一緒にお風呂に入ることになりました！」


    　えっ、風呂!?　と思った瞬間に、画面に映し出されたのは、ふたりが下着姿のままで風呂場でじゃれている写真だった。


    　二道さんの下着は紺色ベースのチェック、七崎さんはピンクの淡色。フリルがたっぷりとあしらわれているために、大切な部分が透けて見えることはないが、それでも十分にエロい。いや、エロすぎる。


    「女友達とお風呂なんて、修学旅行ぶりだけど、これが楽しかったんですよ、みなさんも、彼女さんや彼氏さんができて、ラブホテルに行ったら、お風呂は絶対に一緒に入ったほうがいいです！」


    　二道さんが力説すると、その隣で七崎さんがうんうんと首を縦に振る。そんなふたりをニヤニヤと見つめている三みツつ田だの姿を見て、ふと気が付いた。


    　こいつ、何もしてないな。
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    　たぶんだけど、課題のアイディアから、なにまで、すべては女のコたちのアイディアじゃないだろうか。


    　それが悪いとは言わないけれど、本当にちゃっかりしている。呆あきれていると、写真がまたスライドして、今度はずぶ濡ぬれのふたりがベッドに並んで座っている画像が映し出された。


    「あっ……」


    　その画像を観た瞬間に、思わず声が漏もれたのは、僕が以前に妄想していたふたりが写っていたからだ。


    「……こうやって、ふたりでベッドにいると、なんとなく相手の身体からだが気になるものなんです。おまけにつぐみは華きや奢しやなのに、おっぱいだけは大きいから……つい悪戯いたずらしちゃいましたっ！」


    　画像がスライドすると、次に現れたのは、ベッドの上でふざけてじゃれ合っているふたりの姿だった。二ふた道みちさんが七なな崎さきさんにのしかかる形で、その手は胸にしっかりと置かれている。それを、受け入れている七崎さんの照れ笑いがめちゃくちゃに可愛かわいらしい。


    　やられた……これこそが僕がふたりに求めていた世界観だった。


    （何度も言うようだが）写真そのものは大したことないが、ふたりを包んでいる空気感や、その楽しそうな雰ふん囲い気きに、なんなら僕もその場に交じり入りたいとさえ思ってしまうし、この場所に居合わせた三みツつ田だに対しては嫉しつ妬としかない。


    「すっごい真剣な顔で見てるね……ひょっとして、どっちかが好きだったりする？」


    「いや、そういうんじゃないけど」


    　確かに七崎さんには、ほのかな思いを寄せていたけれども、そもそも僕はこの学校で恋をするつもりはないのだから。


    「でも、つぐみも、こう見えて、結構大胆なんです。だって、わたしのパンティを脱がそうとするんですよ。見えちゃうからダメ！　って言っても『わたしに見せてくれないの？』なんて、この可愛い顔で言われたら、困っちゃいますよね」


    「だって、見たかったんだもんっ。人のと自分のがどう違うか、興味があるし……だって、プロの女優さんたちのアソコって綺麗すぎて……」


    　七崎さんが口を尖とがらせ、生徒たちの間から、笑いがこぼれた。


    　僕もプロの男優さんたちのペニスが、ずいぶんと立派なことにずいぶんと最初は落ち込んだものだが、女のコは、女優さんのアソコが綺麗すぎることに落ち込むものなのか。


    「というわけで……つぐみがあんまり興奮したもので、今回お見せできるのは、ここまでですっ！　自撮りは映像もあるんですが、続きが見たい人は、ウェブで有料販売するか、ＲＯＭで売ろうと思っているので、よろしくねっ！」


    　二道さんがそう告知した瞬間、男子生徒の間から「うおおおおおっ！」という怒号が響いた。生いく田たが慌てて「なに、君ら、本当に販売するつもりなの？」と二道さんに尋ねる。


    「いや、ちょっとノリで言ってみただけなんですけど。そうですねー。この感じだと、ひょっとして販売したら、結構売れちゃいそうですよね。どうしようかなぁ」


    　と二ふた道みちさんはまんざらでもない様子だ。


    「いやー、売るなら、俺の手を通してよ、ね」


    「いやいやいや、わたしたち、別にまだ、三みツつ田だくんの何に所属してるわけでもないから、ね、つぐみ」


    「うん。所属してるとすれば……それは、この成専にですよね」


    　七なな崎さきさんがすっとぼけた口調で返した。


    「女のコたちの、こういう、キャラがわかる発表も面白いですね」


    「うん、いいね。ものすごくいい。俺はこういう、やりたいことのある女のコが好きなんだ」


    　と松まつ田ださんがタダノに向かっていい、タダノが頷いた。


    　このふたりがデビューすることになったら、タダノに撮られることになるかもしれない。そう想像すると嫌な気分になった。タダノはきっとふたりを素晴らしく可愛かわいく、そしていやらしく撮るだろう。そのことが悔しくて仕方ない。僕はそんなに嫉しつ妬と深い男だったのか……。


    「で、君はなんの役割をしたの？　カメラは……全部自撮りだったし、編集かな」


    　皆が盛り上がっている雰ふん囲い気きの中、ひとりだけ、どうも納得のいっていない様子の生いく田たが、三ツ田に目を留めて言った。


    「あ、俺っすか？　金払いました」


    「金？」


    　生田が繰り返すと、三ツ田がにやりと笑って言う。


    「いやー、俺ができることっていえば、ホテル代を出すくらいのもんで、あとは、自由にやってもらったほうが、モデルちゃんたちにもストレスがかからないし、面白いものが撮れるかなって判断したもので。なっ」


    「まぁ、正直なところ、三ツ田がエロめでジロジロ見てたら、楽しくは撮れなかったかな」


    　二道さんの辛口のコメントに、生徒たちがわっと笑った。


    「てへへ。これはプロデューサー業ってもんですよ」


    　と、三ツ田が頭をぽりぽりと掻かきながらも、誇らしげな様子で付け加える。


    「では、次の発表に行きましょう。次は、近この八や侑ゆう李りさんと、渡わたり戸ど愁しゆうくん」


    　盛り上がった会場をさらに煽あおるような調子で、松田さんが口にしたのは、僕と近八さんの名前だった。


    「はいっ」


    　近八さんが勢いよく立ち上がると、周りの視線が集中するのがわかった。僕も続いて立ち上がったが、すべての視線は近八さんに向いたままだ。


    　目立つ生徒ということで、皆が注目していることを今さらに実感する。と同時に僕は、近八さんとタッグを組むに相応ふさわしい人材であったか、本当に僕でよかったのか、自信がぐらぐらと揺らぐ。


    　二ふた道みちさんたちと違って、前に出た時に話すことはない。ただ、ＤＶＤ─ＲＯＭをデッキにセットして再生ボタンを押すだけだというのに、この様ざまはなんだ。


    　その時、こちらに向けられている、強い視線を感じた。近この八やさんではなく、僕に向かっている視線。その元をたどると、タダノだった。


    　なぜ。と思うと同時に、僕は理解した。近八さんをモデルとして使ったことに、腹を立てているのだ。三みツつ田だに、同じ気持ちを感じたばかりの僕には、それがすぐにわかった。


    　憤いきどおりの強さは僕とは比べようがないことがひしひしと身に染みてわかった。


    　その顔は俺よりも、いいものが撮れているのか、と問いかけているようで、自信のない僕の指先は、勝手に震えて止まらない。


    　と、その時だ。


    「行くよ」


    　近八さんは僕の手を取ると、歩き始めた。


    　いち早く気が付いた誰かが「あいつら、手、つないでない？　付き合ってるのかな」と囁ささやき、その声を受けたざわめきが講義室中に広がっていく。


    　ざわざわと落ちつかない空気を気にすることなく、近八さんは僕と手をつないだまま、教室の前へとたどり着き、皆の前に立った。不思議なことにその頃には手の震えは止まっていた。


    　ようやく離されて自由になった手で、僕はＤＶＤ─ＲＯＭをデッキにセットする。


    「僕たちの課題は……画像のスライドショーです。タイトルは『僕のミテみたかった君』」


    　それだけ言い終えると、ＤＶＤの再生ボタンを押した。


    



    



    「いやぁそれにしても、愁しゆうの写真作品意外に良かったわ。お前カメラなんて使えたんだな」


    　授業が終わって廊下に出ると、僕と近八さんを待ち構えていたらしい三ツ田が、近寄って話しかけてきた。両隣には七なな崎さきさんと二道さんを従えている。


    「いや、行きがかり上だったんだけど……でも、写真にしてよかったと思った。っていうか三ツ田こそ、いつの間に課題やってたんだよ。しかも三人で」


    「実はみんなでお前んち行ったことがあっただろ。あの帰りにラブホの前を通りかかっちゃってさ。入ったことないって言うから、このふたりとノリで。けどさ、突撃取材の映像作品を課題にするつもりが、ふたりが自撮り写真しか撮ってなくって」


    「嘘うそ、嘘。映像だと編集大変だし、写真のがさっさと終わるからいいねって、言ってたでしょ。しかも、さっさと終わらせて、カラオケ行こうってずっと言ってたじゃん」


    　二道さんが呆あきれた声で言った。


    「いやー、それは、ほら、短い時間でさくっと終わらせて、あとは遊んだほうが、人生においては効率がいいというかね」


    「効率を求めるなんて、まだ十年早いんじゃないですかね。まずは、ジャンプをする前に、どれだけ助走を取れるかが大切だと思いますけど……」


    　講義室の扉から、九くの重えさんがひょこりと顔を出して言った。その背後には五十嵐いがらしさんがいる。


    「九重ちゃん、厳しいこと言うねぇ」


    「厳しいですか。ふつうだと思ってますけれども……ところで、みなさんの課題、すごく面白かったです。勉強になりました」


    「おお、九重ちゃんと五十嵐さんのもよかったよ。五十嵐さんのクレイジーバージョン、意外でさ」


    「やだ、あれは、つい九重さんに乗せられちゃっただけなんだけど」


    　五十嵐さんはぽっと頬ほおを赤くして言った。その表情は、普段の作られた笑顔よりもずっと可愛かわいく思えた。


    「いや、本当によかったよ。ふたりの作品に掛ける気持ちが伝わってきた」


    　皆が皆、課題をやりきった興奮で気分が昂たかぶっているようだった。もちろん、それは僕もだ。恥ずかしいけれども誇らしくて、もっといろんな人に見てもらいたい。そんな気分だった。


    「あっ、でもさ、みんなに言いたいんだけど、あの愁しゆうの作品についてた音楽、あれ、俺のバンド！」


    「えっ、うっそ」


    　三みツつ田だがここぞとばかりに胸を張り、二ふた道みちさんが驚いた声を上げた。


    「マジで。惚ほれる？」


    「いや、惚れるっていうか……本当に？　正直、ちょっと見直したかも」


    「まぁね。けど、愁のやつ、結構良かったよなぁ、いまだに余韻を引いてるっていうか。なんつーの、あれ見る前と、見た後の今とじゃ、近この八やちゃんに対する親近感が違う気がするわ」


    「えっ、そこまで言ってくれる？」


    「おお、最初、お、エロい？　と思って引き付けられたんだけど、途中から、むしろ、彼女感のが強くなってさ、女のコとデートしてぇっ！　って思ったもんね。ってわけで、この中で俺とデートしてくれる女のコ、いない？　……あれ」


    　三ツ田の呼びかけに、女の子たち全員が沈黙した。


    「でも、ホント、近八さんの魅力があってこその作品だと思う、ありが……あっ」


    　その時、講義室の出入り口から、ひとりの男性が出てくるのが目に入った。タダノだ。


    「なんだ褒ほめ合いっこしてるのか、お前ら、気色悪いな」


    　タダノは僕たちの姿を認めて、茶化すような口調で言った。


    「褒め合いって、お互いに感想を言い合っていただけですけど」


    「むしろ傷の舐なめ合いか」


    　タダノが鼻で笑った。


    「そんなにダメでしたぁ!?　俺たちの課題発表。まぁ、もちろん、プロの方から見ると、稚ち拙せつで仕方ないでしょうけど、それでも初めてにしては、頑張ったんですけどね」


    　三みツつ田だもさすがにプライドを傷つけられたらしく、口調こそソフトなものの、食ってかかりぎみに言った。


    「いやぁ、モデルはみんないいよ。もう即戦力。デビューの決意がついたら、まず俺に撮らせてもらいたいね。で、君のほうは……二人組のラブホテルのルポの発表だよね。金だけ払ってちゃっかり上う手まくやったつもりだろうけど、そんなんじゃこの業界やってけねーぞ。で、五十嵐いがらし彩あや夏かさん。君の作品で組んだのは、こっちの女性だっけか」


    「はい、九くの重えと申します」


    「君のはね、なんというかアートごっこだよね。若い女のコが好きな。まぁ、悪くはない。けど、こういうのは見てくれる人が少ない。わかりにくいからね。だから、もっと君自身が有名になったほうがいい。有名にさえなれば、作品発表はずいぶんと楽になる。そのためには、もっと自分が女ってことを利用したほうがいいんじゃないのかな。せっかくこんな環境にいるんだから、まずはＡＶに出て名前を売って、将来のことはそれから考えればいいじゃないか。これは今だからこそできる、ワープの方法だよ」


    「えっ、いや、わたしはそんな、女優とかは考えたこともないんで！」


    「なんで？　もったいないなぁ。そうやって決めつけるのは、あんまりよくない。もっと自由に考えたらどうかな。君くらい可愛かわいければ、仕事はいくらでもあるよ」


    「えっ……」


    　九重さんの頬ほおがみるみるピンク色に染まっていった。


    　いやいや、そういうことじゃないだろ。九重さんはやりたいことがしっかりしている。なのに、上から言いくるめて、寄り道をさせているだけではないか。


    「そうやって、女のコたちを、片っ端から自分の作品に誘うって、結局、自分が生き残るための手段ですよね。ＡＶは女のコありきなんですから」


    　我慢できずに言うと、タダノは僕にちらりと視線を送り、次に近この八やさんを強い視線で眺めて言った。


    「ああ、お前の作品は最低だったな」


    「どこがですか」


    「全部だ。そもそも近八侑ゆう李りを使ってあれはないだろ。知ってるんだろ？　こいつが元ＡＶ嬢だってこと」


    「……知りませんし、別に知りたくもありません。近八さんは、同級生のひとりだと思ってるんで」


    「ふーん、そういってるヤツほど、こっそりこいつのＡＶでヌイてたりするんだよな」


    「そんなこと、してません」


    　こうして、即答できるだけでも、三みツつ田だから借りた近この八やさんの出演作を見ていなくてよかったと思えた。


    「そもそも、脱げる女を脱がさないって、お前、男としてダメだろ。ＡＶとか向いてない。悪いこと言わないから、さっさと辞めろ」


    「辞めません」


    　したいことの欠片かけら、ほんの欠片だけれども見つかったいま、僕がこの専門学校で学びたいことがたくさんあることに気が付いたのだ。たとえ、講師のひとりに嫌われたとしても、そんなことは関係がない。もう相手をするのはやめようと思い、踵きびすを返して、タダノに背中を向けた瞬間だった。


    「あの作品、俺への嫌味か？　今はオマージュとか言うのかもしれないけど、俺は認めないからな」


    　タダノの声が追いかけてくるとともに、がつん、と後頭部に衝撃を感じた。


    「痛っ！」


    　膝ひざから崩れ落ちそうになった瞬間に、今度は背中に衝撃を食らう。


    「ちょっ、タダノ先生っ！」


    「きゃぁあああっ！」


    　三ツ田が慌てて制止する声と、女のコたちの悲鳴が聞こえた。


    　が、僕の視界はブラックアウトしつつあった。


    　ああ、このままでは床に倒れ込んでしまう。


    　そう思った瞬間に腕ごとぐっと引き寄せられて、いい匂においがして、柔らかなものに受け止められた。ああ、この匂いは近八さんだ……と思ったまま、記憶を失った。


    



    「この度たびは誠に申し訳ないことをしました。ですが、なにとぞ内密に」


    「はい、その点についてはわかりましたから……マスコミはもちろん、誰にも言いません。それでは失礼します」


    　ぺこりと最後に礼をして、理事室を出ると、廊下で心配そうな顔をした近八さんが待っていてくれた。ふたりして、なんとなく歩き始める。


    「どうだった？」


    「うん、謝られた。曲がりなりにも、講師が生徒に暴力を振るったってことで。でも、まぁ、そんなに怪け我がも酷ひどくなかったし……それに、代わりに口止め料じゃないけど、学費がこれから先の一年無料にしてくれるっていうから、それで手を打った」


    「……ごめん、ちょっと話せるかな。どこか静かなところで」


    　いまだに、殴られたというショックが後を引いていたけれども、平然を装よそおって言うと、近この八やさんは、なぜだか複雑な表情を浮かべて言った。静かなところ、というので思いついた、いつものカフェコーナーに向かうと、やはり今日も誰もいなかった。やっぱりここは穴場だ。


    「いつも空いてるんだ。なにか飲む？」


    「あっ、自分で買うから、大丈夫」


    　自販機で自分用のアイスコーヒーを買ったついでに尋たずねると、近八さんはペットボトルの水を買って、すぐそばの丸テーブルの椅い子すに腰を下ろした。僕もテーブルを挟んで向かい側に座ると、コーヒーのプルトップを捻ひねろうとした瞬間だった。


    「……あの、ごめんなさい！」


    　近八さんが勢いよく頭を下げた。


    「え、何が？　どうかした？」


    「いえ……実はわたし、ひとつ言わないといけないことがあって。作品のこと」


    「作品のこと？」


    　いったいなんだろうか。いぶかしく思っていると、近八さんが気まずそうな顔で言った。


    「あの……実はね、わたし、昔、タダノさんと一緒に作品を作ったことあるの。ちょうど一年くらい前かな。『十代のお姉さんが、童貞お兄さんの筆おろししてあげる』って作品なんだけど。知ってるかな？」


    「いや、知らないけど……」


    　三みツつ田だに借りたままのアレだ。とっさに嘘うそをついてしまったものの見ていないから、まるきり嘘というわけではない。が、なんとなく罪悪感を覚えていると、近八さんは言葉を選ぶようにして、ゆっくりと言った。


    「だよね。あのね、実はその作品、冒頭のイメージ映像のロケ地が、その……中野のあの哲学堂公園と……」


    「えっ？」


    　どういうことだ。耳を疑って聞き直す。


    「最初は中野っていうから、久しぶりに来たなって思ってたんだけど……渡わたり戸どくんの案内で歩いているうちに、『あれ、ここ、見覚えがあるぞ』って気が付いて。で、哲学堂だっけ？　そこまでついた時に『あっ！』って。そうしたら、懐なつかしくなっちゃって。そうしたら」


    「そしたら？」


    「渡戸くんが、池に落ちるじゃない。タダノ監督も実は落ちたの」


    「えっ！　えええっ!?」


    　そんな偶然があったとは。そこでようやく僕はタダノのセリフを理解した。タダノは、僕がわざと近八さんを撮った作品と、かぶせてきたと勘違いしたのだ。ならば、『オマージュ』や『俺は認めない』といった言葉の意味が理解できる。


    「……ごめんね、渡わたり戸どくん、もしかして私が出てるやつ観てて、どっかで気が付くんじゃないかなって思ってたんだけど、本当に知らない素そ振ぶりだったから、言えなくなっちゃって」


    「いや、ホントに見てなかったから」


    「というわけで、全部わたしが悪いんです、ごめんなさいっ！」


    　近この八やさんがもう一度頭を下げた。


    「いや……仕方ないよ」


    　そうだ。近八さんを撮ると決まった時に、僕は、近八さんの出演作を観るかどうか悩んだ。それは、近八さんをどう演出すれば魅力的に撮れるかの参考にするつもりだったからだ。けれども、同級生のセックスしている姿なんかを観てはいけない、という道徳心と、できれば観たくないという嫉しつ妬と心しんとで、見ないことを選んだ。その結果がこうなったのだ。


    「あの作品は完全なオリジナルだと思ってるし……そもそもだよ。この学校内のスタジオでは毎日のようにアダルトビデオが撮られている。女優さんだって、同じスタジオに行くってことは珍しくないはずだ。だから、ロケ地が被かぶったからっていって、あの作品はタダノの真似なんかじゃない。本当にたまたまの、よくあることなんだ」


    　近八さんに説明しているのか、僕自身に言い聞かせているのかわからないが、ただ、ショックな気持ちが大きかった。が、反面、なぜか嬉うれしい気持ちもあった。


    　タダノのことは入学当初から苦手だし、殴られた今となっては、嫌いともいえる。が、この学校に入る前の僕は、タダノ作品を好んで観ていたのだ。唯一、女のコのサムネイルではなく、監督名を見て選ぶ監督、それがタダノだ。そんな人と、偶然にも同じ演出を行った。これってひょっとして、僕にまるで才能がないわけじゃない、という証拠になるのではないだろうか。


    「でも、でもね」


    「うん？」


    　複雑な思いに心を揺らしていると、近八さんは、テーブルの上に肘ひじをついて、顎あごを乗せると、僕の顔を正面からじっと見つめて言った。


    「撮られてて、楽しかったのは、渡戸くんのほうだよ」


    「えっ……」


    　思わず絶句すると、悪戯いたずらっぽくチロリと舌を出した。と、同時に肘で胸がぎゅっと寄ってカットソーの胸元から豊満な谷間がモロに覗のぞく。


    「それに、こないだは邪魔が入ったしね、あの続きも……」


    「えっ」


    　聞き間違いかと耳を疑った。あの続きとはまさか……。


    　その瞬間、


    「いたっ！　捜したんだからっ！」


    　カフェコーナーの入り口から、キンとした女のコの声が響いた。振り返ると、五十嵐いがらしさんが立っている。


    「えっ？」


    　五十嵐いがらしさんが僕にいったいなんの用事だ。突然の登場に驚きを隠せないでいると、五十嵐さんはずかずかと進んできて、僕の手を取って言った。


    「ねぇ、今度、彩あや夏かの写真も撮ってくれない？」


    「ええっ？　なんで？」


    「なんでって、そりゃ、気に入ったからに決まってるでしょ。君の発表見て、撮ってほしいなって。ね、別に近この八やさん専属カメラマンってわけじゃないんでしょ」


    　五十嵐さんは、ちらっと近八さんに視線を送ると、照れをまぎらわすように早口でまくしたてる。


    「う、うん……もちろん、いいけど」


    「決まりね。ありがと！」


    「あ、はい……」


    　怒ど涛とうの勢いに押されて、たじろいでいると、近八さんがくすりと笑った。


    「すごいね、もう指名受けてる」


    「指名っていうか、まぁ……」


    「でもね、そういうことだよ」


    「え？」


    「こうして、作品を観た誰かが、渡わたり戸どくんに興味を持って、一緒に仕事がしたいなって思う。こうやって、仕事って広がって、続いていくんだよ」


    　なるほど。そういうことなのか。


    　やっぱり近八さんは、僕よりも、ずっとずっと、オトナ……なのだった。


    



    　近八さんと別れた帰り道、携帯の着信音が鳴った。見ると、メッセージが届いた知らせだった。しかも、差出人は、九くの重えさんだ。


    「え……なんだろう」


    　何かあったのかと思ってメッセンジャーを立ち上げる。そこには、九重さんからのメッセージがあった。


    『渡戸くん。実はあれから、いろいろ考えて、わたしもちょっとだけ苦手なことに挑戦してみることにしたんです。五十嵐さんと課題を作るときに、これも撮ってはみたものの、やっぱり発表は無理でした。だから、渡戸くんだけに送ります。これが、いまのわたしの精一杯です。でも感想はいりません。恥ずかしいから　http://safdmfk.ua/movie/kuno_e　九重』


    　九重さんが送ってきたのが、どんな動画かはわからないけれど、どこかひとりになれる場所で観たほうがいい。そう思い、家に帰った。


    　ベッドに腰を下ろして冷蔵庫のコーヒー缶のプルトップを開けて喉を潤うるおすと、九くの重えさんから届いたメッセージの文末にあるＵＲＬをクリックする。動画再生アプリが立ち上がり、九重さんの顔がアップで映し出された。


    『九重紗さ英えです。今回わたしは、五十嵐いがらし彩あや夏かさんと一緒に、課題を作ることにしました。というのも、わたしが本来組む予定だったパートナーが、何の考えもなしのくせに、勝手に離脱して別のコと組んで課題を出すって言うんです。正直ショックでした。だったら、わたしの方がもっと優れた作品を作ってやる。負けたくなかったんです』


    　五十嵐さんの可愛かわいらしい姿を録ったものとばかり思っていたら、予想を裏切る展開に驚かされた。が、驚きはそれだけではなかった。


    『というわけで、わたしが脚本と構成と演出とカメラ、五十嵐さんにはモデルを務めてもらったのですが……』


    　カメラが揺れてレンズの向きが反対向きに変わった。壁一面にロッカーの並んだ、どこかの更衣室のような景色が映し出され、カメラのブレがおさまると、ゆっくりとレンズの向きが左側に移動し、やがて、鏡と手洗い場が映し出された。


    『実はわたしも……こんな格好をしています』


    　カメラの動きが止まる。映っているのは鏡に映った九重さんの首から上だ。が、そのままカメラがゆっくりと引いていった。


    「えっ、ええっ！」


    　鏡越しに映りこんでいる九重さんは、なんと上下、白いコットンの下着姿だった。レースの付き方や素材からして、水着ですらない、あきらかなブラジャーとパンティーで、もちろん、他には何も身に着けていない。


    「う、うええええええっ!?」


    　衝撃のあまりに叫び声を漏もらす僕をよそに、映像は進んでいく。


    『……今回、五十嵐さんと作品を作るに当たり、わたしたちは短くない時間、ディスカッションをしました。その時に五十嵐さんに「なぜ、脱ぐの、なぜ脱げるの？」と尋たずねたところ、返ってきたのは「脱げばわかる」という言葉でした。そんなことを言われても、さっぱりわからない。だったら、脱ぐしかない、って決意したんです。でも、これがわたしの精一杯でした』


    　九重さんは、カメラに向かって慎重に言葉を選びながら、切々と語りかけている。が、正直なところ、僕の頭の中には、半分ほどしか入ってこなかった。


    　しかも、九重さんはいつも卑下しているが、スマホの液晶に映し出されている九重さんの姿は、正直にいって魅力的だった。


    　肌は陶器のようになめらかで真っ白く、恥ずかしさを感じているせいか、ほんのりと目元と頬ほおが赤く染まっている様が可か憐れんだった。胸は小ぶりだけれども、柔らかそうに形良くふんわり盛り上っている。心細くなるほどに平たいお腹に、きゅっとあがったお尻は可愛らしい。普段は長いスカートで隠されている脚は、すらりと形がよく、どこからどう見ても、魅力的な女のコだ。


    　それに。フォトジェニックといえばいいのだろうか。インタビューのテスト用にカメラを回していた時にも感じたことだが、九くの重えさんはカメラ写りがよかった。しみじみとした可愛かわいらしさが、カメラのレンズを通すと映えるのだ。


    『この映像を、課題として公開するかどうかは決めていません……たぶん、できないと思います。けど、この映像を見てくれているあなただけが、わたしが勇気を出した証拠を知っててくれればいいと思ってます。見てくれてありがとう……』


    　九重さんは顔を真っ赤にして言い終えると、ぺこり、と鏡に向かって頭をさげた。その次の瞬間に映像が途切れて、真っ黒い画面が広がる。


    　僕は再生が終わっても、あっけにとられて、頭の中はこんがらがったままだった。


    「……僕だけが知っていればいい？」


    　いったいどういうことなのだろうか。


    　でも、ただひとつわかったことがあった。九重さんの映像は、めちゃくちゃにエロかった。

  


  [image: ]


  
    エピローグ


    



    「お待たせしましたぁ」


    　明るい声とともに入ってきたのは、下着の上にバスローブを羽織った松まつ田だ藍あい里りさんだった。


    　その後に続く成専の生徒たち──近この八やさん、九くの重えさん、七なな崎さきさん、二ふた道みちさん、そして五十嵐いがらしさんたちは、素肌の上にバスローブ姿を羽織った姿だ。


    　ただの遅刻だったのか。だったら、とんだ迷惑な話だ……しかし、なんとなく違和感を覚えた。課題発表のときに近八さんに聞いた話だと、プロで二十年やっているというのに、こんなふうに遅刻で現場を掻かき乱すなんて。それとも、やむにやまれぬ事情でもあったのだろうか。釈然としない気持ちはあるものの、なにはともあれ、一安心だ。これで、皆のＡＶデビューは避けられた、ということになる。しかし、ならばなぜ、皆バスローブを着ているのだ。いや、着替えたところで、松田さんが駆け込んできたとか？　状況が掴つかめずにいながらも、どことなくほっとした雰ふん囲い気きの漂っている僕ら男子生徒陣の前に、五十嵐さんがつかつか、と大おお股またでやってくるとバスローブの前を勢いよく開いた。ぷるん、と水着に包まれた、形のいいおっぱいがこぼれだして、男性たちの間から「おおっ！」という溜ため息いきが漏もれる。


    　その後に続いて、七崎さん、二道さん、そして近八さんが駆け寄ってくると、皆が一斉にバスローブの前を開いた。それぞれ、ビキニに覆われた、おっぱいがこぼれだす。


    　七崎さんのは、色白でウサギを思い出させるようなふんわりとしたおっぱいで、二道さんは張りがあってつんと前に突き出している。近八さんは、その中の誰よりもボリューミーで、今にもビキニが弾け飛んでしまいそうだ。


    　いったいどういうことなのか、さっぱり状況が理解できぬまま視線をバストに釘くぎ付づけにされているぼくたちの前に、九重さんがちょこちょこと駆けてきて手に持ったプレートを差し出した。そこに書かれた『成専ドッキリ！　課題にご協力ありがとうございます！』の文字が目に入った瞬間、女の子たちが声を揃そろえて言った。


    「じゃーん！　実はドッキリでした」


    「な、なにこれ……」


    　三みツつ田だと顔を見合わせていると、含み笑いを浮かべたタダノが、カメラで僕たちの顔を舐なめるように撮影し始めた。ますます意味がわからない。


    「これは、ズバリ、わたしのアイディアなんです。成専の男性陣は、同級生がＡＶ嬢になるってことを、どう考えているのか、ドッキリで浮き彫りにしようっていう企画ですっ！」


    　アホみたいな顔で呆然と立ち尽くす、僕たちに向かって九重さんが言い放った。


    「お前らクソ男どもが、ＡＶ嬢に関して本当に愛を持ってるのか、考える機会になっただろ」


    「えっえええっ！」


    　まさかそんな展開だとは。タダノと九重さんが結託して、僕たちをどっきりに掛けるだなんて、想像もしていなかった。


    　タダノが続けて言った。


    「もしも、心の中で『出て欲しくない』なんて、少しでも思ったやつは、ＡＶを作るなんてことに向いてないぞ、さっさとこの学校を辞めて出てけ」


    「な、なんですか、それ。いくらなんでも横暴すぎる」


    「ちょっとちょっと。ふたりとも、揉もめてないで、楽しく青春しましょ！」


    　険悪になりつつある僕とタダノの雰ふん囲い気きを敏感に感じ取った近この八やさんが、いさめるように僕の腕に自分の腕を絡からめた。もう片方の手は、タダノに絡めるもんだから、三人で腕を組んだ状態だ。


    「青春か……まぁ、ここは専門学校だもんな」


    　タダノが渋々といった顔つきで頷いた。


    　青春。そうだ、僕は、早くオトナになりたいとばかり考えていた。それどころか、もうすでに、オトナだと思っていた。女のコの温かさも、柔らかさも、まだ何も知らないのに、ずっとオトナのふりをしていた。ただ、ＡＶでセックスをしている姿を観ただけなのに、女のコという生き物を、勝手に知ったつもりになって、冷めた目で見ていた。


    　けれど、実際の僕はまだまだガキだ。周りの女のコがＡＶに出るかもしれない、と考えただけで葛かつ藤とうするどころか、最初から「好きにならない」と及び腰になる。


    　けれど、この学校に入って、すこしだけ成長したように思える。サムネイルではない女のコたちに触れて知ったこと、課題を作ることで覚えた殻を破ること。まだ無理だけれど、もしかして今の僕は、たとえ、好きな女のコがＡＶに出演していた過去があっても、これから先、ＡＶに出演する予定があっても、それを飲み込んで、恋愛することができる、オトナになれるかもしれないという予感さえもある。


    　まだ「シテみたいこと」は見つからない、けれど、本当に「シテみたいこと」を見つけた時には、その「シテみたいこと」を実現できる自分になるために──この学校に入ってよかった、と心から思っていた。


    



    
      了

    

  


  
    　※本書を書くにあたり以下の文献を参考にしました。


    　『痴女の誕生　アダルトメディアは女性をどう描いてきたのか』著／安田理央（太田出版）


    　また、取材にご協力いただいた皆様にこの場を借りて御礼申し上げます。

  


  
    白都くろの


    Kurono Shiroto


    



    「一冊目のカバーにはなんて書いたかな」と見返したところ、『天下一品』と『蒙古タンメン中本』について語っていました。ずいぶん経ちましたが、いまだに好物です。三つ子の魂百まで。
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